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わくわく動物園へようこそ




「田た母も神がみさん、いいかな？」

　不意に、部長に声をかけられた。

　本日は半期に一度の社内異動の内示日。対象者が順繰りに肩を叩かれては、会議室に連れていかれ、部長から異動の宣告を受ける。

　ついに……来たか。

　私は努めて平静を装い、「わかりました」と言って、席を立つ。

　フロア会議室に、部長と向き合って座る。

「田母神さんは十月一日付けで、営業推進グループ営業本部、営業一課へ異動です！」

　なぜか部長が張り切って言う。

　しかし、まさかの営業本部とは！

「承知いたしました」

　意外すぎる異動先に内心動揺しまくりだけど、顔には出さない。

　三十歳にもなって『ええ!?　そんなあ！　無理ですぅ！』と目をウルウルさせて言ったら、温厚な部長ですら軽く殺意を覚えるだろう。

「資材管理部としても、ミスパーフェクトを失うのはかなり痛手になるけど、あちらの部長からぜひとも田母神さんが欲しい！と強い要望があってねえ」

　今年五十歳の大台に乗る部長は、わざとらしく渋い表情を作ってみせる。

　よく言うわ。営業本部自体は花形部署だけど、一般職の私は事務要員として行くので、栄転とは言いがたい。

　きっと、年増で口うるさい私を厄介払いしたかったのだろう。

　仕事はノーミス、そして無駄な仕事は一切排除する私の業務態度を皮肉ってか、いつしか『ミスパーフェクト』という呼び名がつけられた。

「はあ」と、覇気のない相あい槌づちを打つのが精一杯だった。




　そして迎えた十月一日。

　ついに十一階にある古巣の資材管理部を去り、十七階の営業本部へお引越しだ。

　私物を詰め込んだダンボールを乗っけた台車を押しながら、資材管理部から営業本部へ向かう。その足取りは鉛のように重い。

　新入社員で大手ゼネコンの美み嶋しま建けん設せつへ入社し、首都圏の支店配属を経て、赤あか坂さかにある本社の資材管理部へ着任したのは、蝶よ花よとチヤホヤされる二十代真っ盛りのことだった。

　それから五年。気がつけば、あっという間に月日が経っていた。

　一緒に入社した同期の半分以上は、結婚や転職を機に退社していった。残っている同期も、それぞれの部署で頭角を現している。

　だけど、私は宙ぶらりん。

　結婚できるような彼氏もいないし、転居を伴う転勤がない一般職なので、男性社会のこの会社ではロクな出世も望めやしない。そんな閉へい塞そく感かんに息が詰まって転職を考えたこともあったけど、今以上に待遇のいい会社はなかった。

　あったとしても、私のキャリアじゃ採用されない……っていうね。

　極力、波風は立てず、ミスもせず、淡々と仕事をこなしてきたけど、この歳になるとそれだけではダメなのかもしれない。

　実績……。

　その二文字が頭に浮かぶ。

　与えられた仕事は、すべて完璧にこなしてきた。それができない男性社員もたくさんいる。

　だけど、この会社で女性がそれなりに評価を得るためには、プラスしてなんらかの大きな成果を出さなければ、厄介払いされてしまうのか。

　そんなことを考えているうちに、ついに営業本部の前に到着した。私はゴクリと生なま唾つばを飲み込む。

　ここが私の新しい職場……。

　セキュリティカードをかざしてフロアに通じるドアを開けると、大きく一歩を踏み出した。

「バカ野郎！」

　突然の怒号に、私はビクッと身体を硬直させる。

「おめーの顧客管理が甘いから、藤ふじ井い建けん設せつに案件持ってかれたんじゃねえか！」

　四十代半ばと見られる脂あぶらの乗り切った色黒のおっさんが、体たい躯くのデカい若者を立たせて怒鳴りつけている。

　しかも、メチャクチャ顔が怖いっていうね……。

「中央区マンション建設のクレーム処理は、どうなってんだよ！」

　また違う方向から怒鳴り声が聞こえてくる。

　そして、ジャンジャカ鳴りやまぬ電話。

　フロアには高校時代の運動部の部室のような、すえた臭いがほのかに漂い、ノスタルジックな気分になる。

　山積みにされたダンボール。天井から吊つるされた、スローガンやら目標数値やらが書かれたパネル。

　そして、百名以上が在籍する、四方を窓でぐるりと囲まれた、だだっ広いオフィスを見渡すと、おっさん、おっさん、たまに若者……。

　女性が多かった資材管理部とは違って、ここは完全な男所帯。女性の姿は、数人しか見受けられない。ひっきりなしに人や物が動いていて、目に映る景色すら、なんだかやかましい。

　と、とんでもないとこに来ちまった……。

　完全に気後れしている私は、入口で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　とりあえず、自分のデスクを探そう。

　私は、台車の持ち手をギュッと握りしめる。

　こんな心細い思いをしたのは、小学校一年生の時にデパートで迷子になって以来だ。

　入口付近の壁に貼り出されているフロアの見取り図を見ると、手前から支店統括部、営業企画部、営業推進部、一番奥が着任先となる営業本部となるようだ。

　カタカタと車輪の音をたてながらフロアを横切り、フロアの端まで辿り着く。

　この辺りかな。

　先ほど確認した時には奥から手前に数えて三列までの島が営業本部だった。デスクの数からすると三十人そこそこの大きな部署のようだ。

　一番手前の島の中央辺りに、スーツを着た女性社員がいたのでひとまず声をかけてみる。

「あ、あのう」

「はい？」

　女性社員の歳の頃は、アラフィフといったところだろうか。厚化粧だけど、華やかな顔立ちで美人の部類に入ることは間違いない。

「資材管理部から来た田母神ですが……」

「ああ」と言って、女性社員は私に視線を巡らせる。

「あなたがミスパーフェクト？　想像よりも美人ね」

　私はなんと返していいのかわからず、「どうも」と言ってヘラリと笑う。

「加か奈なちゃーん！　ミスパーフェクトがお越しよー！」

　アラフィフ女性は、隣の島に座る若そうな女性に向かって声をかける。

　ああ！　そんなデッカい声で、そのあだ名を呼ばないで！

　私は口をパクパクさせるが、この気の強そうな女性社員を制する術すべはない。

　二十代半ばくらいの若い女性が「はあい」と返事をしながら席を立ち、パタパタとこちらに走ってきた。ブラウンの長い髪をふんわり巻いた、お人形さんみたいに可愛い子だ。

　このフロアには、いや、ゴリゴリの体育会系を地でいく我が社には全然似つかわしくない。

　長い睫まつ毛げに縁取られた大きな瞳が、私をじっと興味深そうに見つめる。

「あ、あの……」

　落ち着かなくて、思わず声をかけてしまった。

「営業本部の総務庶務を担当しています西にし浦うら加奈です。よろしくお願いします」

　加奈ちゃんが頭を下げると、ふわりとローズの香りがしてなんだか妙にホッとした。

「資材管理部から参りました田母神 泉いずみです。よろしくお願いいたします」

　私も自己紹介をするが、笑顔が引きつる。

「ようこそ！　わくわく動物園へ」

　加奈ちゃんは、ニッコリと花のような笑みを浮かべる。

「わ、わくわく動物園？」

　私が聞き返すと、加奈ちゃんはコックリと大きく頷うなずいた。

「びっくりしたでしょう？　資材管理部とは全然違いますもんね」

　私はヘッドバンキングのように何度も首を縦に振ると、加奈ちゃんはおかしそうにクスクス笑う。

「営業推進グループには荒くれ者が集まっているので、他部署からは動物園って呼ばれているんですよー」

「私たちは猛もう獣じゅう扱いか」

　アラフィフの女性社員が、すかさずツッコんでくる。

「紹介が遅れたけど、営業一課、課長の松まつ井いです。よろしくね」

　女性社員、もとい松井課長は席を立ち、右手を差し出す。

「どうぞよろしくお願いします」

　私はそっと右手を握り返す。

　松井課長の手は少しひんやりしていた。

　よく、『手が冷たい人は心が温かい』と言うので、きっと優しい人に違いない。

「加奈ちゃん、田母神さんを席に案内してあげて」

「了解ですー」と加奈ちゃんが語尾を伸ばして返事をする。

　案内されるままあとについていくと、空あきデスクのところに来た。

　どうやら、ここが私の席になるようだ。

　奥の窓際にある部長らしき人のデスクから一番離れた島の端っこだったので、ちょっとだけホッとした。

　隣のデスクの上には、ズラリとムーミングッズが並べられている。どうやら加奈ちゃんの席のようだ。

　向かいに目を向けると、信じがたい巨漢が座っていた。私の三倍はあるだろうか。

　その隣には、あぐらをかいた鼻にゴツゴツした顔がオコゼという魚にそっくりな、四十代後半とおぼしきおじさんが座っている。

　資材管理部ではお目にかかれないような、迫力のある絵面だ。

「どうも、伊い藤とうっす！」

　巨漢はハンカチで汗を拭ぬぐいながら、愛あい嬌きょうのある笑みを浮かべる。その顔にはハリツヤがあるので、おそらくまだ二十代だろう。

　動物園で言うところの、さしづめカバといったところか。

「佐さ々さ木きです。わからないことがあったら、手取り足取り教えてやるからな」

　オコゼ顔のおじさん、もとい佐々木さんは軽いセクハラのジャブを打つ。

「田母神です。よろしくお願いします」

　私は軽く受け流し、ペコリと頭を下げた。

「デスクを整理する前に、園長のところに行きましょうかね」

　加奈ちゃんと私は、窓際の部長席へと向かう。

「大おお隈くま部長！　ミスパーフェクトです！」

　だから……その呼び方は勘かん弁べんして……。

「おお！　おお！　君が噂うわさの」

　五十代半ばと見受けられる大隈部長はキラキラした目で、私を見る。

　しかし、リーゼントヘアにメタルフレームの眼め鏡がねは、とても堅気には見えない。資材管理部の温厚そうな部長とは全然違う。

「美人じゃないか！　うちのヤツらも喜ぶな！」

　大隈部長はガッハッハと豪快に笑った。

　さすが園長……。迫力満点だ。

「桧ひ山やまには挨あい拶さつしたのか？」

「まだです。離席中だったので」

　加奈ちゃんが代わりに答える。

「ナンパでもしてんのか？」

「そうかもしれませんねえ」

　大隈部長は、再びガハハッと大口を開けて笑う。

「桧山に変なことされたら言えよー？　すぐにお仕置きしてやるからな！」

「あ、はい」

　私は引きつった笑みを浮かべる。

　桧山さん……って誰だろう。

　心に疑問を残しつつも質問する余裕もなく、営業推進グループ各部の部長さんや、仕事で関わるであろう他部署のメンバーに挨拶して回る。

　そのたびに加奈ちゃんが『ミスパーフェクト』を誇らしげに連呼するものだから、口を塞ふさいでやりたくなった。

　ぐったりして営業本部に戻り、これで終わりかと思いきや、今度は松井課長の隣の席まで連れていかれた。

「営業本部営業一課で、私と同じく営業事務を担当されている徳とく永なが美み樹きさんです！」

　加奈ちゃんがはつらつとした様子で、四十歳前後の女性社員を紹介してくれる。

「わからないことはなんでも聞いてね、田母神さん」

　そう言って、美樹さんは柔らかな笑みを浮かべる。

　背の高い華きゃ奢しゃな身体に、ふんわりとパーマがかかったボブヘアがよく似合う、優しそうな人だった。

　左手の薬指にシルバーのリングがキラリと光っているところを見ると、どうやら結婚しているらしい。

「これで五十代から二十代までの女性が揃そろったわね」

　美樹さんは、はしゃぎながら言う。大人の女性の包容力と、少女のような純粋さが入り交じった魅力的な美人だ。

　さすが社内人事で、絶対的権力を誇る営業本部。綺麗どころを押さえてきている。わくわく動物園の見栄えを、少しでもよくしようとしているに違いない。

　一方、私は極めて地味である。黒髪ストレートのロングヘアにナチュラルメイク、といえば聞こえはいいが、化粧っ気はほとんどない。身長も一六五センチあるので、可愛らしい格好はとうの昔に諦あきらめ、手持ちの服もシンプルな物ばかり。

　このわくわく動物園の麗しき女性陣の中に、混在しても大丈夫なものだろうかと不安になってしまう。

「それで、桧山くんは？」

　美樹さんが小首を傾かしげながら尋ねる。

「またどこか、ブラブラほっつき歩いてるんじゃないですか？」

　加奈ちゃんが呆あきれたようにため息をついた。

「あ、戻ってきたみたいよ」

　美樹さんが首をひょこっと伸ばして、私の後ろに視線を向ける。

　振り返ってその先を追うと、スラリと背の高い男性が真剣な表情でこちらに向かって颯さっ爽そうと歩いてきた。

　あれ？　わくわく動物園のメンバーらしからぬ優やさ男おとこだ。

　短く切り揃えられた黒髪に、仕立てのよいブラックスーツがよく似合っている。スラリと通った鼻筋に、仔こ犬いぬのように愛くるしい黒目がちな瞳。小さな顔にひとつひとつのパーツがバランスよく収まっている。

　よかった、優しそうな人がひとりはいて。しかも結構……いや、なかなか、いやいや相当男前だ。

　男性は私たちをスルーして、目の前を通り過ぎる。

　そして巨漢の伊藤さんのデスクの前でピタリと止まると、手に持った書類をぞんざいにデスクへ放り投げた。

「なんすか？　桧山さん」

　伊藤さんは愛嬌満点の顔で、男性を見上げる。

　次の瞬間、男性は思いっ切りデスクの引き出しを蹴飛ばした。

　大きな音に驚いて、私はビシリと固まる。

「おい！　公営住宅建設の進しん捗ちょくが遅れてるって、どういうことだよ！」

　整った眉まゆを吊り上げて、おっかない顔で睨にらみつけると、巨漢が震ふるえ上がった。

「進捗はリアルタイムで報告しろ、って言ってあるだろ!?　それをコソコソ隠いん蔽ぺいしやがって！」

　チ……チンピラ？

　外見とのあまりのギャップに、私は口を半開きにしてハニワのように固まる。

「ちょっと！　桧山さん！」

　加奈ちゃんがすかさず止めに入る。

　私だったら絶対無理。できない。

「また備品をへこませて！　鍵かぎが閉まらなくなったらどうするんですか!?　器物損壊で、管財部に文句言われるのはこっちなんですからね！」

　なんだ……そっちか。

　加奈ちゃんは怯ひるむどころか、鬼軍曹のような顔をしている。

「ご、ごめん」

　その迫力に押されて、桧山と呼ばれた男性は口ごもる。

　その隙すきを突いて、怒鳴られていた伊藤さんはそそくさと鞄に荷物を詰め込む。

「では、外出行ってきまーす」

　そして逃げるようにコソコソ去っていった。

「おい！　ちょっと待て！」

「桧山さん！」

　桧山さんは巨漢のあとを追おうとするが、すかさず加奈ちゃんに呼び止められる。

「なんだよ！」

　桧山さんは鼻の頭に皺しわを寄せて睨みつけるが、加奈ちゃんはどこ吹く風。

「こちら、桧山 暁あつきさんです！」

　鬼軍曹から一転し、加奈ちゃんは笑顔で紹介してくれる。

　私は簡単な自己紹介をすると、「どうぞよろしくお願いします」とモゴモゴ言って、頭を下げた。

　桧山と呼ばれる凶暴な男は、一六五センチの私が見上げるほど背が高い。身長は、おそらく一八〇センチ以上あるだろう。まるで品定めでもするかのように、不ぶ躾しつけに私を見下ろし、そしてひと言。

「美人だけど、痩やせすぎ。全然、胸ないじゃん」

「は？」

　いきなりのセクシャルハラスメントに、私は度肝を抜かれ、目を白黒させる。

「桧山くんは、ぽっちゃりグラマーが好きだもんね」

　そして、美樹さんも咎とがめることなくあっさり流す。

「おう！」

　桧山さんは、子どものように無邪気に笑った。

「今後、田母神さんには、桧山さんのサポートを担当していただくことになるかと思います！」

　加奈ちゃんがハキハキした口調で言う。

　嘘うそでしょ？　このセクハラ男と一緒に仕事をするなんて……。

「よろしくな！」

　桧山さんは満面の笑みを浮かべる。

　あまりのショックに呆然と立ち尽くす私の肩を、桧山さんは「期待してっぞー」なんて陽気に言いながら、バシバシ叩たたく。

　痛くて脱臼するかと思った。




　絶望的な現実に打ちのめされながらも、着任した際に必要な端末の申請書などの書類を記入していると、ドサドサッとデスクの上に分厚いファイルが何冊も積み上げられた。

　次は一体、何事だ……。

　私は無言のまま見上げると、ニコリと笑う桧山さんが立っていた。

「プレゼントフォーユー」

「あの……これは？」

　私は恐る恐る尋ねる。

「業務関連の過去資料。これからもろもろの説明をしたいんだけど、時間ある？」

　私が返事をする前に、桧山さんは近くにあった適当な椅子を引き寄せると、ドカリと私の隣に座った。

　いちいち動きが豪快でビクついてしまう。

「田母神さんには今後、俺個人の、というよりは班全体のサポートをお願いします」

　先ほどまでとは一転、桧山さんの表情から笑みが消える。

　営業本部では売上の目標予算を班に与える場合と、各個人に与える場合があることを説明してくれた。

　営業一課は五つ班があり、そのうち班長桧山が率いる三班の業務サポートを私が担当する。現在メンバーは三名。そのうちひとりは巨漢の伊藤さんなので、今さら挨拶は不要だ。外出してしまったし。

　もうひとりのメンバーを紹介するというので、桧山さんのあとについていくと、彼は部長席の前に座る小柄な男性の前で足を止めた。

「おお！　ミスパーフェクトが三班の担当なのか！」

　男性が身を乗り出して、私の顔をじっと見み据すえる。

　私より二年ほど上の桧山さんより、さらに年上のようだ。推定年齢、四十代前半といったところだろうか。日焼けした肌に堀の深い目鼻立ちが、なんだか木彫りを連想させる。

「小こ日ひ向なたさんだ」

　桧山さんが紹介してくれる。

　ちなみに小日向さんの向かいのデスクが、桧山さんの席らしい。部長から近くて嫌だとぼやいていた。

　私が自己紹介すると、「美人だねえ！　モチベーション上がっちゃうなあ！」と、木彫り顔の小日向さんは人懐っこい笑みを浮かべる。

　明るくていい人そうなので安心したが、「酔うとセクハラをしてくるので気をつけろ」と桧山さんがコッソリ教えてくれた。

　横暴な班長の桧山さん、木彫りの小日向さん、巨漢の伊藤さん。

　私はこれからお世話をするであろう個性豊かな動物たち、もとい班員たちの名前を頭にインプットしていく。

　班員への挨拶が終わり、デスクに戻ると、桧山さんが一枚の名刺を差し出してきた。

「これ」

　表には『桧山 暁』と書かれている。

「表の番号は会社の携帯で、裏はプライベートの携帯。なんかあったら繋つながるほうにかけて」

　裏をひっくり返すと、思いのほか綺麗な文字で電話番号が書かれていた。

「別にプライベート携帯には、仕事以外の用件でかけてくれてもかまわないよ？」

　桧山さんは、天使みたいな可愛らしい笑みを浮かべ、身を屈めて私の顔を覗のぞき込む。

「それはないと思うので、大丈夫です」

　即座に遠慮させていただく。

「気が変わったら、いつでもウェルカムだからさ！」と言って、桧山さんはカラッと笑い飛ばした。

　私は無表情のまま沈黙する。こういう軽薄なノリは正直嫌いだ。

　息苦しいほどの白けた空気が、ふたりの間に流れる。

　すると、桧山さんが「あ！」と声をあげて、わざとらしくもハッとした表情を作る。

「それと田母神さん、来週木曜日の夜って予定ある？　もしかしてデートの予定とか入っちゃってるかな!?」

「……ありませんが」

「だと思った！」

　失礼なことをサラリと言われる。

「営業本部で着任者の歓迎会をする予定だから、スケジュールを空けておいてよ」

「お気遣いいただいて、ありがとうございます」

　私がペコリと頭を下げると、桧山さんは「おう！」と言って満面の笑みを浮かべた。

　四日後――。

　仕事を終えた私は電車を乗り継ぎ、会社から三十分ほどの距離にある自宅の最寄り駅へと到着する。そこから家までは駅前商店街の中を通っており、今日はその一角に佇たたずむスペイン風のバルにふらりと立ち寄った。

「それで、どうなんだ？　新しい部署は」

　カウンターに立つソフトモヒカンの厳いかつい髭ひげ面づらが、シャンパンの入ったグラスを置いた。

　私は顎あごを上げて、冷えたシャンパンをひと口飲む。

「最悪よ」

　くっきりと眉間に皺を作ると、あははーと笑い飛ばされた。

「まあ、飲めよ」

　髭面は、シャンパンをグラスに注ぎ足してくれる。

「ありがと、坂さか田た」

　この髭面、もとい坂田遼りょう平へいとは、かれこれ二十八年の付き合いになる。

　ファーストコンタクトは、春かす日が第だい一いち保育園のたんぽぽ組の時なので、もはや当時の記憶がない。いわゆる幼おさな馴な染じみってやつだ。

　坂田は生まれ育った春日町で親の酒屋を継ぎ、副業として三年前からこの『サカタバル』、通称〝サカバル〟をオープンさせた。

　カウンターとテーブルが数席だけのこぢんまりした店構えだが、木材の家具やブラウンカラーをベースとした内装は小こ洒じゃ落れていて、落ち着いた雰囲気である。酒屋直営のため、コストパフォーマンスもいいので、なかなか流は行やっている様子だ。

　私は人と話したくなると、サカバルにふらりと立ち寄る。

　家に帰っても話す人がいないからね……。

「お疲れ、泉さん」

　キッチンを担当している柴しば田た祐ゆう樹きくんが、クスクス笑いながらお通しのピンチョスを出してくれる。

「ありがとう、祐樹くん」

　ツルピチなお肌に、くっきり二ふた重えの大きな目。背が高く、手足が長い抜群のスタイルに、流行りの無造作ヘアがよく似合っている。聞くところによれば齢よわい二十六だとか。

　ああ……癒いやされるわ。

　このバルに来るもうひとつの目当ては、彼の笑顔だったりする。

「お前、俺の時と態度違いすぎるだろ」

　厳つい坂田がすかさずツッコんでくるが「そうかしら」と、さりげなくかわす。

　坂田はとっくの昔に、二十代前半で結婚して、現在、男児ふたりのパパである。

　酒屋もバルも立派に切り盛りしていて、いつまでも独身で仕事もイケていない私とは大違い。

　そこまで考えると、ぶはぁ、と盛大なため息が出た。

「ため息なんてついちゃって、会社で何かありました？」

　祐樹くんは、くるりとした目を好奇心で光らせる。

「パワハラに遭いました……」

　私はふと、今日の出来事に思いを巡らせる――。




　着任早々、私は持ち前の勤勉さでグングン業務を吸収中である。

　ランチを終えたあと、業務マニュアルを読みながら、慣れない見積もり作成業務に取り組んでいると、突然数枚の書類がヒラヒラ舞い落ちてきて、パソコンのキーボードの上に散らばった。

　驚いて見上げると、班長桧山が無表情のまま立っていた。

『明日、地主さんのとこに賃貸マンションの事業計画を提案しに行くからさ、工事実績作っといて』

『は？』

　その横柄な物言いに、私は思いっ切り眉根を寄せて聞き返す。

『〝は？〟じゃないでしょ？　田母神さん、仕事なんだからさ』

　桧山さんは、ニッコリと凄すご味みのある笑顔を向けてくる。

　着任初日に、デスクの引き出しを蹴飛ばしていた凶暴な姿が脳裏をよぎり、背筋がゾクリとする。

　ニコニコ愛あい想そを振りまいてきたかと思うと、突然とんでもなく凶暴になるのだから、この男は扱いづらいことこの上ない。

『でも私、工事実績なんて作ったことありません』

『この間、過去資料を渡したじゃん。あれ見たら、大体どんなもんかわかるだろ』

　わかるだろ……なんて簡単に言ってくれちゃって。

『あれだけではわかりません。マニュアルはありませんか？』

『あるわけないじゃん』

　桧山さんはケロリと言ってのける。

『忙しいことはわかっています。だけど、業務を丸投げするのなら、マニュアルくらい作っておいたらどうですか？』

　桧山さんは生意気にも言い返す私に、イラ立ったように眉根を寄せる。

『マニュアルなんてしゃら臭い！　うちの部はなぁ、口頭継承なんだよ！』

　そして、まさかの逆ギレ。

『なんだそれ！　伝統芸能か！』

　横柄な物言いにカッとなり、胸の内が思わず口をついて出ると、向かいに座る巨漢の伊藤さんがブハッと吹き出した。桧山さんがギン！と睨みつけると、伊藤さんは口元を押さえて下を向く。

『とにかく作ってみて。事業計画案の資料はこれ』

　キーボードの上に散らばった書類を指差す。

『持っていく前にチェックするから、明日の十時までにメールしておいて』

『……わかりました』

　私はうつむいたままボソリと返事をする。

『ミスパーフェクトのお手並み拝見だな』

　桧山さんは、ニヤリと意地の悪い笑みを浮かべる。

　クソ……。

　私はデスクに置いた手を、ギュッと握りしめる。

『じゃ、よろしくー』と気楽に言うと、桧山さんは小日向さんの向かいにある自分のデスクへと戻り、涼しい顔でパソコンに向かう。

　とりあえず過去資料を見てみよう。不明な点は誰かに教えてもらえばいい、桧山さん以外の誰かに。

　ファイルを開いて眺めてみると、工事実績とは、我が社がどんな工事をしてきたかを記載して、『こんな工事が得意ですよ！』とアピールする書面のようだ。

　大まかな作成要領を美樹さんに聞いて、パワーポイントで作成してみる。

　今回は川かわ崎さき市の住宅地に建設する分譲マンションの提案なので、過去の類似した実績を資料から拾い集めていく。

　なんとかかたちにまとめて桧山さんのパソコンに送りつけてやったのは、定時を四時間も過ぎた午後九時頃だった。




「着任早々、暴君に無茶ぶりされて！　飲まないとやってらんないわよ！」

　私はギュッと眉根を寄せて、グラスに残ったシャンパンを一気に飲み干す。

「祐樹くん、おかわり！」

　空いたグラスを傾けると、祐樹くんは美しい所作でフルートグラスにシャンパンを注ぐ。ちょっぴり増量して。

「でも、俺としては感謝。だって暴君が仕事を無茶ぶりしてくれたから、泉さんは今日、店に来てくれたんでしょ？」

　祐樹くんは口角を上げて、ニコリと可愛らしい笑みを浮かべる。

「ひどい……私が苦しんでるのに」

　なぁんて、口では言いつつも、耳触りのよい祐樹くんの営業トークに少しだけいい気持ちになる。頑張った自分に、ちょっとしたご褒ほう美びをもらった気分。

「これから、どんどん無茶ぶりされればいいのに」

　小悪魔のような祐樹くんのセリフに、私はハッと目を見張る。

「そしたら私、倒れちゃう」

「なら、俺が看病します。つきっきりで」

「勘弁してよ……」

　渋い顔をする私を見て、祐樹くんはクスクス笑う。

　私たちのやり取りに、坂田は呆れ顔だ。

　頭の片隅で、ベッドに伏せる私のそばで、献身的に看病する祐樹くんの姿を思い浮かべてみる。

　それも悪くないかな、なんて思ってしまう私がいる。

　サカバルで軽く飲んだあと、ほろ酔いのふわふわした足取りで自宅マンションへ帰宅する。

　中に入り電気をつけると、１Ｋの部屋の床には脱ぎっぱなしの衣類や使ったままの化粧品、送られてきたダイレクトメールが散乱している。

　窓際に置かれたベッドの布ふ団とんはめくれ上がったままで、起きた時の形状を保っている。その前に置かれたガラスのローテーブルには、ビールの空き缶が置きっぱなし。キッチンのシンクには洗い物がたまっている。

　朝出ていったままの荒れた部屋に、思わずため息が出た。

　両親は三年前、父の定年を期に、長年住んでいた東京から、ふたりの故郷である茨城県に帰った。

　現在、父の実家から幾ばくかの土地をもらって畑を耕し、農家の真似事をしている。

　私は職場が東京なので地元に残り、それを機にワンルームマンションで独り暮らしを始めた。

　余談だが、引越しの際には両親から『絶対マンションは買うな』とキツく言われている。

　男っ気のない娘が、ますます縁遠くなることを心配しているようだ。

　シャワーを浴びて、着古したロングＴシャツとくたびれたスウェットに着替える。さらに邪魔な前髪をヘアクリップでとめて、コンタクトを外して眼鏡にチェンジした。

　まだ微妙に飲み足りなかったので、冷蔵庫から缶ビールを取り出すと、人をダメにするビーズクッションにドカリと腰を下ろし、テレビをつける。缶ビールのプルタブを開けると、炭酸の抜ける音がした。

「ふいー」

　ビールを飲んでひと息つく。ふと、脇に置かれた姿見に映った自分と目が合う。干物女子を通り越し、おっさん女子だ。

　実は私、〝超〟がつくほどだらしない。ちなみに血液型も大ざっぱと言われがちなＯ型だ。こんな生活を送っているので、マンションを買わなくても縁遠くなる一方だ。

　しかし、家でぐうたらしているのは、仕事で神経を使っている反動だ、と自分に言い聞かせている。

　これがミスパーフェクトの実態とは、お粗末なもんだな。うちの母に会社での呼び名を知られたら、失笑されるだろう。こんな姿、絶対会社の人には見せられないな。

　私は苦笑いを浮かべ、缶に残ったビールを一気に飲み干した。




　翌日。

　桧山さんが、ふらりと私の席に立ち寄る。

「いいんじゃないの？」

「主語が抜けていて、なんのことだかわかりません」

　私の生意気な態度に、桧山さんは眉根を寄せる。

「送ってくれた工事実績、いいんじゃないの？」

　眉間に皺を寄せながらも、律儀に言い直してくれた。

「それは何よりです」

　私はニコリともせずに、すげなく返す。

「それとさ、マニュアルは必要だと思ったら、自分で作れば？」

「もう作ってあります」

　私は作成したマニュアルを、ドヤ顔でデスクの上にバサリと広げる。しかもフロー図付きだ。

「さすがだな……」と呟つぶやき、目を大きく見開く桧山さんを見て、私はフンと鼻で笑ってやる。

「とりあえず助かった。さんきゅー」

　彼はそう言って、「はい」と、デスクの上にカラフルなキャンディーが入った袋を置いて、去っていった。

　もしかして……お礼のつもりかな。

　こんな子ども騙だまし、と思いつつも、どこか胸の奥で嬉しく思う自分がいる。

　早速、ひとつ食べてみようかな。

　受け取った袋を手に取り、裏を返して見ると、賞味期限が切れていた。しかも半年前に。

「クッソ……」

　迂う闊かつにも、桧山さんを見直しそうになったことが悔やまれる。

　やっぱりあの男は最低だ。










猫の皮を被ったトラ




　本日は木曜日。

　会社近くの居酒屋で、営業本部の方々に歓迎会を開催していただいている。人数も三十名ほどいるので、座敷の席をすべて貸し切りにしているようだ。

「ビールで大丈夫？」

　左隣に座る松井課長が声をかけてくれる。

「これ飲んだら焼しょう酎ちゅうをいただくので、大丈夫です」

「今日は泉ちゃんの歓迎会だからさ、好きなの飲んで」

　松井課長はニッコリ笑う。

「ひどいな、俺のことはお忘れですか？」

　私の右隣に座る五十嵐いがらしさんが、すかさずツッコんでくる。

　彼は私と同じく十月一日付けで、同じ営業推進グループの営業企画部から営業本部へと異動となった。今回の着任者は、私と五十嵐さんの二名のみである。

　涼しげな一ひと重えの目とスラリと高い鼻筋に、精せい悍かんな印象を受ける。その横顔は大人の男性の色香が漂い、とっても素敵。

　私のふたつ年上で、桧山さんの同期というのだから驚きだ。けれども、その左手薬指には、キラリと光るシルバーリングがはめられているのが口惜しい。

　こんな素敵な人が独身なわけないよね。

　私は大ジョッキを両手で持ち上げ、グビッと飲む。

「田母神さん、お酒飲めるの？」

　五十嵐さんがコソッと耳元で囁ささやくと、爽さわやかなコロンがふんわり香って、ドキッとしてしまった。

「嗜たしなむ程度ですが……」

　嘘だ。実はかなりイケる口だ。しかし、かわいこぶってみたりした。

「無理しないほうがいいよ。ソフトドリンクもあるからさ」

　五十嵐さんはニコリと微ほほ笑えみ、ドリンクメニューを手渡してくれた。

「ありがとう――」

『ございます』と言いかけたが、上から手が伸びてきて、ひょいっとメニューをかすめ取っていった。

　見上げると、メニューを奪った桧山さんが「すいませーん！」とデッカい声で店員さんを呼び止める。

「日本酒四合、持ってきてください！　ぬる燗かんで！」

「桧山……まさか、またあれをやるの？」

　桧山さんのオーダーに、松井課長が目を細めて呆れたような表情を浮かべる。

「もちろんです。営業本部の伝統芸能ですから。まぁ女子の田母神くんには絶対に、無理だと思うから、カシスオレンジでも飲んどけよ」

　桧山さんは小バカにしたようにフンと鼻で笑い、メニューを突き返してきた。

　なんなんだ……この人。ものすごく感じが悪い。

「それでは、恒例行事を始めまーす！」

　オーダーしたぬる燗が運ばれてくると、桧山さんはトレイを店員さんから受け取り、上座へ移動しながら意気揚々と大声を張り上げる。

「おお！　やんのか!?」

　おっさんたちがウキウキしだして、会場がにわかに活気づいてくる。

「今回着任した僕の同期、五十嵐くんが挑戦します！」

　桧山さんのひと言で会場から歓声があがった。

　一体何が始まるんだろう。

「ささ、五十嵐くん！　こちらへどーぞ！」

　桧山さんにデッカい声で呼びつけられると、五十嵐さんは諦めたようにため息をつき、立ち上がって上座のほうへと向かう。

「メンツが足んねーなぁ。おい！　伊藤！　小こ原はら！　こっち来い！」

　桧山さんに呼び出され、班員の巨漢である伊藤さんと、いかにも体育会系出身といった身体のデカい若者が、のっそり立ち上がる。前に出てくると、五十嵐さんの横に並んだ。

「あと一名は、五十嵐くんが指名してくださーい」

「そんなの、お前に決まってんだろ？　言いだしっぺ」

　五十嵐さんが不機嫌そうに返すと、桧山さんが「あ、やっぱり？」と言って、ヘラリと笑う。

　各自にぬる燗が入った徳とっ利くりが、一本ずつ配られた。

「ルールはいつもと同じ。一気に飲み干したら、徳利を頭の上で逆さにしてください」

　ああ……なんだ、日本酒の一気飲み対決か。一芸披ひ露ろうでもするのかと思った。

　それにしても、営業本部の学生ノリには呆れてしまう。

「あれ？　今回着任したのは、五十嵐だけじゃないだろ！」

　どこかのおじさんからヤジが飛ぶと、一斉に私のほうへ周囲の視線が集まる。

「無理ですよ！　女には！」

　しかし桧山さんは、即座に否定する。

　度重なる女性軽視の発言を受けて、私は無言のまま立ち上がると、上座のほうへと移動する。

「ちょうだい」と言って、私は小原と呼ばれていた大柄な若者から日本酒の入った徳利を受け取った。

　五十嵐さんも背が高いので、大型動物たちと横一線に並ぶと、女性にしては背が高い一六五センチの私でも小柄に見えてしまう。

　桧山さんは目を丸くして、こちらをじっと見つめていた。

「おいおいおい、大丈夫かよ？　ミスパーフェクト！　目ぇ回してぶっ倒れても、知らねーぞ！」

　私を冷やかすヤジが飛ぶと、一斉に笑いが起きる。

「無理に決まってんだろ!?　やめろよ！」

　桧山さんが私の手から徳利を取り上げようと手を伸ばすが、私はひらりとかわす。

「もしかして桧山さん、女に負けるのが怖いんですか？」

　私は口の片端を上げ、挑発的な笑みを浮かべながら言う。

「生意気言うねぇ、田母神くんは」

　私たちのかけ合いを見て、会場のボルテージは一気に上がる。

「では、松井課長、スタートの合図を」

　私の参加を渋々受け入れた桧山さんに指名されて、松井課長が気の進まない様子で上座に出てくる。

「私が飲むから」

　すれ違いざまに、コソリと耳打ちされた。

「いえ、歓迎会なので頑張ります。無理だったらフォローをお願いします」

　松井さんは浮かない顔で頷いた。やっぱり優しい人だ。

「スタート！」

　合図と同時に、私はグビグビッと徳利の日本酒を飲み干した。

　うーん、あんまり美お味いしくない。こりゃ安い普通酒だな。

　私が空になった徳利を頭に乗っけると、場内から喝かっ采さいを浴びた。

　何事かと辺りをキョロキョロ見回すと、競争相手のほか三人はまだ飲み終わっていない。

　どうやら私が一番のようだ。

　二番が桧山さん、三番が五十嵐さん、そのあとに巨漢の伊藤さんが続く。

「田母神っ……早っ！」

　桧山さんは、大きな目をさらに大きく見開いている。

「口ほどにもないですね、桧山さん」

　逆さまにした徳利を頭に載っけたまま、私はフンと鼻を鳴らし、勝者の笑みを浮かべる。

　これくらい言ってやる権利はある、はず。なんてったって一番なんだから。

「おい、桧山！　気合いが足りてないんじゃねえかぁ!?」

　大隈部長の怒号が飛ぶ。

「えええ？」

　桧山さんは、思いっ切り眉間に皺を寄せた。

「そーだ！　気合いが足りてねえから、女子に負けたんだ！」

　大隈部長の取り巻きであるおじさまたちも一斉に声をあげだし、会場内に松井コールが沸き起こる。

　な、何が始まるんだろう。

　またもや不安に駆られていると、桧山さんが渋々松井さんのほうへ向き直った。

　松井さんは歓声に応えながら、桧山さんの目の前まで歩み寄っていく。

「元気ですかーっ!?」

　そして、突然大声を張り上げると、桧山さんの横っ面を張り倒した。

　ええ……なにこれ……？

　私の疑問をよそに、桧山さんは小さな顔を両手で抱え、畳たたみにゴロリと倒れ込む。

　それと同時に、会場内が歓声で沸き立った。

「な、な、なははははは！」

　私は思わず声をあげて笑う。

　人が痛がる姿を見て、大笑いするような嗜し虐ぎゃく性が自分にあるとは意外な発見だった。

　宴もたけなわになると、おじさまたちもすっかり酔いどれている。

　下へ手たにお酌しゃくをして回ると、セクハラを受けるということだったので、加奈ちゃんと美樹さんと三人で隅っこに固まって座り、ガールズトークに花を咲かせる。

「泉さんって、メッチャクチャお酒飲めるんですね」

　隣に座る加奈ちゃんが、マジマジと言う。

「ほんの嗜む程度よ」

　ビールの大ジョッキを持ち上げて、グイッとひと口飲んだ。

「またまたご謙けん遜そんを。桧山さんを返り討ちにしちゃって」

　反対側に座った美樹さんが、おじさまたちと戯たわむれている桧山さんへ視線を向けながら言う。

「でもね、桧山くんって素行は悪いけど、個人の営業成績が二年連続でトップなんだよぉ」

「え！　そうなんですか!?」

　信じられず、思わず聞き返してしまった。

　あの暴君に営業職が務まること自体驚きなのに、さらにトップだなんてアンビリーバボー。

「そのうえ独身だし外そと面づらがいいから、よその部署の女子からはすっごく人気があるみたい。営業グループの王子さまなんだから」

　美樹さんが言うと「その実態はとんでもない暴君ですけれどね。知らぬが仏ですよ」と呟いて、加奈ちゃんはカシスオレンジを舐なめるようにチビリと口に含む。今年二十七歳になる彼女は、桧山さんよりも年下だからか、いろいろと無茶ぶりをされるらしい。

「それに、天使みたいな顔して鬼畜ですから、桧山さんは。泉さんも気をつけてくださいね」

　加奈ちゃんが冷たく言い放つ。

「私は大丈夫」

「本当ですか？　うっかり『イケメン』とか思っちゃったんじゃないっすか？」

　加奈ちゃんは、あっさり言ってのける私に疑いの眼まな差ざしを向ける。

　そりゃ確かにそうだけど、そこからの下げ幅が半端ない。

「私、声が大きい人は嫌いなの」

「なるほど」

　加奈ちゃんはもっともらしく大きく頷く。どうやらご納得いただけたようだ。

　そうこうしているうちに、賑やかな送別会が終わり、大隈部長は取り巻きたちと五十嵐さんを連れて、夜の街へと消えていった。

　松井さんも結構いい気分になったらしく「あとは若い者同士で」と言って、美樹さんと一緒に帰っていった。

　加奈ちゃんもいつの間にか消えている。バッグがないので、帰ったに違いない。

　私も帰ろうと隅に置かれた荷物を取りに行こうとすると、柔らかな物体に足を引っかけてつまずきそうになる。

　ハッとして足元に視線を向けると、畳の上で猫のように丸くなって眠っている桧山さんだった。

　どうするんだ……これ。

　そう思いつつも、か弱い女子の私ではどうすることもできないので、コッソリ置いて帰ろうとすると、店長らしき気のよさそうな中年の男性とバチッと目が合った。

「適当に転がしておいてもらって、かまいませんので」

　私はホホッと愛想笑いを浮かべて、逃げようとする。

　……が、しかしそうは問屋が卸さない。

「そうもいきません。当店でもこの方は持てあまします。お持ち帰りいただけますか？」

　引きつった笑みを浮かべながら辺りを見回すが、皆あっという間に姿をくらませている。お座敷に残ったのは私だけだった。

「ご協力感謝いたします」

　逃げ遅れた私に、店長は同情の眼差しを向けてきた。

　選択の余地なく、桧山さんのテイクアウト係になってしまったようだ。




「桧山……さん！　しっかりしてください！」

　長身の桧山さんが、だらりと力なく私の肩に寄りかかっている。

　腰に手を回して引きずりながら、私は店から死体と化した桧山さんを連れ出す。

　なんなんだ……こいつは。酔ってはしゃいで潰つぶれて。こんなに人に迷惑をかけるなんて、どんだけヤンチャなんだ。

　ズルズルと引きずりながらなんとか通りに出て、タクシーを拾う。

　後部座席のドアが開いた瞬間に、桧山さんを押し込んだ。

「どちらまで？」

　タクシー運転手さんに尋ねられて、私はハッとする。

　桧山さんって、どこに住んでるんだろう。

「ちょっと！　いい加減、起きなさいよ！」

　力任せにゆさゆさと身体を揺すってみるけど、桧山さんは可愛い顔でスヤスヤと健すこやかな寝息をたてて眠っている。

　どうしよう。全然起きない……。

　しかも着任して間もないので、営業一課のメンバーの連絡先は、誰ひとりとしてわからない。

　あ、でも桧山さんのプライベート番号は知ってるんだっけ。……って、おい！　酔い潰れてる張本人だし。

　なあんて寒いひとりツッコミを頭の中で繰り広げる。不測の事態に直面し、パニックに陥っている。

「で、どうすんの？　お客さん」

　運転手さんに訝いぶかしげな視線を向けられて、ゴクリと生唾を飲み込んだ。




　タクシーは見慣れた四階建ての、白いマンションの前で停まる。

　お金を払って、意識のない死体のような桧山さんを後部座席から引きずり出した。子泣きジジイが覆い被さっているかのように、肩にずっしりと重みを感じる。

　ああ……このまま近所のゴミステーションに捨てておきたい。

　しかし、明日は資源ゴミの日だったことを思い出し、断念する。

　エントランスですれ違った、若い女性がギョッとした表情で振り返ったので、バツの悪さにうつむく。

　桧山さんを引きずりながら、エレベーターに乗り込んだ。

　エレベーターの正面に備えつけられた鏡に映る姿を見て、ため息が出る。

　傍はたから見れば、男を酔わせて部屋に連れ込もうとする痴ち女じょだ。桧山さんの寝顔が可愛いからなおさら。

　三階でエレベーターが停まると、肩にのしかかってくる桧山さんをなんとか運びながら、自分の部屋に到着する。

　ドアを開け、明かりをつける。

　１Ｋの部屋は、生活に必要最低限の物しか置いておらず質素なインテリアだ。相変わらず、床には洋服や化粧品、郵便物やらが散乱している。

　桧山さんからスーツの上着を引っぺがし、ゴロリとベッドに転がすと、着替えもせずにその場に膝ひざから崩れ落ちた。

　着任して早々、歓迎会で部屋に男を連れ込むとはな……。しかもイケメン……見た目だけ。

　散らかった部屋で健やかに眠る桧山さんは、なんだか異質の存在だ。

　人生、何が起こるかわからない。だけど、パニックに陥る余裕もないほど、私は疲れ果てている。気力を振り絞ってシャワーを浴びに行く。




　さっぱりして部屋に戻ると、ほんのりお酒の香りがして気が滅入った。荒れた部屋をイケメンに見られるわけにはいかないので、床に散らばっている衣料品や書類をひとまとめにして、クローゼットに突っ込んだ。

　テーブルの上に積み上げられたビールの空き缶を片づけると、いつもよりは部屋がスッキリした気がする。

　なんか、もう、これでいいや……。とにかく眠りたい。

「うーん……」

　そこで気力は尽きた。桧山さんがすでに寝ているものの、気にする余裕もなく、濡れた髪のまま半ば気を失うように、ベッドに倒れ込んだ。




　明け方。

　首筋にチクリとした感覚があり、くすぐったくてふと目を覚ます。身をよじって逃れようとするが、温かい何かが身体に絡みつき、私は身動きできないままでいる。

　重い瞼まぶたを開けると、カーテンの向こうはうっすら白み始めている。

　もう……朝か……。

「う……ん」

　まるで誰かに抱きしめられているようで、心地良くてベッドから抜け出しがたい。

　布団の中でもぞもぞ動いていると、頭を撫でられているような、頰ほおずりされているような、感触がした。

　なんか……すごく気持ちいい。

　夢の中に再び吸い込まれそうになると、けたたましい音が鳴り響く。

　慌てて枕元にあるスマホを手繰り寄せ、アラームを止めた。

　六時か……。ゴロリと寝返りを打つと、可愛い寝顔がすぐ間近にあった。

　あれ……ええと……この人は……。

　寝ぼけた頭で、昨夜の記憶をなんとか掘り起こす。

　この人は、鬼畜の桧山！

　一気に覚醒してベッドから出ようとするが、長い腕が身体に絡みついて起き上がれない。私は腕の中でジタバタあがく。

「あの、ちょっと！　桧山さん！　起きてください!!」

　必死の呼びかけで、桧山さんは瞼をゆっくりと持ち上げる。しかしながら、大きな目はとろんとしていて焦点が定まっていない。

　改めて間近で見ても、その顔立ちは整っている。

　うーん、やっぱり素敵……ではなくて。

「しっかりしてよ！　もう！」

「ああ、ごめん……途中で寝ちゃった」

　何を思ったのか、寝ぼけたまま桧山さんは、突然私を組み敷くとそのまま唇くちびるを塞ぐ。

　なんてことだ。この男の思考回路を誰か教えてくれ……。

　この想定外の事態に、動どう悸きが一気に激しくなり、寝起きの頭がついていかない。呆あっ気けに取られているうちに、歯列を割られ、スルリと舌が差し入れられる。

　衝撃的な展開に私はカチリと固まった。咄とっ嗟さに身をよじって逃げようとしたけど、全身に桧山さんの体重がかかり身動きが取れない。

　抵抗しなければ……と思っていても、繰り返される巧みなキスに、理性が絡め取られていく。

　柔らかな舌が口内をゆっくり侵していくと、身体が次第に熱を帯びる。

　気づけば、桧山さんの背中にしっかり手を回し、自らも深く口づけていた。

　それを肯定の意思表示と取ったのか、流れるような仕し草ぐさで大きな手のひらが太ももを這はう。

　緩々のスウェットに手がかけられた瞬間、彼方かなたにぶっ飛んでいた私の理性が、高速で戻ってきた。

　私は……何をうっとりしてるんだ……この人は会社の人……。

　閉じていた瞼をカッと開く。

　ダメ！　絶対!!

　不意打ちで太ふと腿ももに蹴りを入れると、桧山さんはベッドから落ちてゴロリと床に転がった。

　火事場のバカ力ってやつだろうか。

「いって……」

　桧山さんは腰をさすりながら、のろのろと上半身を起こす。

「何すんのよ！　変態!!」

　私は大きく肩で息をする。

　桧山さんは床に座り込んだまま、ポカンとした表情で私を見つめて、ボソッとひと言「ごめん、間違えた」と呟いた。




　午前八時五十五分。

　私は資材管理部にいた頃から、朝は早く来ていたので、いつもは八時過ぎには出社しているが、今日は始業時間の九時に遅れそうになり、慌ててオフィスへ駆け込んだ。

「あら泉さん、今日はゆっくりですね。二日酔いですか？」

　隣の加奈ちゃんが、大きな瞳で私の顔を覗き込む。飲み会の翌日も抜かりなくキラキラ女子だ。

「うん、ちょっと飲みすぎちゃったみたい」

　椅子に座り、私は大きく息を吐く。

「泉さんは昨日、帰れました？」

　加奈ちゃんのセリフに、鼓こ動どうが大きく跳ねる。

「うん。ほどほどのところで切り上げたから、大丈夫だったよ」

　動揺をポーカーフェイスでひた隠す。

「桧山さん、絶対二日酔いですよね」

　加奈ちゃんは行く先を記載するホワイトボードに、視線を向けて言う。

『桧山』の欄は赤字で『直行』になっていた。

　一旦タクシーで自宅に戻って、着替えてから出社するって言ってたっけ。

「こういう時、営業って便利ですよね」

　加奈ちゃんはため息交じりに言う。

　やっぱりあんなヤツ、店の外にでも転がしておくのが正解だったんだ。

　今朝起きた一連の騒動が、頭をよぎる。




『ごめん、間違えた』

　桧山さんは大きな目をさらに大きく見開いて、呆然と私を見つめている。

『誰とだよ!?』

　反射的に聞き返す。しかもタメ口で。

『どっかでナンパされて、お持ち帰りした女』

　史上最悪な回答に、私は枕を投げつけた。

　……が、しかし、桧山さんは顔面にぶつかる寸前でキャッチ。

　お見事な反射神経すら、今は腹立たしい。

『いい歳して、まだそんなことしてるんですか!?　呆れる！　引く！』

『しょーがないじゃん。来る者拒むなんて男の恥だからな』

　頬をポリポリかきながら、桧山さんはシレッと言ってのける。

『節操ないことに対して、イチ社会人として恥じてください！』

　私はムキになって言い返す。

『でもさー、この状況じゃあ、田母神さんだって人のこと言えないと思うけど。お上品そうに見えて、家に男を連れ込むなんて意外とだいたーん。そういうの嫌いじゃないけど』

　そう言って、桧山さんは無邪気な笑みを浮かべる。

〝殺〟という文字が頭をよぎった。私は怒りと羞恥で耳まで真っ赤になる。

『バカ言わないでください！　桧山さんが酔い潰れたから、泊めてあげたんじゃないですか!!』

　ここに至るまで、どれっほど！大変な経緯があったかを一気にまくし立てる。

　桧山さんはまるで他ひ人と事ごとのように、それをポケッと聞いていた。そしてひと言。

『財布に免許証入ってたけど。それ見れば、住所わかったんじゃない？』

　私はハッと目を見開いた。

『なるほど！　頭いいですね』

　膝をポンと叩きたくなるほどの名案だ。しかし、それを今さら知ったところで意味がないとすぐさま思い直す。

『また同じシチュエーションになった時には、そうしてみます。絶対ない、と思いますけど』

　私は鼻の頭に皺を寄せて、負け犬の遠とお吠ぼえのごとく言い返す。

『田母神さんって、プライベートでは意外と天然なんだね』

　……天然？　私が大っ嫌いな言葉だ。天然なんてもんは、大抵天然なんかじゃなく、計算尽くしのうえで演じられていることが多い。

　私は鼻の頭に皺を寄せたまま、黙り込む。

『しかも結構、部屋が散らかってんのな。なんか意外だわ』

　桧山さんが窓辺にかかった洗濯物に、チラリと視線を向ける。

　ド派手なパープルのランジェリーが干しっぱなしだ。

　装着すると、自然で美しいバストラインになるデザインに惚ほれ込んで、買おうと思ったんだけれど、私のサイズでは黒やベージュの無難な色が在庫切れだったので、仕方なくその色にしただけです！

　……と、言い訳したいところだけど、そんな場合じゃねえ。

　私は慌ててベッドから飛び出すと、洗濯物を窓辺から外し、すぐさましまい込もうとクローゼットを開ける。

　その瞬間、クローゼットに押し込めていた衣料品やら何やらが、雪崩なだれのように崩れ落ちてきた。

『うわ、壮絶……』

　あまりの荒んだ光景に、わくわく動物園の桧山さんですら目を丸くしている。

　終わった……おっさん女子生活がバレた。途方に暮れて、散らかった床の上にペタリと座り込む。

『あ……あの、いつもはもっと綺麗なんです……今週は、た、たまたま体調が悪くて』

　バツの悪さに、涙目でどもりながら言い訳する。

　着古したロングＴシャツとダルダルのスウェット姿で、そんなこといったって説得力ゼロ。

　桧山さんはノソリと立ち上がり、よろよろ歩いてきて私のそばにしゃがみ込む。

『どうせドン引きしてるんでしょ。会社ではスカしてるくせに、部屋の掃除すらまともにできないだらしない女だって』

　そうまくし立てる私の顔を桧山さんは無言のまま、じっと見つめている。

『何よ……なんか言いなさいよ』

　何も言わずに、桧山さんはちっちゃな顔を傾けると、唇にチュッと短いキスをした。

『朝食は味み噌そ汁しるが食べたいな』

　そして、屈託のない笑顔を浮かべる。

　……は？　味噌汁？

　私は口から魂が抜け出したかのごとく、固まった。

　ヤツは図々しくも、朝食までうちで食べていった。




　私の朝食はトーストなのに、桧山さんが執拗に味噌汁を飲みたがったので、作らされるハメになった。

　皺くちゃのＹシャツに寝ね癖ぐせ頭で、満足そうに私が作った豆腐の味噌汁を啜すすっているその姿が、またメチャクチャ可愛かったっていうね。母性本能をガッツリ鷲わしづかみされてしまった。

　だからって、一度どころか二度も！　キスされるとは……！

　自分の甘さと、桧山さんの軽薄さにイラ立って、デスクの上の書類をすべて床にぶちまけたくなる。

　が、『突然キレだすヒステリックな年増』という悪い噂が立ちそうなので、衝動をグッとこらえた。




　午前中は、加奈ちゃんの総務業務を私もできるようにするため、説明を受ける。

「泉さん、申し訳ないんですけど、通勤経路の確認書が人事部から送られてきたので、皆さんに配っていただいていいですか？」

「了解」

　動き回るのに髪の毛が邪魔だったので、後ろで束ねてバナナクリップでとめた。

　そんなに多くないので、ささっと配り終わると、出張経費の支払い依頼書を経理部へ持っていく。

　自分の席に戻っても、加奈ちゃんはまだほかの業務が終わっていないようだった。

　その間に引き継ぎ事項を忘れないようマニュアルを作っておこうと、パソコンに向かった。

「確認書の配布、ありがとうございました」

　一段落ついたのか、加奈ちゃんが声をかけてきた。

「あれ……泉さん」

　私を見た加奈ちゃんはギョッとした表情を浮かべ、そのまま固まる。

「どうかした？」

「あの……泉さん、髪の毛下ろしておいたほうがいいんじゃないですか？」

　加奈ちゃんのキラキラ女子らしいアドバイスに、思わず頬が緩む。

「いいのよー。髪型なんてどうだって」

　今さらそんなことを気にする歳でもない。

　しかし加奈ちゃんは顔を強こわ張ばらせたまま、椅子ごと私のそばまで近づいてくる。

「あの……うなじ」

　言いづらそうに眉根を寄せて、コソッと耳元で囁いた。

　私は加奈ちゃんが何を言いたいのかわからず、首を傾げる。

「泉さん、キスマーク……ついてます。デッカいの」

　本日、二度目の抜け殻状態。

　加奈ちゃんはそのまま何も言わずに、自分のデスクに戻っていった。

　大人の気遣いをされて、なんだかいたたまれない。

『泉さぁん！　彼氏いたんですねえ！』なんて無邪気にツッコんでくれれば、『違うってー！　今日コテで髪を巻こうとしたら、火やけ傷どしちゃってー、超最悪！』という言い訳のひとつもできるのに。

　それはそれで、無理があるか……。

　私は無言のまま、そっとバナナクリップを外した。




　午後十二時。

　ランチは数少ない同期の柳やな井い真ま奈なと一緒に、会社近くのカフェに行く。

「わくわく動物園の調子はどう？」

　真奈は、タンドリーチキンをナイフで切りながら尋ねる。

　艶やかなダークブラウンのボブヘアに大きな瞳。じっと見つめられると、女同士でもドキドキしてしまう。

「……超最悪」

　お通夜のように意気消沈している私を見て、真奈は「何があったの？」と、整った眉をひそめる。

　昨晩の桧山さんの介護から始まり、デッカいキスマークをつけたままイキイキと仕事をした経緯を、一気にまくし立てる。

　一体、キスマークなんていつのまに？　……そういえば、寝起きに首筋がチクチクしたような気がするけど……まさかあの時!?

　ため息をつく私を見て、真奈は爆笑した。

「見せて見せて！」と面白がりながら立ち上がって、私の背後に回り込む。

　黒いロングヘアを指先でサラリとかき分けると、「ついてるー！　超！　べったり！」と再び大爆笑された。

　スマートフォンで撮ってもらった写真を見ると、直径三センチほどの赤い痣あざがうなじにくっきり刻まれていた。

　それを見た瞬間、泡を吹いて卒倒しそうになる。これを営業本部の人に見られたかと思うと、もうわくわく動物園に戻れる気がしない。

「営業本部で、すっごく素敵な人いるよね。背が高くて目がパッチリしてる人。もしかして、その人が桧山さん？」

「ああ……」と言って、私は表情を曇くもらせる。

「多分そう」

　私は眉根を寄せながら、トマトのラグーソースリゾットをチビリと口に含む。

「いいじゃなーい！　泉！」と言って、真奈は大きな瞳をキラキラ輝かせる。

「よくないよ！　完全なセクハラだよ!?　ビッチな噂が立って、お……お、お嫁に行けないよ！」

　私は取り乱し、涙目で抗議する。

「じゃあ、責任取ってお嫁にもらってもらったら？　桧山さんに」

　真奈は事もなげに言ってのけると、バゲットをちぎって口に放り込む。

「冗談じゃない！　あんな軽い男！　絶対やだ！　やだやだやだ！　私は自分だけを想ってくれる、一途な人と結婚するんだからぁ!!」

　興奮してカフェで大声を出したもんだから、周囲の視線が一斉に私に集中する。

　きっとこの店には当分来られないだろう。

「まったく。外面はすましてるくせに、中身はいつまで経っても夢見る乙女だねぇ、泉は」

　真奈は完全に取り乱す私を見て、小さくため息をつく。

「私が独身だったら、桧山さんみたいにキュートで仕事もデキる優良物件には、即行アプローチするけどね」

　その左手薬指には、シンプルなシルバーリングがはめられている。

　真奈は総合職で、現在、海外事業推進部に所属している。

　旦那さまも某一流商社にお勤めで、誰もがうらやむほどのエリート夫婦。子どもがいない共稼ぎなので、近々、品しな川がわの一等地にマンションを購入する予定とか。

　そんな公私ともにリア充まっしぐらの真奈と、公私ともにパッとしない一般職の私は、なぜか新入社員研修ですっかり意気投合した。

　それ以来、約八年間交流が続き、今や内気な私が心を開ける数少ない友人のひとりなのだから、人生って不思議だ。

「私は別に、パートナーにハイスペックは求めてないよ。一緒にいて安らげて楽しくて、ともに歩んでいけるような分相応な相手でいいの。真面目に仕事さえしてくれていれば、そんな多くの稼ぎがなくたっていいと思ってるわけよ」

「桧山さん、ちゃんと仕事してるじゃん」

「真奈、聞いてた？　私は、安らげる相手がいいって言ってんのよ？　そこ肝心よ!?」

　唾がかからんばかりの勢いで言うと、真奈は嫌そうに顔をしかめた。

「泉、いつから彼氏いないんだっけ？」

「八年前」

　真奈は、口に含んだお冷を吹き出しそうになった。

　遥か彼方の大昔、学生時代ずっと付き合っていた彼氏がいたけど、就職を機になんとなく疎遠になり、向こうに新しい彼女ができて別れた。

　それ以来、恋愛らしきこととは縁遠くなっている。

　彼に裏切られて失恋したショックで……とか全くそんなことはないんだけど、無ぶ精しょう者もので自ら積極的に活動するわけではなく、ただ待っているだけ。そんな私に、もちろん運命の出会いなどが訪れるはずもなく、変化のない単調な日々を送ってきた結果、今日に至る。

「桧山さんが嫌とか言ってる場合？」

　呆れ顔で真奈に指摘され、私はウッと言葉に詰まる。

「百歩譲って私がよかったとしても、桧山さんは私のことなんて嫌だと思うんだよね。地味だし」

「何言ってんのよ！　ミスパーフェクト！」

「真奈まで、そのあだ名で呼ばないで……」

　私がじっとりと恨みがましい視線を向けると、真奈はクスリと微笑んだ。

「田い舎なかから上京した私が新入社員研修で泉を見た時、そりゃ衝撃を受けたもんよ。涼しげな目元をしたロングヘアの美人さんが、サラリとベージュのトレンチコートを着こなして。『こいが東京のおなごか！』って感じだった」

　方言を交じえて力説する真奈に、「何よそれ」と言って、私は目元を綻ほころばせた。

「だけど、口を開くと案外シャイで、そのギャップに私はすっかりやられたわ」

　真奈はニヒッといたずらっぽい笑みを浮かべる。

「泉は自分で思っているより、魅力的だよ」

　リア充の真奈にそんなお言葉をいただけるとは。思わず拝みたくなる。

「でも桧山さん、私の部屋見てびっくりしてた」

「……あれ見ちゃったかー」と言って、真奈は視線を逸そらす。

　独身時代、飲み会の帰りに終電がなくなった時など、真奈は何度か私の部屋に泊まったことがある。初めて来た時は、目を見開いて絶句してたっけ。

「それに桧山さんって、ぽっちゃりグラマーが好きみたいなんだよね」

　真奈は即座に、私の胸元に視線を向ける。

「……ちょっと難しいかもしれないね」

　そして失礼なくらいあっさりと引く。

　思い出話を持ち出してまで、私の魅力をあんなに熱く語っていたのはなんだったのだろうかと思うくらい。デキる女は、勝率の低い案件は深追いしないのだろう。

「いいと思ったんだけどなー」とブツブツ言いながら、真奈は再びタンドリーチキンに手をつけ始めた。




　ランチが終わると、重い足を引きずりながら、わくわく動物園へと戻る。フロアに一歩足を踏み入れると、飛び交う怒号と慌ただしい雰囲気にうんざりする。席に着き、午前中に受けた引き継ぎをマニュアルにまとめる。

「おはよう！　いずみん」

　馴れ馴れしい呼び方に険しい顔で振り向くと、爽やかな笑顔満載で桧山さんが出社してきた。シングルボタンの黒いトレンチコートをサラリと着こなし、今日もはつらつとしたイケメンだ。

「おはようございます。もう午後ですけどね」

　対照的に、私は生気のない顔で挨拶する。

　この軽薄な輩やからのせいで、地味な生活を送る私が意外とお盛んに見られたかと思うと、腸はらわたが煮えくり返りそうになる。

「あれ？　どうした？　怖い顔して」

　誰のせいだ！　誰の！　……と言いたいところだけど、「別に普通です」とひと言返す。

「私のことは無視ですかぁ？」

　加奈ちゃんが上目遣いで見上げ、可愛らしく小首を傾げる。

「嫉しっ妬とか？　ニッシーも可愛いぞ」

　桧山さんは、天使のような笑みをニッコリと浮かべる。

「そう思うなら、北海道出張の支払い依頼書をとっとと出してもらえませんかねえ」

　一転して加奈ちゃんの目つきが鋭くなり、声にもドスが利いている。

「ああ……えーと……うん」

　桧山さんは生返事をしながら、コソコソと自分の席へ立ち去っていった。

　桧山さんをあっさりと退散させてしまうとは。

「加奈ちゃんは強いね。オコジョのようだよ」

「なんですか？　それ」

『可愛いけど、意外と凶暴なイタチ科の動物』と言ったら怒るだろうから、アルカイックスマイルでかわした。




　午後七時。

「ふぅ……」

　残務処理が一段落し、時計に目をやると、思わずため息が出た。

　窓の外に目をやると、美しい夜景が広がり、遠くに柔らかなオレンジ色の東京タワーが見える。

　会社が絶景スポットってのは、なんだか皮肉だな。

　再びパソコン画面に視線を戻すと、目が霞かすんでショボショボした。ひと息入れようと、眉間を揉もみながら席を立つ。

　向かった先は給湯室だ。棚から自分のマグカップを取り出し、お湯を注いでティーバッグを浸す。ふんわりとカモミールの香りが広がった。

　ハーブティーなんてしゃら臭いと思っていたけど、ここのところストレスフルな日が続き、身体が癒しを欲するようになってきた。

　行ぎょう儀ぎが悪いけど、立ったままひと口飲み、小さく息を吐く。なんだか無性に祐樹くんの可愛い笑顔が見たくなった。

　そろそろサカバルに顔出そうかな。

　なんて考えながらハーブティーを味わっていると、入口に人影が差す。

「おう、いずみん」

　今一番会いたくない男が、ひょっこり顔を出した。

　鼻の頭に思いっ切り皺を寄せ、手に持っていたマグカップをシンクの上に置くと、反射的に身がまえる。

「また怖い顔しちゃって」

　桧山さんはニヤニヤしながら、近づいてきた。

「これつけたの、桧山さんですよね!?」

　私は髪をかき上げ、首の後ろにあるキスマークを指して、食くってかかる。

「そうだっけ？」

　桧山さんは、キョトンとした表情で首を傾げる。つけた張本人は全く自覚がないようだ。

「こ、こここ……」

　頭に血が上って、咄嗟に言葉が出ない。

「ニワトリ？」

　桧山さんは不思議そうに、見つめてくる。

「このせいで！　私がどんな思いをしたと思ってんのよ！」

　私は怒りで顔を真っ赤にし、桧山さんのスーツの上着をつかんで詰め寄る。

「こんなんあるって知らなかったから、うっかり髪の毛を上げて、イキイキ仕事しちゃったじゃない！　部の人たちに『飲み会のあと、男に会いに行くなんて意外とお盛んだな、田母神さんは』なんて思われたに違いない！　絶対そうに違いない！」

「ひとまず落ち着きましょう、田母神さん」

　桧山さんは私の肩に手を添えて、紳士的に振る舞う。

「誰のせいだと思ってんのよぉ！」

　私がシャウトした直後、人の気配を感じた。

　私たちが同時に振り向くと、給湯室の入口に、大隈部長が幽霊でも見たような表情で立ちすくんでいる。

　スーツの襟元をつかむ私、肩に手を置く桧山さん。そして、ふたりの距離はかなり近い。前後のやり取りを知らなければ、抱き合う寸前に見えなくも……ない。

　固まる私たちの脇を通り抜け、部長は手に持った空き缶を専用のゴミ箱に捨てる。

「……お邪魔しました」

　ボソリとひと言呟き、大隈部長はデカい体躯を縮めて、コソコソと給湯室をあとにする。

　私たちは、呆然とその後ろ姿を見送った。




「最悪です」

　手酌で瓶びんビールをグラスにドクドクと注ぐ。今日一日で、何度このセリフを言ったことか……。

「いずみん、女性が手酌をすると、行き遅れるらしいよ」

「もう行き遅れてるので、問題ありません……」

「まーね」と呟き、桧山さんは否定することなく清流のごとくサラリと流す。

　結局あのあと、大隈部長に弁解する機会もなかったので、きっと誤解されたままだろう。

　お詫わびと一宿一飯の恩義を兼ねて、桧山さんが夕飯をごちそうしてくれることになった。

　連れてきてくれたのは、会社からふた駅ほど離れた、どこにでもあるような街の中華料理屋さんで、こぢんまりとした店内は会社帰りのサラリーマンで混み合っていた。

　テーブル席はなかなか空きそうもなかったので、私と桧山さんはカウンターに並んで座った。

「下手に誤解を解こうとすると、かえって怪しまれるもんなんだよ。こういうのは曖あい昧まいにしておいて、皆が忘れるのをコッソリ待つのが上策だ。言うだろ？　人の噂も七十五日って」

　桧山さんは気楽に言ってのけると、ひと口で餃ぎょう子ざをパクリと食べる。

「そういうものなんでしょうか」

　私はバンバンジーを箸はしでつまむ。

「凶暴で横暴な桧山さんとお付き合いしているなんて、根も葉もない噂が七十五日も続いたら、私の身がもちません」

「営業推進グループでナンバー１のイケメンを捕まえて、失礼だな」

　自分で言うか？　普通。非難がましい視線を向け、私はグラスに残ったビールをグビッと飲み干す。

「桧山さんだって嫌じゃないですか？　関係ない私と噂になったら」

「俺は大丈夫。そういうキャラだし」

　桧山さんは、なんの不安も戸と惑まどいもなく言う。

　でも、なんか妙に納得。

「私が桧山さんにもてあそばれてた感じで、噂は収束するんでしょうね」

　私が再び手酌でビールを注ごうとすると、桧山さんは瓶を私の手からスルリとかすめ取る。

　一瞬手が触れ合って、思わずドキリとしてしまった。

「それか、噂を本当にしちゃう？」

　そして、そのまま私のグラスにビールを注ぐ。

「それは本気でお付き合いする、ということでしょうか？」

「うん、そう」と言って、桧山さんは小首を傾げ、魅惑的な笑みを浮かべる。

　なんだこれ……もんのすごくドキドキする。中身を知っていても、危うくときめきかけてしまう。

　しかし、動揺を悟られないよう「遠慮しておきます」と、すまして言う。

「五年前なら、桧山さんとお付き合いして振り回されるのも、刺激的でいいかもしれません。しかし、私は今年三十なので、結婚への発展性がないお付き合いをしている場合じゃありません」

「発展するかもしれないじゃん。いずみん次第だよ？」

「手て練れん手て管くだに長たけていないので、桧山さんをその気にさせるのは難しいと思いますよ」

「やってみないと、わからないじゃん」

　桧山さんは頬杖をつき、大きな瞳で私の顔をじっと見つめる。

　……これはいわゆる口く説どかれている、という状況なのだろうか。

　しかし、恋愛経験値低めな私が、名うてのプレイボーイである桧山さんを結婚する気にさせなければいけない。

　なんか……面倒だな、それ。そもそも私は、桧山さんのことなんて好きじゃない。カッコいいとは思うけどね。

　だったら、結婚願望のある誠実な人を探したほうが、いいのではないだろうか。

「いいえ、結構です。どうもありがとうございます」

　私はペコリと一礼し、丁重にお断りさせていただいた。

「堅い！　守りが堅いなー！　さすがミスパーフェクト！　部屋はきったないけどな！」

　最後のひと言は、完全に余計だ。

　桧山さんは気にとめる様子もなく、陽気にヘラヘラ笑いながら私のグラスにビールをドクドクと注ぎ足す。

「ま、気が変わったら言って。いつでもウェルカムだからさ」

　そして、ニッコリ人懐っこい笑みを浮かべる。

　まったく、この人はどこまでが本気で、どこまでが冗談なのかわからない。

　私は小さくため息をつき、気を紛らわせようとビールを呷あおった。










果敢に攻めるアライグマ




　わくわく動物園の朝は早い。なぜなら園長の出社が早いからだ。体育会系縦社会の営業本部では、加奈ちゃんをはじめとする女性社員以外は、八時出社が暗黙のルールとなっている。

　私は今朝も早めに出社していたので、二日酔いの死んだ目をしたおじさまたちに、紙コップに入れたコーヒーを配る。

「……戦場で傷ついた戦士を癒す、ナイチンゲールかと思ったよ」

　オコゼのような顔をした佐々木さんが、潤うるんだ瞳で見上げる。

「大げさですね」

　私は苦笑いを浮かべる。

　コーヒーを配り終えると、行き先が記載されたホワイトボードを見て、担当動物の動向をチェックする。

　班長の桧山さんは、直行。昨日は接待だったに違いない。

　巨漢の伊藤さんは、昨日から福岡出張だ。就業中に、パソコンで福岡のグルメを検索していたのを思い出して、ちょっとイラッとする。

　木彫りの小日向さんは、何も行き先が記載されていなかった。

　あれ……まだ出社してないけど、どうしたんだろう。今日は朝イチで営業会議があるはずなのに。

　始業前に電話が鳴り、胸騒ぎがする。

「ありがとうございます。美嶋建設、営業本部、田母神です」

『ああ、いずみん？　小日向だけど』

　受話器の向こうから、いつもよりテンション低めな木彫りの声が聞こえてきた。

「おはようございます。小日向さん、今日はどうされました？」

『実は……小日向家が全滅した』

　木彫りの声が一気に沈んだ。

　話を聞くところによると、一昨日おととい、嫁と娘ふたりが外食した際に食べた、鮮魚のカルパッチョがあたって、小日向さん以外の家族が全員ダウンしているらしい。

　おそらくウィルス性の感染ではないか、と小日向さんは踏んでいる。

『家族を看病するから、今日は有給を取ろうと思う』

　……それは結構なんですが。

「今日の営業会議は、どうされるつもりですか？」

　小日向さんはしばし沈黙する。きっと忘れていたに違いない。

『桧山に、代理で出席してもらうよ』

「今日は直行です」

『じゃあ、伊藤！』

「福岡に出張中です。松井課長も、伊藤さんに同行して不在です」

　先手を打って話すと、小日向さんは再び沈黙する。

「たもが――」

「嫌です」

　最後まで言う前に、お断りする。

『頼む……いずみん……今日出社すれば、俺は家族から追放される』

「無理ですよ」

　私は思いっ切り眉根を寄せる。小日向さんには見えていないけど。

『資料の数字をそのまま読み上げて、あとはわかりませぇん、確認しまぁす！　でいいからさ！』

「ええ、でも」と私は口ごもる。

　人前で発表なんてほとんどしたことがないので、資料を読み上げることすら不安だ。

『うちの家族は高熱と嘔おう吐と、下げ痢り、腹痛で苦しんでいるんだ！　この状況を一家の主あるじとして放っておけない！』

　確かにそれは気の毒だ。きっと奥さまも娘さんたちも、苦しんでいるに違いない。

「ほ、本当に資料を読み上げるだけで、なんとかなるんですか？」

　逡しゅん巡じゅんしたあとに、私は重い口を開く。

『いずみん！　やってくれるのか!?』

　だって……やるしかないじゃない。そのほかに選択肢があるなら教えてほしい。

　ひとまず、営業会議用に小日向さんが作成しておいた資料の格納場所を聞いて、共有フォルダから探し当てる。

『各自の案件の進捗状況と着地見込みについて、音読しとけばオッケーだからさ！』

「わ、わかりました」

　小日向さんは私の気が変わらないうちに、そそくさと電話を切った。

　なんだかたまらなく不安になってきた。桧山さんに早めに出社できないか確認しようと、携帯に何度も連絡してみるが繋がらない。

【小日向さんが本日、ご家族の体調不良でお休みになりました。代わりに営業会議に出席できませんか？】というメールをひとまず送ってみたものの、返信はなかった。

　刻一刻と、営業会議の時間が迫ってくる。

　腕時計に目を落とすと、八時五十五分を指しており、あと五分で会議が開催される。

「桧山さんから連絡ありました？」

　出社してきた加奈ちゃんが、心配そうに眉根を寄せる。

　しばらく離席するかもしれないので、一切の事情は話してある。私は無言のまま首を横に振った。

　結局、桧山さんからはなんの連絡もないまま。

「まったく、困った木彫りですね」

　加奈ちゃんはイラ立たしげに言う。

　私がコッソリ『木彫り』と呼んでいるうちに、女子の中ではこのあだ名がすっかり定着してしまった。

「ひとまず、代理で出席するよ。桧山さんから連絡があったら、伝えておいて」

「わかりました」

　加奈ちゃんは力強く頷いた。

　コピーした資料を小脇に抱え、鉛のように重い足を引きずりながら、十七階にあるフロア会議室へと向かう。

　本当に大丈夫かな……。

　会議室へ足を一歩踏み入れた瞬間、私は息を呑のむ。

　強こわ面もてのおじさまたちが、テーブルをズラリと取り囲んでいた。

　前には園長をはじめとする、営業推進グループの部長の面々が並んで座っている。グループ担当を兼任している常務の姿もあった。

　おじさまたちの『なんでこの女性社員がこんなところにいるんだ』と言わんばかりの、訝しげな視線を感じながらなんとか資料をひと通り配り終えると、目立たぬよう息を殺し、空いていた一番端っこの席にひっそりと腰かける。

「定刻となりましたので、営業会議を始めます！」

　営業企画部の課長が司会進行を務め、営業会議は幕を開ける。

「まずは支店統括第一部！　北海道東北地域の進捗状況を報告願います」

「はい」

　マスクをした小柄な男性が、立ち上がる。

「札さっ幌ぽろ営業所が担当しております駅直結の商業施設、タワーステーション改修プロジェクトについて……」

「何言ってるか、全然聞こえねーよ！　もっとデッカい声でしゃべってくれや！」

　発表の最中に大きい声でヤジられて、小柄な男性は慌ててマスクを外した。

　……嘘でしょ。この空気で『わかりませぇん！』って通用するのか……？

　緊張感が漂い、空気がピンと張りつめている。

　私はゴクリと生唾を飲み込んだ。

「次！　支店統括第四部、発表をお願いします」

　営業企画課長は、着々と会議を進めていく。

　どうしよう……次は営業本部だ。

　不安げに辺りをキョロキョロ見回すと、離れたはす向かいに、桧山さんの同期である五十嵐さんの姿を発見する。

　ああ、やっぱり素敵……優しそうだし。動物園の中にいると、一段と輝いて見える。

　向こうも私に気がついたようで、目が合うと心配そうに眉根を寄せて、コックリ頷いた。

　五十嵐さんは第三課所属だけど、何かあればフォローしてくれるかも……なんて甘い期待が胸に宿る。

「次！　営業本部、第一課！」

「は、はい！」

　心臓が飛び出しそうなほど、大きく脈打った。

　私が立ち上がった瞬間、一斉に視線が集まる。

　前に座る大隈園長は、興味深そうにニヤッと笑った。

「営業本部、第一課の進捗状況を説明します！」

　私は腹から声を振り絞る。

「おい！　営業一課はどうなってんだよ！　担当者はどうした!?　お使い寄越してどういうつもりだ！」

　支店統括部の髪の薄いおじさんが早速ヤジッてきた。小柄だが凶暴そうな風貌が、子泣きジジイを彷ほう彿ふつとさせる。

　なんで私がここにいるのか、こっちが聞きたいくらいです!!

　……などとは言えない代わりに、至極冷ややかな視線で一いち瞥べつする。

「あいにく！　担当者は出払っていますので、代わってご説明させていただきます！」

　気を取り直し、コホンと小さく咳せき払いする。

　大丈夫、落ち着け私。班員たちの行動は、大体把握している。

「現在、品川区の公営住宅の建て替えにつきましては、工事の進行が当初の予定より一ヵ月ほど押しています」

「遅れた場合の当社損失は!?」

　大隈部長から質問されて、私は慌てて資料に目を落とす。

「人件費、設備費込みで約一億」

「一億って簡単に言うけど、姉ちゃんのポケットマネーで払ってくれんのか!?」

　子泣きジジイが冷やかすように言うと、ゲラゲラと笑いが起こる。

「払えませんね。私は一般職の薄給なので」

「そんな余計な金、会社にだって払う余裕はねぇだろ！」

　子泣きジジイが噛かみついてきた。

「ですから！　現在調整中です！」

　私はキッと睨みつけて、指を二本立てる。

「納期が遅れる要因はふたつあります。まずひとつ目は資材運搬用クレーンの不足。当社保有のクレーンは出払っているため、リース会社または他社より貸し出しができないか、現在機械部で調整中です」

「もうひとつの要因は？」

　ティラノサウルスみたいな顔のおじさんが、続きを促す。

「建て直しによる賃料の値上げに同意しない一部住民が、立ち退のきせずに残っており、その説得に区と当社が当たっています」

「いつまでに決着がつくのか、メドは立ってんのか？」

　ティラノサウルスがさらに詰めてくる。

「それが、難航しておりまして……」

　住民への説明については、桧山さんが対応しているはずだ。だけど、どこまで進んでいるかまでは把握していない。そもそも、ちゃんと動いているのかすら疑わしい。

「説得できませーん、で一億をドブに捨てるわけにはいかねぇなあ」

　子泣きジジイも、イラ立たしげにテーブルをペンでコツコツと叩く。

「が、頑張って説得します」

　私はややトーンダウンする。

「頑張ってどうにかなる問題か!?」

　ティラノサウルスが、ごもっともなツッコミを入れる。

　ああ……どうしよう。

『わかりませぇん！　確認しまぁす！』

　目を潤ませながらこのセリフを言う時が来たか。これ以上、何を言っても怒られるなら同じことだ。私は腹をくくる。

「申し訳ございません。そちらにつきましては次回までに――」と、言いかけた時に、ガチャッと会議室のドアが開いた。

「すいませーん、遅れました」

　気が抜けるほどライトな感じで、桧山さんがひょっこり姿を現した。

「おい、桧山！　どういうつもりだ!?」

　司会進行の営業企画課長が、目を吊り上げて怒鳴りつける。

「朝イチで品川区公営住宅の住民対応のため、現場に直行しておりました。遅れて申し訳ありません」

　桧山さんは頭を下げ、私のところまで歩いてくると「貸して」と言って、手からひょいっと資料をさらう。私が手短かに状況を報告すると、桧山さんはコクリと頷いた。

「ありがとう。あとはどうにかする」

　コソリと小声で言って、桧山さんは前に向き直る。

「うちのか弱い女子をいじめないでくださいよ。怯おびえて、雨の中の子猫のように震えてるじゃないですか！」

「ええ!?　全然、そんな感じには見えなかったぞ」

　子泣きジジイが素で言い返す。

「木き村むらさんは顔が怖いんですよ！　ミスパーフェクトが資材管理部に帰っちゃったら、木村さんのせいですからね」

「俺より大隈部長の顔のほうが怖いだろう!?」

　……確かに。

　会議室に笑いが起きて、張りつめた空気が一気に緩んだ。

「では、代わって進捗をご報告いたします」

　今までヘラヘラしていた桧山さんの表情が、一瞬で引き締まる。

「品川区公営住宅の住民対応につきましては、今朝方、決着がつきました」

　どうやら、それで現場に直行していたみたい。二日酔いでサボッていたわけじゃなかったらしい。

「和解金を支払ったのか？」

　大隈部長が尋ねる。

「区のほうから、少し支払ったようです」

「当社持ち出しは？」

「ゼロです」

　桧山さんがキッパリ言い切ると、納得したように大隈部長は大きく頷く。

「魔法でも使ったか？」

「誠心誠意、住民側の話に耳を傾け、真しん摯しな態度で説得した結果です」

　大隈さんの問いに、桧山さんはすました顔でシレッと答えた。

　絶対嘘だ。何か裏で手を回したに違いない。

「ここから、工期の遅れを一気に取り戻していく見込みです。来週、また追って経過を報告いたします。ほかにご質問は？」

　会議室はシンと静まり返る。あれだけ騒いでいたおじさんたちも、どうやら納得したようだ。

「以上です」

　発表を終えた桧山さんは、何事もなかったかのように涼しい顔で、隣の席に腰を下ろす。

　突然現れて、ぐうの音も出ない報告をさらっとしてくれちゃって。

　その凛り々りしい横顔を、横目でチラリと盗み見る。

　頼もしい、なんて迂闊にも思ってしまったことは、胸の内に秘めておこう。




　営業会議が終わったあと、本社一階に併設されたチェーン展開されているコーヒーショップで、桧山さんとひと息入れる。

　営業会議のディープインパクトのあとでは、すぐに気分を切り替えられないので、ちょうどいい。

「木彫りを火にくべるか」

　桧山さんは、紙コップに入ったブレンドコーヒーをひと口飲む。

「小日向さんにも、家庭の事情があったんです」

　しかも、私が小日向さんを陰で『木彫り』って呼んでいるのを、なんで知っているんだろう。

　私は苦々しい気持ちで、カフェラテをひと口飲む。

「でも公営住宅の住民を、どうやって説得したんですか？　何ヵ月かかっても、絶対立ち退きしなかったのに」

「説得には、油圧ショベルとブルドーザーを同行させた」

　白いヘルメットを被り、黄色い建設機材を背後に引き連れて、悪魔の笑みを浮かべる桧山さんが瞬時に頭に浮かぶ。

「それって……脅しじゃないですか？　訴えられません？」

　私は眉をひそめる。

「なんでだ？　こっちは正式な工事許可をもらってんだぞ？」

「それは…そうなんですけど」

　微み塵じんの後ろめたさもなさそうに、桧山さんが言ってのけるので、私はごにょごにょと口ごもる。

　やっぱり正攻法ではなく、力技で解決したようだ。

「お疲れ」

　不意に声をかけられて振り向くと、桧山さんの同期である五十嵐さんがコーヒーカップを片手に、こちらへ歩いてきた。

「ご一緒していいかな」

　ニコリと微笑みかけられて、思わず頬が赤くなる。

「どうぞ」と言うと、五十嵐さんは私の隣に腰を下ろす。

「おい！　なんで勝手に座ってんだよ！」

　桧山さんは不満げに言う。

「田母神さんに許可は得た。ねえ？」

　同意を求められて、私はコクコク頷く。

「もしかして田母神さんとふたりでいるところを、邪魔されたくなかった？」

　五十嵐さんは、冷やかすような笑みをニヤリと浮かべる。

「五十嵐、それは俺に対してのセクハラだぞ？　まったく男女問わずにセクハラばっかりして、お前は節操のない男だなあ」

　だからお前がそれを言うな。

　しかし、五十嵐さんは気にとめるどころか、おかしそうにクスクス笑う。

「【田母神さんが営業会議に出ている】ってメールしたら、血相変えて飛んできたから、ついね。変に勘繰ってしまったよ」

　五十嵐さんはまだ笑いが収まらないのか、口元を歪ゆがめる。

「ち、違う！　たまたま早く終わっただけだ」

　桧山さんは否定するものの、その頬はほのかに赤い。

「へえ、お前がそんな仕事熱心だとは知らなかった」

　五十嵐さんは目を細めて、薄く微笑んだ。

　桧山さん……駆けつけてくれたんだ。

　思わず胸がジンとしてしまった。




　コーヒーを飲み終えると、五十嵐さんはそのまま次の会議へ直行する。

　私と桧山さんはわくわく動物園へと戻るべく、エレベーターに乗り込んだ。ほかに誰も乗っていない今が、お礼を言うチャンスだ。

「あの……」

　思い切って声をかけると、桧山さんはこちらを振り向く。

「今日はありがとうございました。助かりました」

「こちらこそありがとう。助かった」

　桧山さんは目元を柔らかく綻ばせ、私の頭をクシャッと撫なでる。

　何よ……小娘扱いして。

　なんて心の中で毒づきながらも、桧山さんの大きくて温かい手は、張りつめていた私の気持ちをひどく安心させた。

「実は……かなり緊張していました」

　思わず本音がポロッと出る。おじさんたちに吊るし上げられて、声が震えそうになるのを必死に我が慢まんしていた。

「木村さんに噛みついたらしいな」

　桧山さんは私の頭を撫でながら、クスッとおかしそうに笑う。

『木村さん』とは子泣きジジイ似のおっさんのことらしい。

「これで田母神も、立派な動物園の一員だな」

　桧山さんは、口元を緩めながら言う。

　どうしよう。全然嬉しくない。

「田母神はさしづめ、アライグマだな」

「ま、まさかのラスカル……？」

「愛くるしいけどアライグマって、メチャクチャ気性が荒いらしいぞ。ちなみにラスカルって、〝ならず者〟っていう意味なんだって」

　桧山さんはドヤ顔で言う。私が鼻の頭に思いっ切り皺を寄せると、桧山さんは「アライグマっぽいな！　その顔」と言って、声をあげて笑う。

　こうして『ラスカル』という、不名誉な称号をいただいた。

　これで、立派な動物園の仲間入りである。




　営業会議をつつがなく切り抜けて……といっても、桧山さんのおかげだけど、午後は外出に同行することになった。

『仕事が残っているから』とやんわり拒否したものの、桧山さんに通用するわけもなく、半ば強引に連れ出されるハメになったのだ。

　トレンチコートを羽織り、桧山さんと社屋を出る。木枯らしが顔に吹きつけ、その冷たさに思わず目をつぶった。

　十一月も半ばになると、街に冬の気配が漂い始めている。

「お昼はどこで食べる？」

　桧山さんは寒さなんか気にもとめず、ご機嫌な様子だ。

　外出がてら、ランチは外で食べることになった。

「適当に、ラーメンでも食べますか」

「本当にお前は安い女だな」

　私の回答に、桧山さんは同情の眼差しを向ける。

「こういう時は『うなぎ食べたぁい！　桧山さんの奢おごりなら』とか可愛くおねだりしてもいいんだぞ？　営業会議では頑張ったんだから」

「今は、うなぎの気分じゃありません」

「あっそ」と桧山さんは呆れたように目を細める。

　不器用な自分が嫌になる。加奈ちゃんみたいに可愛かったら、おねだりもできるかもしれないけど、私は男の人にどうやって甘えていいかわからない。

「行くぞ」と声をかけられ、前を歩く背筋のピンと伸びた後ろ姿を、私は慌てて追いかけた。




　桧山さんが連れてきてくれたのは、東京駅から有ゆう楽らく町ちょう方面に五分ほど歩いた、商業施設内にあるイタリアンレストランだった。

　本日、訪問予定の営業先は、店から徒歩十五分ほどのところにあるため、近すぎず遠からず、ちょうどよい距離だ。

　店内のインテリアは白を基調としており、広々としてスタイリッシュな雰囲気。天井も高く、一面がガラス張りになっているので、明るく開放感がある。

　私たちは傍から見れば一応男女という組み合わせなので、無駄にムードがある窓際の席へと通された。

「桧山さんがこんな小洒落たお店を選ぶなんて、なんか意外です」

　メニューを開きながら、ボソリと呟いた。

「そうか？」

　桧山さんは、さして気にもとめない様子で言う。

　てっきり居酒屋のワンコインランチにでも、連れていかれるかと思っていた。そういうのも嫌いじゃないけど。

　私は『鶏もも肉のローストバルサミコソース添え』とやらを、桧山さんは『渡り蟹がにのトマトクリームパスタ』を、それぞれぞれオーダーする。

「女性ウケしそうなお店ですよね」

　私は辺りを見回しながら言う。桧山さんはこういう店に、女性と一緒に来ているのだろうか……などと邪推してしまう。

「姉がいて、時々ディナーに付き合わされるんだ」

　桧山さんは苦笑いを浮かべる。

「お姉さんがいるんですね。それも意外です」

　なんて言いながらも、心のどこかでホッとしている私がいる。

　……なんでだ？　桧山さんが誰とどこに行ったって、私には関係ないことなのに。

「桧山さんは、お姉さんとふたり姉し弟ていですか？」

　自分の言い知れぬ感情に戸惑い、ごまかすように質問する。

「いや、姉との間に兄もいるから、三兄きょう弟だいだな」

　末っ子だというところは、なんか妙に納得。

　ちなみに会計は、いつもお姉さんが払ってくれるそうだ。総合職でそこそこ稼ぎのある桧山さんが奢ってもらっているなんて、桧山姉はきっと高給取りのキャリアウーマンか、有ゆう閑かんマダムに違いない。

「ふたりで食事に行くなんて、仲がよくてうらやましいです。私はひとりっ子なので」

「俺はひとりっ子のほうがうらやましいけどな。何かと比べられなくて済すむし」

　桧山さんは窓の外に目を向けながら、自じ嘲ちょうぎみに笑う。

「お兄さんとお姉さんは、優秀なんですか？」

「父親からすれば、兄は優秀。姉はまあまあ優秀。俺は落ちこぼれ」

　桧山さんはおどけたように言うと、肩をすくめる。兄姉の自慢話……にしては、浮かない顔だ。

　一見すると、悩み事とは縁遠そうに見える桧山さん。

　しかしながら、優秀な兄姉を持ったが故に、本人しか知り得ないコンプレックスなんかがあるのだろうか。私からすれば、天性の愛嬌と美貌に要領のよさを兼ね備えた桧山さんは、決して落ちこぼれなんかじゃないと思うけど。

「私からすれば、桧山さんは超優秀です。なんてったって我が部のエースですからね」

　私のセリフに、桧山さんはハッと目を見開く。鼻で笑って『当然だろ』くらい言うかと思ったんだけど、素で驚いているリアクションになんだかバツが悪くなる。

　出すぎたことを言ってしまったか。

　私は顔を赤くしてうつむく。

「お待たせしました」

　そこへ、タイミングよく料理が運ばれてきた。

「わぁ、美味しそう」

　なんて言って、微妙な空気を切り替えようとする。

　オーダーした鶏もも肉のローストは、ナイフを入れると、ホロリと崩れるほど柔らかい。

　ひと口食べると、バルサミコソースとの相性も抜群で、思わず口元が緩んでしまう。

　桧山さんはパスタをフォークに巻きつけて、上品に口へと運ぶ。男性のわりには、とても綺麗な食べ方だ。

　パスタとか、思いっ切り啜っちゃいそうなキャラなのに。豪快なところはあるけれど、育ちは悪くないのかもしれない。

　あまりにマジマジと見つめていたもんだから、桧山さんがふと顔を上げた拍ひょう子しに、バッチリ目が合ってしまった。

　見とれていたことをごまかすように、私は慌てて視線を逸らす。

「はい」

　突然、パスタが巻かれたフォークを口元に差し出される。

　反射的に口を開けると、桧山さんはそのまま食べさせてくれた。

　渡り蟹の旨味が凝縮されたトマトクリームソースが、タリオリーニによく絡んでいて、とても美味しい。

「美味しいかい？　ラスカル」

　……だけど、相変わらず人をバカにしている。

　どうやら、桧山さんは私がパスタを凝視していたと勘違いしたようだ。

　そんなに、もの欲しそうな顔をしていたのだろうか。

「俺にも、鶏もも肉をひと口ちょうだい」

「どうぞ」と言ってお皿を差し出すと、桧山さんは不満げに目を細める。

「なんだよ、それ。相変わらず空気読めねぇな。食べさせてもらったなら、食べさせてあげるのが、人としてのマナーなんじゃないのか!?　そもそも、たもが――」

　文句を言ってうるさいので、鶏もも肉を口に押し込んで黙らせた。

「美味しい？」

　私は、ここ一番の可か憐れんな笑みを浮かべる。

　桧山さんだって男だ。女子に笑顔を向けられて、悪い気はしないだろう。彼は口元を押さえながら鶏もも肉を咀そ嚼しゃくし、ほのかに頬を染めてコックリと頷いた。

　積極的で攻め手の桧山さん。だけど攻められるのは苦手らしい。




　食事のあとは、腹ごなしに本日の営業先である某官庁まで、徒歩で向かう。オフィス街を通り抜けて皇居の回りをぐるりと囲むように走っている内堀通りに出ると、お堀に沿って歩いていく。

　風は強いけど、よく晴れていて、お堀の向こうに見える緑がとても綺麗だ。

　この辺りは有名なランニングコースになっているらしく、途中で走っている人を何人も見かけた。

「なんだかデートみたいだな！　手とか繋いじゃう？」

　桧山さんは嬉しそうに、ニコニコ笑っている。

「業務中です」

　私はピシャリとお断りする。

　まったく、この人は仕事をなんだと思っているんだろう。

　しばらく歩いていくと、広大な敷地の一角にある某官庁に到着した。

　桧山さんは「こんにちはー、美嶋建設でーす」と、受付の人に声をかける。そして受付に置かれたボックスに、ひらりと一枚名刺を入れた。

「じゃ、よろしくお願いしまーす」

　再び受付の人に声をかけると、そのまま出口へ向かって歩いていく。

「へ……ちょっと」

　私は慌ててあとを追う。

「営業って、ボックスに名刺入れるだけですか？」

　桧山さんは「うん」とあっさり言う。

「アポ取って、担当の方と直接お話ししたりしないんですか？」

　桧山さんは、人差し指を横に振る。

「役所の人だって忙しいんだ。業者が挨拶に来るたびに話している時間なんてない」

「でも……」と言って、私は眉根を寄せる。

　忙しい中、このためだけにわざわざ同行させられたのだろうか。そう思うと、なんとなく納得がいかない。

「こういうのは、『塵ちりも積もれば』だ。地道に足を運ぶことが、受注へと繋がる」

　桧山さんはもっともらしく言うけれど、本当にこれで何億円単位の仕事に繋がるんだろうか。

　半信半疑のまま、桧山さんに連れられて某官庁をあとにした。




　駅へ向かう途中に、工事現場の前を通りかかる。どうやら、新しい高層ビルを建設中らしい。

　桧山さんは立ち止まり、建設現場と外部を仕切る仮囲いにかかっている工事標識に、食い入るように目を凝こらす。

「太たい平へい建けん設せつか……」

　そして苦々しい表情でボソリと呟いた。どうやら施工は我が社ではないらしい。

　建設中の高層ビルを見上げると、一番高いところに設置された二台のクレーンが目にとまった。

「私、いつも思うんですけど資材運搬用のクレーンって、どうやってビルの上に持っていくんでしょうね」

「ええ!?　建設会社に何十年もいて、そんなことも知らないのか!?」

　桧山さんは大きな目を真ん丸にする。

「まだ八年しかいませんが」

「まずは組み立て用の小さなクレーンのパーツをエレベーターで上まで運んで、人の手で組み立てるんだよ。それから小さなクレーンでタワークレーン本体のパーツを吊り上げて、上で組み立てていく」

　私の抗議を無視して、桧山さんはタワークレーンについて熱く語り始める。しばらく聞き入っていると、北風にさらされて寒くなってきた。

「ふぇっくしょ！」

　こらえ切れずにくしゃみが出た。桧山さんの熱さとは対照的に、私の身体はすっかり冷えてしまったようだ。

　話の腰を折ってしまったので、「すみません……」と言ってバッグからハンカチを出し、慌てて口元を拭う。

「いや俺のほうこそすまなかったな、つい」

　桧山さんはバツが悪そうに頭をかく。

　私は首を横に振った。

「なかなか興味深いんですね。タワークレーンって」

　鼻を啜りながら言っても、あまり説得力がないかもしれないけど。

「桧山さんがこんなに建設機械のことに詳しかったなんて、知りませんでした」

「営業本部に来るまでは、ずっと機械部にいたから」

「は？　機械部？　ということは理系出身ですか？」

　意外すぎる過去に驚いて、私は聞き返す。

「大学は工学部出身だ」

　理系大学出身者は建築や土木、機械などの技術屋に、文系出身者は人事、経理などの管理部門や営業職に進むのが、我が社のセオリーだ。

　もちろん私は文系だし、桧山さんも同じく文系出身で、生きっ粋すいの営業マンだと思っていた。

「どうして畑違いの営業本部にいるんですか？　機械部で何か問題でもあったのですか？」

　私が眉根を寄せて尋ねると、桧山さんは首をゆっくり横に振る。

「俺もよくわからない。だけど、それが会社の方針だから」

　そう言って、桧山さんは建設現場を見上げる。

　なんだかその横顔が寂しそうに見えた。

　私は桧山さんの左手をそっと握る。なぜだか無性にそうしたくてたまらない気分で、自分でもびっくりした。

「帰りましょうか」

　桧山さんは返事をする代わりに、私の手をギュッと握り返す。

　寒い中、ずっと佇んでいたせいか、桧山さんは指先まで冷え切っていた。

　私の体温で少しでも温かくなったらいいな。

　そんなことを思いながら、東京駅までの道のりを手を繋ぎながら歩いた。










捕食の危機




　デスクで会議資料を作成している間、パソコン越しに、前方からやたらと視線を感じる。

　うっとうしくて思わず顔を上げると、そこにいたのは桧山さん。

　外出中の伊藤さんに代わり、いつの間にか向かいの席に座っていた。

「なんですか？」

　居心地の悪さに、眉根を寄せて尋ねる。

「田母神って、なんか地味」

　ジロジロと眺めながら、いきなり無礼な物言いだ。

　不意打ちに私の眉がピクリと痙けい攣れんする。

　今日の服装は、グレーのニットにネイビーのフレアスカートという、落ち着いた色合いのうえに、ストレートの髪も後ろで一本にくくっている。

　言われてみれば、確かに地味かもしれない。

「ビジネスマナーに反しているとは思いませんが、何か問題でも？」

　私は冷ややかさ満載の態度で、聞き返す。

「もっとニッシーみたいに、可愛い格好すれば？」

　隣に座る加奈ちゃんに、チラリと視線を向ける。

　白いアンゴラニットのセットアップを着ており、ブラウンヘアも緩やかに巻かれている。そしてメイクも抜かりない。

　ファンデーションと、血色をよく見せるために施したチークのみ、という手抜き、いや、ナチュラルメイクの私とは大違いだ。

「私が加奈ちゃんのようなふわふわを着たって、似合うとは思えません」

「泉さんは背が高くて細いから、シックな色合いのワンピースとかが似合いますよ！　ねえ、桧山さん！」

　ああ、そこで桧山さんには振らないで……絶対バカにされる。

「そうだな」

　思いもよらない肯定に、私はギョッとした表情を浮かべる。

「いずみんは背が高いから、きっと何を着てもよく似合う。目鼻立ちも整っているから、きちんとメイクをしたら映えそうだな」

　桧山さんは耳心地のよい言葉を並べて、甘く微笑みかける。

　不意打ちに、危うくときめきかけた。……が、この男がタダで私を褒ほめるはずがない、とすぐさま思い直す。

「何が目的ですか？　桧山さん」

　私は警戒の視線を向ける。

「鋭いな」

　桧山さんは口の端を上げて、ニヤリと笑う。

「来週の水曜日に接待がある。田母神も同席しろ」

　……ほらね、やっぱり。

「私は営業ではありません」

「綺麗に着飾ってニコニコ笑いながら、お酌してればいいから」

　最悪なほど、女性軽視の発言だ。

「ホステスでもありません」

　私は毅き然ぜんと言い返す。

「知ってる。田母神じゃ、ホステスは務まらない。愛想がないからな」

「わかっているなら、連れていこうとしないでください」

　私は鼻の頭に皺を寄せて睨みつけるが、桧山さんは「その顔、アライグマっぽいな！」と言って楽しそうにケラケラ笑う。

　本当に腹が立つ。

「最低ですね」と加奈ちゃんも、横からヤジッて加勢してくれた。

「今回接待するのは、オランダ大使だ。田母神、英語話せるんだろ？」

「す、少しは……」

　どうして、桧山さんが知っているのだろう。

　大学は英文学科で、短期留学の経験もある。入社当初は、国際的な仕事がしたい！　なんて意気込んでいたものの、まさか接待で必要とされるとは。

　そもそも、桧山さんは英語を話せるのだろうか。

　私は多少話せるといっても、通訳の役目を果たせるほどの自信はない。

　桧山さんはデスクの上に身を乗り出して、手招きする。

「これはオフレコの話なんだがな」と言って、耳元でコソリと囁く。

　爽やかなコロンがふんわり香ると、不謹慎だがドキドキしてしまう。

「今回大使館を建て替えて、オフィスと賃貸レジデンスの複合ビルを建設する計画があるらしい」

　桧山さんの話によると、一般的に大使館は都心の一等地に多く、建物の規模に対して敷地にゆとりがあるらしい。

　老朽化した大使館の建て替えに際し、敷地の一部を民間事業者に売却して、建て替え費用を捻出するオランダ大使館のようなケースが、最近増えているそうだ。

「近々、受注のコンペがあるから、その前にある程度、お近づきになっておくってわけだ」

「そんな情報、どこでつかんできたんですか？」

　うちで受注できれば、結構な規模の開発になりそうだ。

「ゼネコン営業マンは、情報が命ですから」

　桧山さんは、パチリとウィンクする。

　そんな重要な席に、英語が少しばかり話せるってだけの私が行っていいものなのか。

「あの……でも」と口ごもると、「田母神、これは仕事だから」と、桧山さんはニッコリ笑顔で、頑として聞き入れないオーラ全開だ。

「我が社の名に恥じぬよう、存分に着飾ってこいよ」

　桧山さんは笑顔で言っているものの、目は全然笑っていない。きっと本気だ。

「じゃ、よろしくー」とお気楽に言って、自分のデスクに戻っていった。

「一大仕事ですね！　頑張ってください！」

　加奈ちゃんが、両手の拳こぶしをギュッと握りしめる。

　正直、何をどう頑張ればいいのかもわからない。

「うん……頑張る」

　私は力なく呟いた。




　その日の帰り道、気が重くなる仕事を振られた憂さ晴らしに、軽く一杯引っかけようとサカバルに立ち寄った。

「そんなわけで、来週の水曜日は人生初の接待なんだ」

　私は表情を強張らせ、グラスに残った赤ワインをクイッと飲み干す。

　今日はオーナーの坂田はお休みのようなので、カウンターに立つ祐樹くんに、愚ぐ痴ちをこぼす。もちろん、接待相手などの機密事項は伏せたうえで。

「私、ものすごく人見知りで、口下手だし……」

　しかも、相手は外国人。久しぶりなので、英語もきちんと話せるか不安になって、眉間にギュッと皺を寄せる。

「スマーイル」

　祐樹くんが人差し指で私の眉間の縦皺を伸ばし、ニコリと笑う。

「大丈夫ですよ、泉さんなら」

「何を根拠に」

　私は目を細めて、訝しげな視線を向ける。

「ニコニコ笑っているだけで、きっと雰囲気が華やぎます」

「またー、うまいんだから」

　なんて言いつつも、思いっ切り頬が緩む。些細なリップサービスでも、こんな可愛い子に言われたら、かなり萌もえる。〝まんざらでもない〟って、こういうことを言うのだろう。

「失敗したら、店に寄ってってくださいよ。水曜日は俺、遅番だから、とことん愚痴にお付き合いしますよ」

　祐樹くんはニコリと笑う。頬にえくぼができるところが、また可愛らしい。

　それなら失敗してもいいかな、なんて思ってしまう。

「成功するかもしれないじゃない」

「そしたら一緒にお祝いしましょう」

「どのみち、お店に来てってこと？」

「はい、報告待ってます」

　祐樹くんは無邪気に笑う。

　営業トークをいちいち真に受けるほどウブでもないけど、こんな風に言われるのはやっぱり嬉しい。

「体力が残ってれば」

　そんなことを言いつつも、絶対来るだろうと私は確信する。だって、この笑顔は私のオアシスだから。




　そして、迎えた水曜日。

　白いサテンのシャツに、シンプルなデザインのダイヤのネックレスを合わせる。

　ネイビーのレース素材のスカートに、足が最も美しく見えるとされる、二十デニールの黒いストッキングをはく。

　ロングヘアは、カールするよう毛先だけ巻いた。

　グレーのジャケットを羽織り、姿見で最終チェックをする。フルメイクも久しぶりだと、少し濃いように思える。ほとんど履くことのない八センチヒールに足を通すと、なんだか背筋が伸びる気がした。

　いつもより少し早めに家を出る。行きの電車では、スマートフォンにダウンロードした『咄嗟の日常英会話』を何度も聞いて、出勤する。

　ここ数日は、英会話の習得に余念がない。




　会社に到着してデスクで仕事をしていると、加奈ちゃんが出勤してきた。

「おはようございまぁす」

　すれ違いざま、加奈ちゃんは私を二度見する。

「泉さん、今日は女子力がみなぎっているじゃないですか！　素敵です!!」

「そ、そうかな」

　キラキラ女子からお褒めの言葉をいただき、照れてはにかむ。これは幸先がいい。

　加奈ちゃんと話をしていると、「いずみん！」と私を呼ぶデッカい声が聞こえた。

　朝イチの打ち合わせから戻ってきた桧山さんが、資料を片手にニヤニヤしながら近づいてきた。

　身を屈かがめると、丸い目で私の顔をじっと覗き込む。

「ちゃんと化粧してるんだ！」

　朝っぱらから冷やかされて、うんざりする。

「セクハラです。やめてください」

　私は冷静に抗議する。

　桧山さんは近くの空いている椅子を引き寄せて、ドカリと私の隣に座り込む。

「『女子力』でネット検索して、研究してきたのか？　それとも、立ち読みで女性誌を読み漁あさったか？」

　どっちもやった。正確には『大人女子』で検索し、雑誌は美容室で読み漁ったのだけど。

「……変ですか？」

　不安になり、桧山さんに恐る恐る尋ねる。

「いいんじゃない。素敵だよ」

　桧山さんは、キュートな笑みを浮かべる。

「よ、よかった。これで当社の名に、泥を塗ぬらなくて済みそうですね」

　及第点をいただき、私は緊張で額にうっすら滲にじんだ汗を、手の甲で拭った。

「そこで、そのリアクションですか？　もっと喜ぶとこでしょう」

　私たちのやり取りを遠巻きに眺めながら、加奈ちゃんが呆れたように呟いた。




　午後六時三十分。

　化粧直しから戻り、あたふたとデスクの後片づけをしていると「田母神、行くぞ」と桧山さんに声をかけられる。

　すでに桧山さんの準備は万端で、彼は先にオフィスを出ていった。

　パソコンをシャットダウンすると、バッグを肩に引っかけ、慌ててロッカーにジャケットを取りに行く。

　桧山さんを追いかけると、彼はエレベーターホールで待っていた。

　チャコールグレーの細身のスーツに、水色のシャツを合わせ、ネイビーのネクタイを締めている。黒いトレンチコートを片手に、腕時計にチラリと目を落とすその姿は、モデルのように素敵だ。

　……口を開かなければ、だけど。

「お待たせしました」

　声をかけると、タイミングよくエレベーターが到着し、桧山さんのあとに続いて乗り込んだ。

　エレベーターには、私たちのほかには誰も乗っていない。

　密室にふたりきり、というシチュエーションが妙に息苦しい。

「なんか」と桧山さんがボソリと呟いたので、顔を上げる。

「今日はデカいな」

「八センチのヒール履いてるんで、一七〇センチ以上あります」

　そういえば背の高い桧山さんの顔が、いつもよりも近くにある。

「なんか、キスするのにちょうどよさそう」

　そう言って、桧山さんは無邪気に笑った。

　なんの気なしに言ったひと言で、まんまとあの日の、事故のようなキスを思い出してしまう。

　バカ！　変なこと考えるな！

　自分に言い聞かせれば言い聞かせるほど、柔らかな唇の感触まで鮮明に蘇り、みるみるうちに耳まで赤くなる。

　ひとりパニックに陥る私を見て、桧山さんは頭の中を見透かしたように、ニヤリと不敵な笑みを浮かべる。

「何考えてんだよ。やーらしー」

　さらに赤くなる私を見て、桧山さんはクスクス笑いながら肩で私を小こ突づいた。

「柔らかいよね。泉の唇って」

　桧山さんが耳元で囁くと、ガムを噛んでいるのか、ほのかにミントの香りがした。

「か……からかわないで」

　ほどよい厚みのある彼の唇に、否が応にも視線が向いてしまう。

　美味しそう、なんて思う私は、欲求不満なのかもしれない。

「今日の接待がうまくいったら、またキスしていい？」

　桧山さんは気配を窺うように、私の顔を覗き込む。

　どうぞどうぞ！　いくらでも！　……と、思わず言ってしまいたくなる。

　だけど、これは桧山さんなりのジョークに違いない。本気にしたらきっと恥をかく。

「そ、そんなの桧山さんにとっては、罰ばつゲームみたいなもんじゃないですか」

　私は辛うじて平静を装い、顔を背そむける。

「なんだよ、それ」

　桧山さんが不服そうに目を細め、私の腕をつかむ。

「大体、泉はさ――」

　桧山さんが何かを言いかけるが、タイミングを計ったかのように、エレベーターが一階に到着する。

　た、助かった……。

　扉が開くと、私はそそくさとエレベーターから降りた。

「逃げたな」

　桧山さんが小声で呟いたけど、私は聞こえないフリをした。

　会社を出ると、目の前の大通りでタクシーを拾い、ふたりで後部座席に乗り込む。

「会話を広げるために、オランダについて調べてきたか？」

「予習はある程度」

「よろしい」と言って、桧山さんは器用に片眉を上げる。

「緊張してる？」

「……少しは」

　嘘だ。人生初の接待に、メチャクチャ緊張している。

「大丈夫だよ」

　表情が強張って変な顔をしていたのか、桧山さんはおかしそうにクスクス笑う。

「ニコニコ笑って話を聞いて、たまに『そうですねー』なんつって相槌打っときゃ、あとはどうにかする」

「そんなこと言ったって、桧山さん、英語話せるんですか？」

「気合いでコミュニケーション取れば、なんとかなるっしょ！」

　桧山さんは気楽に言ってのけ、あははーと陽気に笑う。

　英会話って、気合いでどうにかなる範はん疇ちゅうなんだろうか。余計緊張して、吐き気がしてきた。

　タクシーに乗ってから二十分ほど経って、目的の店に到着する。

　桧山さんに連れられてやってきたのは、表通りから奥に入った、裏通りの一角にある小料理屋だった。

　表門をくぐり、敷石を踏みしめて中に入れば、古い日本家屋風の建物が見えてくる。外国人が喜びそうな佇まいだ。

　暖の簾れんをくぐり、引き戸を開けて店の中に入る。

　古い木材を使った店内は、所々に骨董品やアンティークの置物が飾られていて、洗練されているが、どこか懐かしく親しみやすい雰囲気だ。

　和服を着た上品そうな中年女性が、「いらっしゃいませ」と出迎えてくれた。

「こんばんは、白しら倉くらさん」

　桧山さんは、物腰柔らかな笑みを浮かべる。

「いらっしゃいませ、桧山さま」

『白倉さん』と呼ばれた中年の女性は、深々と頭を下げる。

「しばらく見ないうちに、ずいぶんご立派になられて見違えましたわ。今日は素敵なお嬢さんもお連れになって」

　白倉さんは、笑うと目尻に皺が寄り、優しそうな印象になる。話の内容からすると、以前から桧山さんのことを知っているようだった。

　桧山さんがこんな品のあるお店に出入りしているなんて、意外。

「彼女は会社の後輩です。本日は接待で伺うかがいました」

「まあ、それは責任重大ですね。暁さんの商談がうまくいくように、全力でサポートさせていただきますわ」

「よろしくお願いします」

　桧山さんは誠実そうな笑みを浮かべて、折り目正しく一礼する。

　私も慌てて頭を下げた。

　な、なんというか、桧山さんが普通の、いや立派な社会人に見える。会社でのふざけた態度とは大違い。

　その時、引き戸が開き、外国人の男性がふたりで店内に入ってきた。

　ひとりは赤毛で、五十代前半くらいの男性だった。桧山さんよりも背が高く、身長は一九〇センチ以上はありそうだ。落ち着いた物腰には貫かん禄ろくがある。この方がおそらく大使だろう。

　もうひとりはスラリと背が高く、衝撃的な美男子だ。私と同年代くらいだろうか。

　長めのブロンドヘアに、透き通るような白い肌。ライトブルーの瞳と目が合い、ニコリと微笑みかけられると、緊張して石になりそう。

　イケメンと思っていた桧山さんでも、この方と並んでしまうと気品溢あふれる血統書付きの高級犬と、その辺の庭で飼われている柴犬くらいの差がある。

　柴犬もそれはそれで、可愛いんだけどね。

「見すぎ」

　柴犬に肘で小突かれて、ハッと我に返る。

「ごめんなさい。でも、私は柴犬派なんで」

　桧山さんは私の言っている意味がわからず、不思議そうに眉根を寄せる。

　桧山さんは一歩踏み出し、イケメンに右手を差し出す。

「It has been a long time since I last contacted you.（お久しぶりです）」

　あまりに流りゅう暢ちょうな英語に、ついサラリと聞き流してしまった。

　そのあとに赤毛の方とも握手をして、フランクにふた言、三言交わす。

「ルークさんと、ニコラスさんだ」

　桧山さんがおふたりに紹介してくれた。赤毛の方がルーク大使で、衝撃的な男前はニコラスだ。

　私がぎこちないオランダ語で挨拶をすると、ふたりは目元を綻ばせた。

「初めまして。タモガメサン」

　惜しい。けれどルーク大使は、日本語がずいぶん達者のようだ。

「〝田母神〟は長いので、〝泉〟と呼んでください」

「オーケー。よろしくお願いします、ミス・イズミ」

　私も桧山さんにならい、おふたりと握手を交わす。

「お部屋を準備しておりますので、こちらへどうぞ」

　白倉さんが、奥の個室へと案内してくれる。

　個室は掘りごたつになっているので、正座が苦手な外国人でもリラックスして座ることができそうだ。

　大きく設しつらえた窓からは、丸い敷石が配された緑の庭を望むことができる。和紙で作られた球形の間接照明が柔らかな光を放ち、いい雰囲気だ。

　私と桧山さんが並んで座り、その向かいに大使とイケメンのニコラスが座った。

「この店いいね。すごくリラックスする」

　ニコラスは大使ほど日本語が達者ではないが、簡単な会話ならできるようだ。

　驚くべきは、桧山さんの豹ひょう変へんっぷり。

「こちらがお酒のリストです」

　言い方は丁寧だけど、あまり難しい言い回しを使わないよう、言葉を選んでいるのがわかる。

　私が推薦したスパークリングの日本酒で、ひとまず乾杯をすることにした。

　ルーク大使もニコラスもお気に召したようで、ご満悦の様子。

　とりあえず接待の滑りだしは上々だ。

　桧山さんは、私がなんのために呼ばれたのかわからなくなるほど、時折ジョークを織り交ぜながら、英語での会話を盛り上げていく。会社での横柄な態度はすっかり封印して、嘘みたいに紳士的だ。

「日本の建設業界の今後の展開について、どう考えていますか？」

「そうですね、積極的に海外展開していくべきだと考えています」

　ルーク大使からの質問に、桧山さんは卒なく答えていく。

「桧山はそう言っているんだけど、イズミはどう思う？」

　今度は、ニコラスが私に尋ねる。

　どうしよう。そんなこと考えたこともないや。

「わ、私も海外にもっと目を向けるべきかと」

　ひとまず桧山さんの尻馬に乗って、英語で答える。

「なぜ？」

　ニコラスはライトブルーの瞳で、私をじっと見つめる。

「なぜって、東京の街をご覧になったでしょう？　もうビルを建てる土地はありませんよ」

　肩をすくめ、アメリカンジョーク的なノリで乗り切ろうとするが、ニコラスは一瞬キョトンとした表情を浮かべる。

　はい、すべったー。

　撃沈を覚悟した次の瞬間、ニコラスが手を打って大爆笑した。

　どうやら彼のツボにハマッたらしく、私はホッと胸を撫で下ろす。

「新興国市場に進出すれば、リスクもありますが、空港や橋、道路などの大きなインフラ案件を受注するチャンスが広がります」

　大使とニコラスは、桧山さんの話をもっともらしく頷きながら聞いている。

　私もおすまししながら、大人しく耳を傾けているものの、日頃からあまり笑うことがないので、顔の筋肉がつりそうだ。

　空いたお皿を下げたり、取り皿を替えたり気を配ることにより、意識を分散させるよう心がけた。

「どうぞ」と言って、ニコラスのおちょこにお酌する。

「このお酒も美味しいね！　イズミ！」

　私がおすすめした日本酒が、ニコラスのお気に召したようだ。初めて、お酒好きが何かの役に立った気がする。

「恐れ入ります」

　私は頭を下げて一礼する。

「日本の女性は本当に優しい」

　ニコラスに甘く微笑みかけられて、思わず笑い返す。

「それに黒い髪と黒い瞳がエキゾチックで、美しい！」

　酔っ払っているのか、私の手をギュッと力強く握る。

「あ、ありがとうございます」

　私は引きつった笑みを浮かべ、さりげなくその手をかわす。

「でも珍しいね。日本の建設会社がディナーに女性を連れてくるなんて」

　まさか『英語が話せる人が私しかいませんでした』と言えるわけもなく、私は東洋の微笑み、アルカイックスマイルでごまかす。

「彼女は優秀な人間ですから。そこに男女は関係ありません」

　桧山さんは堂々と言ってのける。

　ルーク大使は桧山さんの答えを聞いて、ニコリと笑う。

「日本では、まだ女性が男性ほど社会進出できていないと思うのです。特に建設会社では、女性の活躍する姿はほとんど見ない」

　ルーク大使の話に桧山さんは頷いて、再び口を開く。

「私のボスは女性です。男性と女性の格差はまだまだ残っていますが、我が社は改善しようと努力しています」

「御社は日本の建設業界の中では、先進的な取り組みをされているのですね」

「まさにその通りです」

　ニコラスのセリフを力強く肯定すると、桧山さんは自信に満ちた笑みを浮かべた。

　その端正な横顔をマジマジと見つめる。

　すごい……。すごい人だ。

　男性縦社会の我が社では、男女格差をなくす気配すら感じたことはない。それなのに微塵の後ろめたさもなく、こんなに誠実そうな顔で大嘘をつけるなんて。

「イズミ、今度ニューイヤーレセプションがあるので、ぜひ来てください」

「あの、えーと……」

　私は返答に戸惑い、口ごもる。

「ご招待いただけるのなら、ぜひ！」

　そこへ、桧山さんがすかさずカットインしてきた。

「大使館の敷地内を案内しますので、よかったらお知り合いもご一緒に。ヒヤマの紹介してくれる人なら、きっと信頼できる」

　ルーク大使がパチリとウィンクすると、桧山さんは胸に手を当てて真摯に一礼する。

「招待状は会社に送るよ。イズミ宛で」

　ニコラスに花のようにニッコリ微笑みかけられ、「光栄です」と言って、精一杯の笑顔を返した。




　接待はつつがなく幕を閉じた。

　私と桧山さんはルーク大使とニコラスを店の外までお見送りする。最後まで気は抜けない。

「またレセプションでね、イズミ」

　ニコラスは私の手を握り、美しい歯列を覗かせて眩まぶしい笑みを向ける。

「今日は、素晴らしい時間をありがとう」

　ルーク大使は桧山さんとガッチリ握手を交わし、停めてあったハイヤーに乗り込んだ。

　店の外門の前で、ふたりが乗った車を手を振りながらお見送りする。

　車が左折して見えなくなった瞬間、「やった!!」と桧山さんが急に叫んだので、ビクッとした。

「ニコラス大使の接待は、大成功だな！　いずみん！」

　桧山さんが私の肩をつかんでグラグラ揺さぶるもんだから、アルコールが急激に脳へと回る。

「は？　大使って、ニコラスのほうだったの？」

「言っただろ？」

　いや、全然聞いていない。

　私が思いっ切り眉根を寄せて、不信感満載な視線を向けると、桧山さんは「伝えたと思ったけどなー」なんて言って、すっとぼける。

「私はてっきり、ご年配の赤毛の方が大使かと」

「彼は秘書だよ」

「嘘！」

　私は口元を押さえて、大きく目を見張る。

　ニコラスは確かに気品に溢れていると思ったが、まさか大使だったとは！

「いいじゃないか。とりあえず、うまくいったんだからさ」

　桧山さんはポンポンと私の肩を叩きながら、気楽に言ってのける。先ほどまでの真摯な振る舞いから一変し、いつもの調子に戻ったようだ。

「でもパーティーに誘われただけで、お仕事の具体的な話は出ていませんでしたけど」

　桧山さんはチッチと舌を鳴らし、立てた人差し指を横に振る。

「今度のパーティーに、知り合いを連れてくるように言われただろ？　あれはデベロッパーを紹介しろってことだよ」

『デベロッパー』とは開発事業者のこと。大規模な宅地開発、リゾート開発、都市開発、都市再開発などを行う企業だ。

　デベロッパーが開発を仕切り、その計画に基づいて建設会社は施工する。

「ええ！　そうなんですか!?　じゃあ……」

「コンペの前に顔合わせをしておけば、他社より一歩リードすることができる。やったな、田母神」

　桧山さんは、ニヤッと不敵な笑みを浮かべた。

「よ、よかった……」

　桧山さんに脳を揺さぶられたせいか、気が抜けたせいか……おそらく両方の理由でアルコールが一気に回って、目め眩まいがする。

　膝から崩れ落ちそうになると、桧山さんが咄嗟に腰に手を回して支えてくれた。

　必然的に抱き合うような体勢になるわけだけど、目眩が治るまでは桧山さんの胸を借りることにした。

「さんきゅー、いずみん」

　桧山さんはどさくさに紛れて、もう一方の腕でさらに私を抱き寄せた。

　身体を密着させると、服越しに桧山さんの体温が伝わってくる。

「あの、調子に乗らないでください」

「今だけは乗らせて」

　桧山さんに耳元で囁かれると、鼓動が速くなり、余計にクラクラしてくる。

　桧山さんの胸に顔をうずめると、ほのかにフルーティーなコロンの香りがした。

　その時、ガラリと表門の開く音がした。

　慌てて顔を上げると、白倉さんが目を真ん丸にしてこちらを見ている。

「あの……いや、これは……」

　桧山さんは咄嗟に言葉が出てこないようで、口ごもる。

「ごゆっくりー」

　白倉さんは意味深な笑みを浮かべると、そのまま表門をそっと閉じた。どうやら、完全に誤解されたようだ。

　まだ十時過ぎなので電車で帰ると伝えたものの、桧山さんは家まで送ると言って聞かなかった。

　桧山さんは無理やり私をタクシーに押し込めると、続いて乗り込み、私に代わって運転手さんに行き先を告げる。

「っつーか桧山さん、英語ペラッペラじゃないですか。私が行く必要はなかったと思うんですけど！」

　酔っ払った私は、桧山さんにクダを巻く。緊張を和らげようとして、少々飲みすぎたようだ。

「そんなことはない。今日は頑張ってくれたね」

　酔っ払いのあしらいはお手のものなのか、桧山さんは子どもにするように、私の頭をよしよしと撫でる。

「そんなことでは、ごまかされません！」

「……絡み酒か」

　桧山さんはボソッと呟く。

「なんですって!?」

　私が聞き返すと、桧山さんは撫でていた手で、自分の肩に私の頭を引き寄せた。

「いずみん、お疲れのようだから少し寝たらいいよ。自宅の最寄り駅に着いたら起こしてあげるからね」

　桧山さんはさりげなく、私の肩に長い腕を回す。

「さっさと寝かせて厄介払いしよう、って魂胆ですか？　見え見えですよ」

「黙らないと、口塞ぐよ？　俺の口で」

　私は即座に口を噤つぐんだ。

　その様子を見て、桧山さんはクスリと微笑む。

　いたし方なく桧山さんの肩に頭を預けると、フルーティーなコロンが再びふんわり香る。思いのほか、ガッシリした肩、私を包み込む硬い腕、肩に置かれた大きな手。

　否が応にも、桧山さんと密着しているのを意識させられて、妙に身体が火ほ照てる。

　落ち着け、落ち着け、私。

　若い子ならまだしも、三十にもなって肩を組まれただけで、こんなに動揺しているのがバレたら、さすがにわくわく動物園の桧山さんだってドン引きするだろう。

　ラブラブカップルのようなこの状態は、あくまで騒ぎ立てる私を押さえつけているだけのこと。犬を繋ぐリードと同じ。深い意味はない。

　しかし、考えれば考えるほど動悸が激しくなり、再び目眩がしてくる。

　心なしか呼吸まで苦しくなってきた。

「なんかぐったりしてるけど、大丈夫か？」

　桧山さんは私の顔を覗き込み、心配そうに眉根を寄せる。

　綺麗な顔が間近に迫り、緊張と混乱と興奮が入り混じって、車が揺れるたびに胸がムカムカしてきた。

　これは、危険な予感。

「……なんか吐きそう」

「頑張れ！　あと少しで駅に着くぞ」

　頑張ってもどうにもならないことも、ある。

「運転手さん！　停めて！　降ります!!」

　声を張って言うと、タクシーはブレーキ音をあげて急停車した。

　バッグをつかんで自らドアを開けると、外へ飛び出す。

　辺りを見回すと、すでに見覚えのある駅前商店街の近くだった。

　そのまま近くのコンビニまでダッシュする。後ろで桧山さんが何か叫んでいたけど、気にとめる余裕は全くない。

　店員さんに声をかけると、慌ててトイレに駆け込んだ。

「はあ……」

　しばらく個室にこもったあとに、盛大にため息をつきながら、コンビニのトイレから出る。

　桧山さんから解放されて外の空気を吸ったら、気分はよくなり、胃のムカムカはすっかり治った。

　気を取り直し、ミネラルウォーターを買おうと冷蔵庫を開けると、「泉さん？」と声をかけられた。

　振り向くと、カゴを片手に持った祐樹くんが立っていた。

　いやーん！　超、偶然！　超ラッキー!!

「あら、こんばんは」

　浮かれた心をひた隠し、すました顔で取り繕つくろう。

「なんか今日はすごく綺麗ですね。一瞬、誰だか気づかなかった」

　祐樹くんは正面からまじまじと私を見つめている。

「そ、そうかな？　ありがとう」

　私は照れて、はにかんだ。

「祐樹くんは仕事帰り？」

「今、上がったところです。今日は泉さんが来てくれるかな、って期待して待ってたんですよ」

　祐樹くんは、拗すねたように唇を横に結ぶ。

　その表情も可愛らしくて、思わず顔がニヤける。

「ごめんね。今日は思いのほか遅くなっちゃってさ。また近々、顔出すからさ」

「ほんと？」と言って、祐樹くんが大きな瞳で私の顔を覗き込む。

　緩んだ顔で何度も大きく頷くと、「約束ですよ」なんて、祐樹くんがニコリと微笑む。

　やっぱりこの笑顔は私のオアシスだ。わくわく動物園より、ほんわかした仔犬系男子ですよ、時代は。

「おい！」

　突然、不機嫌な声が横から飛んできた。

「どこ行ってんだよ！」

　振り向くと、私のトレンチコートを片手に持った桧山さんが立っていた。

　しまった……すっかり忘れていた。そういえば、桧山さんをタクシーに置き去りにしてたんだっけ。

「す、すみません」

　祐樹くんに会って、すっかり舞い上がっていた。

「帰るぞ」

　桧山さんは、私の腕をグイッとつかむ。

「ちょっと、引っ張らないでくださいよ」

　私が手を振り払ったので、桧山さんはムッとしているようだけど、気づかないフリをする。

「泉さん……まさか噂の？」

　祐樹くんが小声で尋ねてきたので、鼻の頭に皺を寄せて、『動物園』と口パクで答えた。

「じゃあ、またお店行くねー、坂田にもよろしく言っといて」

　ヒラヒラと手を振ると、桧山さんも祐樹くんにペコリと一礼する。

　レジでミネラルウォーターとお菓子を桧山さんに買ってもらうと、コンビニをあとにする。

「なにナンパしてんだよ！　酔っ払い！」

　店を出た瞬間、桧山さんに怒鳴られる。

「ナ、ナンパじゃありませんよ。よく行くバーの従業員の子です」

　私がモゴモゴ反論すると、桧山さんは目を細めて小さく舌打ちした。

「だったら、なんであんな顔してんだよ」

　桧山さんの言葉の意味がわからず、「なんですか？」と眉根を寄せて聞き返す。

「なんでもねーよ」

　なんだかとても不機嫌そうだ。

　タクシーに置き去りにされたことを、怒っているのだろうか。また凶暴になったらどうしよう。

「家、どっちだっけ？」

　桧山さんは自然に私の手を取り、早足でグングン歩きだす。

　私は引きずられるようにしてあとをついていく。

「あの桧山さん、手を……」

「だから家は？」

「つ、突き当たりを右折して、三百メートルほどのところです」

　迫力に押されて、思わず答えてしまった。

「じゃあ、タクシー拾うか」

　桧山さんが手を上げて流れのタクシーを拾おうとしたので、慌てて腕を押さえて止める。

「あの、ここからだったら、歩いて帰れますから」

「俺は歩いて帰れない」

「あれ、桧山さんって、どこに住んでいるんでしたっけ？」

「月つき島しま」

「結構、遠いですね」

　タクシーでここから帰ると、五千円以上、一万円未満といったところだろうか。

「じゃあ、泊めて。泉の家」

　手を握ったまま、しばしの沈黙。

　これもきっと、桧山さんなりのギャグに違いない。全然、笑えないけどね。

「ダメに決まってるじゃないですか」

　私は平静を装ってお断りする。

「なんで？　この間は泊めてくれたじゃん」

「そしたら桧山さん、変なことしたじゃないですか」

　再び、沈黙。

「今日は変なことしない」

　その後、めっちゃ小声で「多分」とつけ足した。

「信用なりません。ダメです」

　毅然とした口調で言うと、「なんだよ、それー」と桧山さんがブーイングしてくる。

「じゃあ、コーヒー飲んだら帰るからさ」

　桧山さんは私の手を取り、再び歩きだす。

「今日はダメです！　部屋も散らかってますし！」

「どーせ、いつも散らかってんだろ？」

　図星を突かれ、私は反論できずに黙り込む。

　どうしよう……このまま家に上がり込まれたら。鬼畜の桧山さんに、取って食われるに違いない。

　考えをグルグル巡らせているうちに、住宅地に差しかかり、突き当たりまで来る。

　右折して数百メートルほど歩くと、あっという間に自宅マンションに到着する。

「確かここだったな」

　そして、桧山さんもしっかり建物を覚えているというね。

　どうしよう……どうしよう……。

　私が動揺のあまりうろたえていると、ふんわり頭を撫でられた。

「今日はありがとな。ゆっくり休めよ」

　桧山さんは、柔らかくニコリと微笑んだ。

　よかった。『部屋に上がる』っていうのは、やっぱり彼なりのギャグだったようだ。そりゃそうだよね。私の部屋に泊まりたい、なんて本気で思うわけないじゃない。

　別にガッカリなんてしてないけどね。全然。

「え……と、あの、送ってくれてありがとうございます」

　私は慌てて頭を下げる。

　顔を上げると、桧山さんと視線がぶつかった。やっぱり今日はいつもより顔が近い。

「ちゃんと、朝から会社に来るんですよ」

「残念ながら、明日は大阪に出張なんだ」

　じゃあ、会社には来ないのか。なんでガッカリしてるんだ、私は。

　だけど、繋いだ手から伝わる人肌が心地良くて、離すのがなんだか少し名残惜しい。

「じゃあ……おやすみなさい」

　手を離そうとすると、桧山さんは繋いだ手をギュッと握りしめ、私を引き寄せた。

『あの』と言いかけた時に、桧山さんが小さな顔を傾け、互いの唇が重なった。

　私は突然のことに驚いて、ビシリと固まる。

　桧山さんはゆっくりと唇を離す。

「な……何事？」

「接待がうまくいったら、キスする約束だろ？」

　桧山さんは鼻先で、私の目をまっすぐ見つめながら微笑する。

「私は同意してません」

「ダメとも言ってない」

「そ、それは冗談かと思っていたので……」

　私は真っ赤な顔のままうつむいて、口ごもる。

「やだ？」

　桧山さんは澄んだ大きな瞳で、私の顔を覗き込む。

「嫌……ではありません。今日の桧山さんは、なかなか素敵でした」

　私の答えを聞いて、桧山さんは嬉しそうにヘラリと頬を緩める。

「やった」

　小さく呟き、私の頬に両手を添えると、唇の感触を味わうように、何度も短いキスをする。そして合間に、甘ーい言葉を囁く。

「今日の泉は綺麗で、俺も一緒にいるとちょっと緊張した」

「嘘ばっか」

「本当だよ。ニコラス大使も、ご機嫌だったじゃん。コンビニでは小僧と楽しそうに話してたし」

「小僧って……」

　私は苦笑いを浮かべる。

「あいつに泉はまだ早い」

　桧山さんは私の腰を引き寄せると、深く口づける。今までのじゃれ合うようなライトなキスとは大違い。無遠慮に歯列を割って、柔らかな舌を絡ませてくる。

　わ……わくわく動物園に捕食された。

　桧山さんの腰にギュッとしがみつき、食べられるような激しいキスに必死で応える。

　この前も思ったけど、桧山さんとのキスはひどく気持ちがいい。身体の芯が熱くなり、脳がとろけて何も考えられなくなる。

「ヤバい……」

　桧山さんはボソッと呟くと、私から身体を一気に引き離す。

「ん……」

　急に気持ちのいいキスが中断されて、私は熱のこもったため息をつく。焦点が定まらないまま、桧山さんの顔をぼんやり眺める。

「なんだよ、その顔。全然、嫌そうに見えない」

　桧山さんは手の甲で、私の頬をスルリと撫でた。

「バカ……」

　悪態をついたつもりだが、自分でもゾッとするほど声に甘さが滲む。

「俺、明日五時起きだ……」

　桧山さんは眉根を寄せて苦しげに呟く。

「そう……ですか」

　仕事なら、お引き止めするわけにいかない。

「家に上がったら、絶対に帰れる気がしない！」

　いや、上げるつもりもない。

「じゃあ、早く帰ったほうがいいですね」

　私は腰に回した手を、スルリと離す。

「あーもー！」と言って、桧山さんは整えられた髪をぐしゃぐしゃとかきむしる。

　きっと彼の中で、理性と煩ぼん悩のうが葛藤しているのだろう。

「この続きは、また帰ったら」

　桧山さんはそう言って、私の肩を抱き寄せると、最後に触れ合うだけの短いキスをする。

　照れ臭そうにはにかむ桧山さんがあまりに可愛いもんだから、私は反射的に頷いた。

　心臓が早鐘のように打つ。

　どうしよう……今夜はきっと眠れない。










獅し子しの子落とし




　翌日――。

　出社してホワイトボードを見ると、桧山さんの欄に『出張　大阪』と書かれていたので、少し、いや、ものすごくホッとした。今さら、どの面下げて会えばいいのかわからない。

「昨日はどうでした？　桧山さんと」

　隣に座る加奈ちゃんが、ジャラジャラした飾りのついた、書きにくそうなペンを口元に当てて尋ねてきた。

「はい？」

　私の動揺を見透かしたような問いに、思わず聞き返す。声も裏返ってしまった。

「接待、うまくいきました？」

　ああ……そっちだったか。

「多分……私はよくわからなかったけど」

「まぁ桧山さんは帰国子女だから、コミュニケーションについては問題ないですよね」

「やっぱりそうなんだ」

　あの流暢な英会話も納得だ。

　加奈ちゃんは「あれ？」と小首を傾げた。

「泉さん、知らなかったんですか？」

　私はコクコクと首を縦に振る。

「桧山さんのお父さま、がいこーかんだったから、小さい頃は海外を転々としてたみたいですよ」

『がいこーかん』って外交官のこと？

「そのこと言うと、すっごく嫌がるから、あんまり本人には言わないほうがいいですけど」

　加奈ちゃんは声を落とす。

「ああ見えて、結構お育ちがいいのね」

　日頃は横柄だけど、接待中の穏やかな物腰や、食事中の美しい所作を見たあとだと、妙に納得できる。

「そうだ！　泉さん、今晩お暇ですか？」

　加奈ちゃんは、可愛らしく小首を傾げて尋ねてきた。

　今日は桧山さんがいないので、仕事を丸投げされることもない。

　自分の業務は一段落したので、月末で忙しそうな加奈ちゃんの仕事をフォローする。

　部長まで回覧が完了した、検印済の稟りん議ぎ書をまとめて、次の回覧部署である同じフロアの営業企画部へ持っていく。

　稟議書の受付処理を担当している女性に、「お願いします」と声をかけた。

　私と同じ歳くらいだけれど、明るいライトブラウンのボブヘアにバッチリメイクを施した、男好きしそうな雰囲気だ。

　しかし、なんの反応も示さない。聞こえなかったのだろうか。

「あの、すみません」

　少し声を大きくしてみるものの、やっぱり反応はなし。これは、無視されているのかもしれない。

「すみません！　稟議書をお持ちしました！」

　声を張ると、ボブヘアの女性はノールックで無言のまま、隣の島に置いてある茶色い箱を指差す。

〝そこに置け〟ってことか。それなら、そう言ってくれたらいいのに……なんて、内気な私が言えるはずもなく「ありがとうございます」と言って、早々と退散する。

「あんなに大きな声を出さなくても、聞こえるのにね」

　後ろから聞こえてきた会話とクスクスと笑う声に、ドキッとする。

　やっぱり無視されていたんだ。なんだろう、感じが悪い。

　自分の席に戻る前に気分を変えようと、トイレへと立ち寄った。個室に入っていると、女性の話し声が聞こえてくる。

「さっきの人が噂の？」

「そうそう」と、もうひとりの女性が肯定する。

「給湯室で桧山さんに迫ってたらしいよ」

「ええ!?」と驚きの声があがる。

「大人しそうな顔して、着任早々やりますねぇ」

　鼓動が大きく跳ねる。話の内容から、なんだか私のことのような気がしなくもない。

　声と会話のやり取りからすると、おそらく先ほどの感じの悪い営業企画部の女子だろう。

「しかも、この間営業本部で歓迎会をした時に、桧山さんが酔い潰れるまで飲ませたらしい。何するつもりだったんだろう」

「うわーすました顔して、やることえげつないですね」

「資材管理部では『ミスパーフェクト』なんて呼ばれてたらしいけどさ、案外、厄介払いされたのかもしれないね」

　……これ、完全に私のことじゃん。

　便座に腰かけながら確信する。

「桧山さんも、おかしな女につきまとわれてかわいそう」

「まあ、それもイケメン税ってとこですかね」

　女子たちは高笑いしながら、トイレから出ていった。

　私はしばらく、便座に腰かけたままビシッと固まっていた。

　恐るべし……女の噂話……。




　午後七時。

　就業後、本日は加奈ちゃんよりお誘いを受け、会社近くの和風ダイニングバーで、美樹さんと三人で女子会を開催している。

「わー、面倒臭っ！」

　加奈ちゃんは渋い表情で、サラダにグサッとフォークを突き立てた。

　昼間トイレであった惨事を、ふたりに早速報告したのだ。

「営業企画部の石いし川かわさんでしょ？　ずっと前から、桧山くん狙いだもんねえ」

　そう言って、美樹さんが芋いも焼酎のロックを口に含むと、加奈ちゃんが「営業本部の皆は、桧山さんと泉さんが付き合ってると思ってますしね」と続ける。

「私は人の迷惑にならないよう、目立たずひっそりと仕事してきたのに、なんで他人からあんな悪意を向けられるのか、理解不能です」

　私は中ジョッキのビールを飲んで、ブハーとデッカいため息をつく。

「桧山くんは営業推進グループの王子だから、同じ班で一緒に仕事してる泉ちゃんがうらやましいんだよ」

　美樹さんは、お通しのお造りをつまみながら言う。

「だったら、一緒に仕事して無茶ぶりされてみればいいのに」

　私が遠い目で呟くと、加奈ちゃんは鼻の頭に皺を寄せて続ける。

「それに、桧山さんは人格的に問題アリでしょう。社内外で浮いた話があるっていうのも、どうかと思いますけどね」

「そんなに節操ないの？」

　私が恐る恐る尋ねると、加奈ちゃんはコックリ頷いた。

「プレイボーイの桧山さんには、『遊びの掟、三ヶ条』ってもんがあるらしいんすよ」

　加奈ちゃんは、呂ろ律れつの回らなくなってきた口調で言う。

「ひとつ、同じ畑は荒らさない」

　女子同士のテリトリーが被ると、揉める要因になるらしい。

「ふたつ、『付き合おう』など、思わせぶりなセリフは口が裂さけても言わない」

　大人同士の割り切った関係、という一線を必ず引くことにしているらしい。

「三つ、自宅には連れ込まない。これはマストらしいです」

　これは生活圏内に連れ込むと、家に押しかけてくるなど、あとあと面倒臭いことになるからだそうだ。きっと過去に苦い経験をしたのだろう。

「加奈ちゃん、よく知ってるねー」

　美樹さんは感心したように言う。

「飲み会で桧山さんを酔わせて、聞き出しました」

　加奈ちゃんは、お代官さまに悪い話を持ちかける、越えち後ご屋やのような悪い笑みを浮かべる。

　酔い潰してえげつないことをしているのって、むしろ加奈ちゃんなんじゃないかな、と思った。

　しかし、ゲスい、ゲスいわ、桧山 暁……。

　加奈ちゃんから桧山さんの掟三ヶ条を聞いて、目眩がしてきた。

　そして、私は大バカ者だ。甘い言葉と、とろけるようなキスにコロッと乗せられて、まんまと家に連れ込むところだった……。

　桧山さんが翌日出張じゃなかったら、私ももてあそばれた女として、飲み会で酒の肴さかなになっていたに違いない。

「あれー泉さん、まさか思い当たる節があるんですか？　桧山さんに口説かれちゃったりとか」

　加奈ちゃんは、アリスに出てくるチシャ猫みたいな笑みを浮かべて、探りを入れてくる。

　酔っ払っていながらも、鋭いツッコミにギクリとした。「まっさかー」と否定したものの、声が上ずる。

「桧山さんに口説かれるとかって、あ、あり得ないでしょ」

　顔が引きつりつつも、あははーと乾いた笑いでごまかす。

「まぁ、そうですよね。だって、泉さん彼氏いますもんね」

　加奈ちゃんがくるりとした愛らしい目で、私をじっと見つめる。きっとキスマークをつけて出社した時のことを思い出して、言っているのに違いない。

　どうする……私。

　酔っ払った脳で、退避策をグルグルと考える。

「つ、付き合ってはいないけど、す、好きな人はいる」

　こんなセリフ、久しぶりに言った。苦し紛れの嘘だけど。

　女子会らしい話の展開に、加奈ちゃんと美樹さんの目が好奇心でキラキラ輝く。

「社内ですか？　社外ですか？」

　加奈ちゃんが切り込んできた。

「社外」

「何してる人？」

　美樹さんも食いつく。

　どうしよう……私、嘘がすごく苦手だ。

　焦あせって顔が赤くなる。

　しかし、ふたりはそれを私が照れているためだと思ったみたいで、冷やかしてきた。

「幼馴染が地元でバーをやっているんですけど、そこでキッチンを担当している子なんです」

　こうなったらリアリティを出すために、祐樹くんを〝架空の好きな人〟に設定する。まんざら嘘でもないし。

「歳は？」

　美樹さんが尋ねる。

「二十六歳。イケメンです」

　祐樹くんの笑顔を思い出し、デレッと頬を緩める。

「私より若いじゃないですか！」

　加奈ちゃんはギョッとして、目を見開く。

　二十六歳にもてあそばれる三十路みそじ、という設定は少々痛いけど、桧山さんと噂になって、酒の肴になったうえに、女子から目をつけられて嫌な目に遭わされるより、ずっといい。

「やっぱり可愛いよね、若い子って。普段、わくわく動物園のおじさんたちばっかり見てるから、目が壊れそう。うらやましい……イケメンの二十六歳……」

　美樹さんはグラスを揺すって、中に入った氷をくるくる回す。

「私も最近、彼氏とうまくいってないんですよ。若い子もいいかもしれないですね」

　プライベートの不調を訴え、加奈ちゃんまでもが暗い目をする。

　私は嘘をついた罪悪感で、心苦しい。

　私たちは三者三様の思いを馳はせて、ググッとお酒を呷ると、ブハーッと深いため息をつく。

　なんだか、妙に飲みたくなる夜だった。




　翌日。

「おはよう！　いずみん！」

　桧山さんがスーツケースをコロコロ転がし、紙袋を抱えて出社してきた。きっと出張先から直行してきたのだろう。

「『おはよう』って……あと十五分で終業時間ですけど？」

　時計は午後五時十五分を指している。

　冬は日が暮れるのが早いので、窓の外も真っ暗だ。もはや、『こんばんは』の域じゃないだろうか。

「お土産みやげ買ってきたぞ！」

　桧山さんはツッコミを無視して、テーブルにお菓子の箱を置く。

「ああ！　みたらし小こ餅もちだ！　俺、大好きなんすよー」

　向かいに座る巨漢の伊藤さんが、目をキラキラさせてお土産に手を伸ばす。

「触んな！　おめえの分じゃねえよ！」

　しかし、桧山さんに一いっ喝かつされ、撃沈。伊藤さんは、慌てて手を引っ込めた。

「そんな意地悪言ってないで、皆で食べればいいじゃないですか」

　私は呆れて肩をすくめる。

「そう思うなら、定時過ぎたら営業本部の皆さまに、お土産配ってくれる？」

　桧山さんは、手に持った紙袋を私のデスクにドサッと置く。

「適当によろしくー」と言って、鮮やかなお手並みでお土産配りを押しつけていった。相変わらずちゃっかりしている。

　定時を告げるチャイムが鳴ると、箱に入ったお土産を配って歩く。

「誰のお土産？」

　オコゼの佐々木さんが尋ねる。

「桧山さんが、大阪出張に行ったお土産です」

　佐々木さんは「桧山かぁ」と言って、ニヤッと含みのある笑みを浮かべる。

「俺たちも、もらっちゃっていいのかなあ。泉ちゃんに買ってきたんじゃないの？」

　はい、出た。セクハラ。いまだに噂の効力が衰えていない。

「営業本部の人数分、ありますから」

　やんわり笑顔でかわす。

「田母神、人数分ありそう？」

　バッドタイミングで、桧山さんが声をかけてきた。

「おお！　桧山さぁん！　彼女に買ってきたお土産なのに、俺たちもいただいちゃっていいんですかー!?」

　佐々木さんがわざと敬語で冷やかすと、周囲のおっさんたちが一斉にギャハハと笑う。その様は、グレムリンを彷彿とさせた。

「なあに、幸せのお裾すそ分けですよ」

　桧山さんは私の肩にそっと手を置き、さらに周囲を喜ばせる。

　お調子者の言動に腹が立つ。これで、また噂の効力が持続してしまうではないか。

「セクハラです。やめてください」

　私は冷静に抗議して、肩の手を払う。

「あれか！　今、話題の〝ツンドラ〟か！」

　佐々木さんがドヤ顔で言う。

　なんだ、それ。寒帯気候か。

「佐々木さん、それを言うなら〝ツンデレ〟でしょ」

　桧山さんが笑顔でやんわり訂正すると、グレムリンたちは再びギャハギャハはしゃぎだす。

　なんだかどっと疲れてしまった。

　お土産を配り終わって、デスクに戻ろうとすると、「泉ちゃん」と松井課長に声をかけられる。

　手招きされ、パーテーションで区切られた打ち合わせスペースに行くと、すでに桧山さんが座っていた。

　なんの話だろう……。

　心当たりのないまま、桧山さんの隣に腰を下ろす。

「はい」

　松井課長は、テーブルの上にふたつ折りにされた白いカードを差し出す。

　カードの表紙には、ゴールドの文字で『Invitationインビテーション』と書かれていた。何かの招待状のようだ。

「これは？」

　桧山さんがカードを開いたので、私は隣から覗き込む。

「来たかっ！」

　桧山さんが突然、声を張り上げたので、私はビクッと身体を強張らせる。

　松井課長は口の端を上げて、微笑んだ。

「オランダ大使館から、レセプションの招待状が届いたわ」

　ニコラス……本気だったのか。

　先日、桧山さんと私で接待した、若きオランダ大使を思い出す。

　私たちのおもてなしが功を奏したのか、ニコラス大使は我が社に興味を持ってくださったようだけど、まさか本当に招待してくれるとは思わなかった。

「桧山、オランダ大使館の案件については、どこかのデベロッパーと話をしてるの？」

「一応、立たて岩いわ地じ所しょとコンペの準備は進めてます。相手が公的機関となれば、大手のほうが話がすんなり通ると思ったので」

　立岩地所といえば、業界屈指の大手企業だ。

　松井課長は納得したように、コックリ頷く。

　レセプションへの招待、というのはあくまで口実であり、我が社を通じてデベロッパーと大使館関係者を引き合わせるのが、今回の目的だ。

　桧山さんとしては、受注コンペが開催される前に、ある程度の根回しをしておこうという腹づもりらしい。

「現行での大まかな見積もりは？」

「総工費用は二百億強ってところですね。立岩がいくらで土地を買い取るかは、これからの交渉次第ですが、落としどころは六百億ほどかと」

　驚いて私が目を丸くすると、桧山さんは口の片端を上げてニヤリと笑う。

「言っただろ？　まあまあ大きな案件になるって」

「ま、そんなもんか」

　松井さんも納得したようだ。

　私は、「あの……」と恐る恐る話に割って入る。

「そのレセプションとやらに、私も出席するのでしょうか？」

「するのよ」

　松井課長はニッコリ笑顔で言う。

　私の予定などは関係なしに、決定事項のようだ。大型案件がかかっているレセプションなのに、桧山さんはともかく、一介の女性事務員に過ぎない私が、我が社の代表として出席してもいいものだろうか。

「桧山さんとふたりで？」

「今回は私も同行する」

　よかった。松井さんも来るのであれば、心強い。私はホッと胸を撫で下ろす。

「ニコラス大使は、男女格差が根強く残る建設業界の中で、男女がフラットに活躍できるという点でも、我が社に興味を持ったようです。我が社初！女性の営業課長である松井さんが来たら、イメージアップに繋がるでしょう」

　桧山さんのセリフに、私と松井課長は顔を合わせる。

　ゴリゴリの体育会系男性縦社会の我が社は、男女平等とはほど遠い。まったくハッタリもいいとこだ。

「真実はさておき、そういう印象を与えることが重要です」

　桧山さんは悪びれることなく、ニッコリ笑顔で言い切った。

「話は以上。桧山、立岩地所の担当者のスケジュールを押さえておいて。年明けだから早めにね」

　キビキビ指示を出しながら、松井課長は席を立つ。

　桧山さんは、「りょーかいすー」と間延びした返事をする。

　松井課長は「泉ちゃんもよろしく」と言って、私の肩を軽く叩くと、次の打ち合わせへと行ってしまった。

　気が重くなってため息をつきながら、重い腰をのろのろ上げる。

「パーティーだな！」

　お気楽に言ってのける桧山さんを、ジロリと睨みつける。無言のまま立ち去ろうとすると、袖そでをクイクイ引っ張られた。

　私が振り向くと、桧山さんはニッコリと天使の笑みを浮かべる。

「前祝いに、今晩飲みにいく？」

　私の顔を仔犬のような目で、じっと見つめる。

　まさか……先日の続きのお誘いか。

　加奈ちゃんに教えてもらった、鬼畜の桧山三ヶ条が脳裏をよぎる。

　酒の肴になるのはごめんだわ。

「今晩は、見たいドラマがあるので帰ります」

　そこはすげなくお断りさせていただく。

「俺はドラマ以下か？」

　桧山さんは『信じられない』とでも言いたそうに、目を大きく見開く。

「なんだよ！　久々に会ったのに、冷たい女だな！」

　桧山さんはブツクサ文句を言っていたけど、聞こえないフリをした。




　年末の業務に追われて師走しわすはあっという間に過ぎ、正月休みに入ると私は両親が暮らす茨城の家へ帰省した。

『早く嫁に行け』と口うるさく言われるものだから、休みが明けて正直ホッとしたのもつかの間。ニコラスに招待された、ニューイヤーパーティーの当日を迎える。

「地味」

　桧山さんが出社した私を見て発した、第一声。

「地味……でしょうか」

　私は自分の格好に視線を向ける。

　黒いスカートに、同じく黒のジャケットを合わせたスーツスタイル。パーティー感を出すために、下に着た白のカットソーには、ほのかにラメが入ってるし、ネックレスもプチダイヤが五つ連なった、いつもよりゴージャスなデザインだ。

「地味、地味地味。超地味」

　そこまで連呼しなくたって、いいじゃない。

　私はじっとりと恨みがましい視線を向ける。

「ちゃんと『パーティー　服装』で検索したのかよ」

　私はハッと目を見開く。

「そのあとに『ビジネス』をつけてしまいました」

　桧山さんは、ゆっくり首を横に振る。

「致命的なミスだな。残念だよ、ミスパーフェクト」

　彼は力なく微笑み、私の肩をポンと叩くと、それ以上、何も言わずに去っていった。

　こ、こんな大事な日にミスを犯すとは……。

　私はおぼつかない足取りで、自分のデスクまでなんとか辿り着くと、崩れるように椅子に座り込む。そして、そのまま頭を抱えて、うつむいた。

「なんだー、田母神さん。悪いもん食って、腹でも下したかー」

　オコゼ顔の佐々木さんが呑のん気きに声をかけてきたけど、答える気にはならなかった。




　本日は会社近くのカフェで、同期の真奈とランチを食べる。

「取り返しのつかないミスを犯してしまった……」

　死んだ魚のような目をして、キッシュをホークの先でつつく。

「確かに転職活動中みたいな格好だけど、ビジネスマナーには反してないじゃない」

「やっぱり午後休取って、服買ってくる」

　私はバッグをつかんで立ち上がるが、真奈に制される。

「ちょっと待ちなさい。泉はコンパニオンじゃないでしょ？　少しくらい地味でも、問題ないじゃない」

「でも……桧山さんがバカにするんだもん」

　私は顔を真っ赤にしてうつむき、下唇をキュッと噛む。

「本当にガキだね、桧山さんは」

　真奈は呆れたようにぐるりと目を回し、ため息をつく。

「桧山さんにどう思われたって、いいじゃない」

「まあ、そうなんだけどさ」

　気を削そがれ、私はペタリと椅子に腰を下ろす。

　確かに、桧山さんにどう思われたって関係ない。だけど、あのガッカリした顔を見た時に、いても立ってもいられなくなったのはなぜだろう。

　私は深いため息をつく。

　その理由を考えないよう、食べかけのキッシュに再び手をつけた。




　午後五時。

　定時の鐘が鳴り、刻一刻とレセプションの時間が近づいてきて、憂ゆう鬱うつになる。

「泉さんたちは、今日レセプションですよね。いいなぁ」

　隣に座る加奈ちゃんは、呑気な口調で言う。

「よくないよ……今日は変な格好して来ちゃったし」

　私はうつろな目で、パソコンのキーボードを叩きながら言う。

　加奈ちゃんは私に視線を向けると、小首を傾げて「うーん」と考え込む。

「確かにブラックスーツだと、少し堅い感じがしますね。ちょっと待ってください」

　そう言って、加奈ちゃんは自分のデスクをゴソゴソと漁る。

「あった！」

　加奈ちゃんは、髪の毛を巻くコテを取り出した。

　なんでこんなもんが会社に常備されてんだ？

　私が不思議そうに眺めていると、加奈ちゃんはニッコリ微笑んだ。




　女子トイレの鏡の前で、加奈ちゃんはコテを使い、手際よく私の髪をカールさせる。

「髪の毛をハーフアップにしたら、女性らしい華やかな感じが出ると思うんですよね」

　逆毛を立てて、トップにふんわりボリュームを持たせ、サイドの髪をひねってピンでとめていく。

「うん、いい感じ」

　巻かれた髪は華やかだけど、ハーフアップにすることにより、顔周りがスッキリしていて、上品にまとまっている。

「これで赤めのリップを塗ったら、いいと思いますよ」

「あ、ありがとう」

　加奈ちゃんはニコリと満足げに笑う。

「私は仕事に戻りますね。あとはゆっくり化粧直しをしてください。今日はオシャレするのも、仕事のうちですから」

「今度、ランチでもごちそうさせて」

「そんな気を遣わないでください」

　笑いながら言って、加奈ちゃんはオフィスへと戻っていった。

　さすがキラキラ女子。綺麗になる術を知っている。

　これで少しは地味が返上できるかな、なんて浮かれつつ化粧直しをしていると、営業企画部の感じが悪い女子、石川さんとその取り巻きが大きなポーチを片手に持ちながら、トイレに入ってきた。

　漫画だったら、完全に顔に縦線が入っているだろう。

　思わず端に避よけると、石川さんたちはポーチを広げて鏡の前を占領する。

　鏡越しに様子を窺うかがうと、向こうも怪け訝げんな顔をしてコソコソ小声で話している。

　早く化粧直しして出ていこうと、慌ててファンデーションを顔に塗る。加奈ちゃんのアドバイス通り、いつもより赤めのリップを塗った。

「わー、男の気を引くのに必死」

　辛しん辣らつな言葉に驚いて鏡の中の石川さんたちに目を向けるけど、彼女たちはどこ吹く風。すまして乾燥防止のミストを顔に吹きかけている。

　私は何か言い返してやりたいけど、ショックのあまりうまい言葉が見つからない。

「逆に引きますよね」

　取り巻きはバカにしたように、クスクス笑う。

　私は化粧品をポーチにしまうと、逃げるようにトイレを立ち去った。

　なんであんなひどいこと、言われなきゃいけないの!?

　そして、何ひとつ言い返せない自分が惨みじめになって、目に涙が浮かぶ。うつむきながら廊下を歩いていると、「田母神ー！」とデッカい声で呼び止められた。

　思わず振り向くと、桧山さんが外出から帰ってきたところだった。

　最悪……今一番会いたくない人に会っちゃった。

「なんだよ、髪の毛ふわふわさせちゃって。レセプションに備えて、おめかししたか？」

　ニヤニヤ笑って冷やかしながら、私の顔を覗き込む。

　泣きそうになっているのを見られたくなくて、慌てて顔を背けた。

「どうした？」

　しかし、バッチリ見られたようだ。桧山さんの顔がみるみる強張っていく。

「な、なんでもありません」

　もう私にかまわないでくれ、と心の中で懇願する。ちょっかい出されると、余計にひどい目に遭うから。

　しかし、桧山さんは私の腕をつかみ、無言のまま引っ張っていく。

「あの！　本当になんでもないので、離してください」

　しかし、桧山さんは無視。

　私は引きずられるようにして、彼のあとをついていく。

　途中、トイレから出てきた石川さんたちとすれ違う。

　彼女たちは今にも噛みつきそうな顔で、私を睨みつけていた。

　ああ……終わったな。

　そのまま、空いている会議室に連れ込まれる。

　ドアを閉めた瞬間、桧山さんは私の肩をつかんで向き直った。

「どうした？　なんで泣いてるんだ？　誰かに何か言われたか？」

　黒目がちの瞳が心配そうに私の顔を覗き込む。

　その目を見ていると、徐々に気持ちが落ち着いていく。

「佐々木さんか？　小日向さんか？」

　私は無言のまま、首を横に振る。

「違いますって。ちょっと、女子同士の諍いさかいでいろいろあっただけです」

　桧山さんはハッと息を呑み、「まさか……」と呟く。

　私の鼓動が大きく跳ねた。

「西浦加奈か？」

　なんでそうなるんだ。思わずズッコケそうになる。

　しかし、桧山さんの目は真剣そのもの。加奈ちゃんには本気で怯えているらしい。

「加奈ちゃんが意地悪なことを、するわけないじゃないですか」

「それならいいけど」

　桧山さんはホッとして、表情を緩める。

「つまらないイザコザです。だから、本当に大丈夫」

「そうか」

　なんて言いつつも、桧山さんはイマイチ納得していない様子。

「何かあったら言えよ。つまらないイザコザでもいいからさ」

　本気で私のことを心配してくれているみたいで、ちょっと嬉しい。自分がこんな風に思うなんて意外だ。

「あの……ありがとうございます」

「うん」

　桧山さんは目元を綻ばせて、私の頭をクシャッと撫でた。

　そのまま互いの視線がぶつかる。

　どうしよう。猛烈に桧山さんに触れたくなった。その広い胸に顔をうずめ、腰にギュッとしがみつきたい。あの日の夜みたいに。

　恐る恐るコートの裾に右手を伸ばし、そっと握る。その間も、桧山さんのブラウンの瞳から目が離せない。

　このまま寄り添ったら、桧山さんはどうするかな。

「田母神？」

　桧山さんに声をかけられて、我に返った。

　そういえば、ここは会社だ。

「じゃ、行きますか。レセプション」

　私はごまかすように、明るく言う。

「そうだ」と言って、桧山さんは鞄をゴソゴソ探る。

「はい、これ」

　茶色いリボンがかかった、オレンジ色の薄い箱を差し出されたので、反射的に受け取った。

「なんですか？　これ」

「いいから開けてみて！　早く！　ほら！」

　急せかされるので、わけのわからぬままリボンを解いていく。

　箱の蓋ふたを開けると、中にスカーフが入っていた。淡いピンクカラーにゴージャスなジュエリーが描かれた、華やかなデザインだ。

　桧山さんは箱からスカーフをスルリと抜き取って、私の首にふんわりかける。

「うん、やっぱりすごく似合う」

　確かにモノトーンのコーディネートに、スカーフはよく映えて、グッとオシャレな印象になる。

　それを見て、桧山さんは満足げにニッコリ微笑む。

「え……と、これは一体？」

　慌ててスカーフを首から取ろうとすると、手を握られて制された。

「あげる。プレゼント」

「プレゼントって言われても、困ります」

　オレンジ色の箱には、某有名ブランドのロゴが刻まれているし、滑らかな肌触りからすると、素材もおそらくシルクだろう。ちょっとしたお土産に、という品じゃないことはすぐにわかる。

「綺麗にするのも、仕事の一環。言っただろ？」

　戸惑う私の反応がお気に召さないのか、桧山さんは不満げに言う。

「だったら、あとでお金を払います！」

　頑かたくなに譲らない私を見て、桧山さんは大きく息を吐く。

「いらないよ。お金なんて」

「そんな！　タダでもらうわけにはいきません！」

「もちろんあげないよ。タダじゃ」

　そう言って、桧山さんは私の頬に左手を添える。

「この間の続き、させて？」

　鼻先まで顔を近づけて、おねだりしてくる。

「え？　今ここで？」

　ここは……会社。それに会議室に鍵はついてないので、いつ誰が入ってくるかわからない。

「うん、今、ここで」

　もう一方の手を私の腰に回して、私の身体を引き寄せる。

「誰かに見られちゃうかもしれませんよ」

「スリルがあっていいだろう？」

　桧山さんはニコリと微笑む。

　……変態だ。

「ダメです！　また変な噂が立っちゃいます！」

「別にかまわない」

　いやいやいや、私はものすごくかまう。また意地悪されたらたまらない。あんな目に遭うくらいなら、スカーフなんていらない。

「これ返しま――」

　言いかけた瞬間、フルーティーなコロンがふわりと香る。

　ああ、いい香り。

　なあんて思っているうちに、唇が塞がれた。

　相変わらずお見事な手腕。

　反射的に身体を引き離そうとすると、頭を抑えられてより深く口づけられる。

　桧山さんは無遠慮に舌を差し入れてきて、私の口内を侵していく。

「ん……」

　思わず、鼻にかかった甘い声をあげる。

　食べられるみたいな情熱的なキスに、私の脳は甘くしびれ、身体の芯が熱を帯びる。

　なんか……もう、どうでもいいや、石川さんとか。こんな気持ちがいいのなら、酒の肴にされるのも悪くない。

　煩悩が理性を完全に打ち負かした。

　自ら首に手を回し、引き寄せて、桧山さんのキスを貪欲に求める。

「ヤバい。なんかやめらんないわ」

　キスの合間に、桧山さんはボソッと呟く。

　そのまま頬から耳へと、柔らかな唇を這わせていく。

　耳を甘噛みされると、私の身体はピクリと強張った。

「耳、弱いんだ」

　今まで自覚がなかったけど、吐息がかかるだけでもゾクリとした。

　桧山さんは胸のラインを大きな手でなぞっていく。

　もう抵抗する気なんてサラサラなくて、私は首にしがみついたまま身を委ゆだねる。

　カットソーに手が差し入れられた瞬間、ドアがノックされる。

　私と桧山さんは、弾かれるように互いの身を引き離した。

　慌てて着衣の乱れを整えるのと同時に、ドアがガチャッと開いた。

「あれ？」

　入ってきたのは、桧山さんの同期である五十嵐さん。真っ赤な顔で不自然な距離を取っている桧山さんと私へ、交互に視線を向ける。

「あ、もしかして邪魔した？」

　五十嵐さんはケロリと言ってのける。

「別に全然。打ち合わせしていただけだし」

　桧山さんは必死に平静を装う。

「これから会議で使うんだけど、いいかな」

「はい、どーぞ」

　桧山さんは、あっさりとその場を引き渡す。

　小心者の私は、五十嵐さんの顔を見ることすらできなかった。

「暁」

　会議室を出ていこうとする五十嵐さんが、桧山さんを呼び止めた。

「唇に赤いのついてる。べったり」

　五十嵐さんはニッコリ微笑む。

　桧山さんは、慌てて手の甲で唇を拭った。

　何をしていたのかバレバレだ。私は悲鳴をあげながら窓ガラスを突き破って、飛び下りたい衝動を抑えるのに必死だった。




　午後七時。

　レセプション会場付近で、タクシーはゆっくりと停車した。

「行くわよ！　準備はいい!?」

　車から降りると、松井さんは声を張って元気に尋ねる。

　本日は襟えり元にゴージャスなファーがついた、黒いコートをお召しになっている。アラサーの私より断然派手だが、よくお似合いだ。

「……はい」

　張り切る松井さんとは正反対に、私たちのテンションは極めて低い。

　さっきの赤っ恥な出来事に、桧山さんも動揺を隠し切れない様子だ。

「なんなのー!?　若いのに元気が足んないわよー！」

　松井さんは大使館までの道のりを、先陣を切ってチャキチャキ歩いていく。

　私たちは、そのあとをしょぼくれながら並んで歩く。

「さっきは……ごめん」

　桧山さんは松井さんに聞こえないように、ボソッと呟く。

「まったくです」

　私はムッとした表情で言う。

「だけど、煽あおってきたのは泉じゃん。案外、乗り気だったくせに」

　私は水から出された金魚みたいに真っ赤になって、口をパクパクさせる。

「ちょっと！　何イチャついてんのよ！」

　松井課長にツッコまれてギクリとする。

「あ、妬やけました？」

　桧山さんがいつもの軽薄な感じで言って、ヘラリと笑うと、松井さんは呆れたように肩をすくめた。

　その後、大使館入口前で待ち合わせていた、立岩地所の方々と合流する。

　先方も三名で来たようで、すべて男性だった。

　ひとりは五十代手前の上席とおぼしき男性、そして桧山さんと年齢の変わらなそうな、眼鏡をかけたひょろりとした地味な男性と、髪をツンツン立てた背の高い好青年風の男性だった。

　警備員に招待状を見せてゲートをくぐると、数メートルおきに設置された外灯が柔らかな光を放ち、辺りをライトアップしている。緑に囲まれた敷地内には、広々とした庭園が広がっていた。

「六千平方メートルくらいはありますかね」

　桧山さんが辺りを見回しながら言う。

「周辺の環境を見ても、十階以上は確実に建てられそうですね」

　立岩地所の方々と、早速土地の査定を始めているらしい。

　でも、なんかもったいないな。こんな綺麗な景観を潰して、ビルを建ててしまうなんて。ゼネコン側の人間なのに、こんな風に思うのはいかがなものかと思うけど。

　大使館の建物は、山間にありそうなレトロな白壁の洋館で、風情のある佇まいだ。可愛らしくて、建て直すことが余計にもったいなく思える。

　私たちは着ていたコートを脱いで、中に入っていく。

　桧山さんはネイビーのスーツにブラックのネクタイを締め、シャツの色に合わせて白のチーフを胸ポケットから覗かせている。

　松井課長は大花柄のラップワンピースに、黒のジャケットを羽織り、コートを脱いでもゴージャスだ。

　エントランスは、広々とした吹き抜けになっている。築五十年は優に超えているため、煌きらびやかな印象こそないものの、調度品やインテリアは重厚感があって、どれもなんだか高級そうだ。床一面には大理石が敷きつめられている。

　もの珍しくて、辺りをキョロキョロ見回していると、気品溢れるひとりの男性が手を振りながら、こちらに向かって歩いてくる。

「イズミ！」

　ニコラス大使だ。本日は三つ揃えのブラックスーツを身にまとい、長めのブロンドヘアを後ろに流し、形のよい額を出している。

　彼のために設えたであろう、身の丈にピッタリ合ったシンプルなスーツが、より完璧さを引き立てていた。やっぱり気品が違う。

　私はうっとりとため息をつく。

「そんな目で見るのはやめろ」

　桧山さんが、横から恨みがましい視線を送ってくる。

「よく来てくれたね、イズミ」

　ニコラスは甘い笑みを浮かべて、私の手の甲にキスをする。

「ご招待いただき、ありがとうございます」

　私は折り目正しく、一礼する。

「イズミに、館内を見てもらいたいと思っていたんだよ」

　手を握ったままじっと見つめられると、ライトブルーの瞳に吸い込まれそうになる。

「本日お連れしたメンバーの、ご紹介をさせていただきますね」

　桧山さんは強引に、私とニコラスの間に割って入ってきた。

「桧山も久しぶりだね。今日は来てくれて嬉しいよ」

　ニコラスはムッとした素振りも見せずに、桧山さんと握手をすると、ニコリと微笑んだ。

　松井課長と立岩地所のメンバーを紹介しながら、桧山さんとニコラスは親密そうに話し始める。

「あとでルークからいろいろ説明をさせていただきますので、皆さんレセプションをエンジョイしてくださいね」

　ニコラスは、パチリとウィンクする。

「イズミもまたあとでね」

　私の手をキュッと握ると、ニコラスはほかのゲストへの挨拶へと向かう。本日のホストなのでいろいろと忙しいのだろう。

「とりあえず、何か飲み物でもいただきましょうか」

　松井課長の提案で、私たちはレセプションのメイン会場へと向かう。

　大使館パーティーということもあり、ゲストも国際色豊かだ。

　大きな窓からは、先ほど歩いてきた広々とした庭園を望むことができる。きっと、昼間は緑が青空に映えて綺麗に違いない。

　本日は立食形式となっているようで、フロアの四方にケータリングされた様々な種類の料理やお酒が、ズラリと並べられている。

　立岩地所のメンバーと私たちは、ひとまずシャンパンで乾杯した。

　桧山さんや松井さんは以前から面識があるようで、打ち解けた雰囲気だ。

　私は会話に入れない気まずさよりも、自分が話さなくてもいい、という気楽さのほうが勝っているので、ニコニコしながら聞き役に徹する。

「こんばんは」

　先日、接待でお会いした秘書のルークさんが、声をかけてきた。

「本日はお招きいただき、ありがとうございます」

　桧山さんは右手を差し出して、ガッチリ握手を交わすと、松井課長と立岩地所の面々をそれぞれ紹介する。

　初対面の挨拶を済ませると、ルークさんは館内をひと通り案内してくれた。

　そのあとに応接室に通されて簡単な打ち合わせをする。

　私たちはゴブリン柄のソファに腰かけた。

　桧山さんたちは、予算やコンセプトをどのように検討しているのか、先方の意向を伺っている。

　私はよくわからないので、気づかれないよう辺りに視線を巡らせ、観察する。

　応接室に飾られている絵画やアンティーク風の置き時計は、そこはかとなく気品が漂い、名作に見える。

　鑑定番組に出したら、いくらくらいになるのかな、なんて俗なことを考えているのがバレたら、きっと怒られるだろう。

「田母神さんは、本日館内をご覧になられていかがでしたか？」

　ルークさんは、黙りこくっている私を気遣ってか、意見を求めてくる。

　どうしよう……急に聞かれても、よくわからないや。

「庭園が……美しいと思いました。なくなってしまうのが惜しいほど」

　咄嗟に口をついて出た発言に、桧山さんが射抜くほど鋭い視線を向けてきた。会議室で愛おしそうに私を見つめていたのが、幻だったんじゃないかと思うくらい。

「田母神は、この美しい庭園をモチーフにした施設にしたい、という見解のようです」

　桧山さんがさりげなくフォローすると、ルークさんはニッコリと目元を綻ばせる。

「私たちも、この庭園には大変愛着があります。その意図を汲くんでいただけたら、嬉しいですね」

「自然と調和するビルディング……それはいいアイデアですね。そのようなコンセプトを設計のほうに伝えて、検討していきます」

　立岩地所の地味な眼鏡の男性も、大きく頷きながら言う。

　なんとか、うまく切り抜けられたようだ。

　私はホッと胸を撫で下ろした。

　打ち合わせが終わると、立岩地所の方々は先に帰っていった。上席の方が明日から出張のため、朝が早いそうだ。

　私たちもそろそろお暇いとましようと思っていたけど、松井さんとルークさんが意気投合したのか、仲良く話している。

　邪魔をするのもなんなので、ひとまず様子を見ることにした。

「何か食べよう。腹減った」

　桧山さんとお皿に料理を取り分け、グラスワインを片手にテラス席へと向かう。

　ストーブが焚たかれているものの、真冬の空気はひんやりしていて寒い。テラス席の人影はまばらだ。

「中で食べましょうよ」

　私は震えながら言う。

「ニコラスに見つかると、面倒だから」

「今回の施工主ですよ？　そんなこと言ってる場合ですか？」

　桧山さんの子どもみたいな言い分に、異議を申し立てる。

「嫌なんだ。泉にベタベタするから。あれって完全なセクハラだよな」

　だからお前が言うなって、と心の中でツッコむ。

　四人掛けのテーブルに並んで座ると、桧山さんが椅子に用意されていた膝掛けをふわりとかけてくれた。

「これなら寒くない」

　桧山さんが嬉しそうに言うもんだから、この際、どうでもよくなってきた。それどころか、外の空気に触れながらふたりで食事するのも悪くない、なんて思ってしまうから不思議だ。

「それにしても、さっきの発言はなんなんだよ！　ヒヤッとしたぞ？」

　応接室での場違いな発言を叱責し、桧山さんは眉を吊り上げる。

「す、すみませんでした。つい……」

『話を聞いていませんでした』なんて言ったら、さらなる逆げき鱗りんに触れそうなので、そこは黙っておいた。肝心な日に失敗ばかりして、私はガックリうなだれる。

「まぁ、それで先方の要望を引き出すことができたから、よかったけどさ」

　膝掛けの下で、桧山さんはそっと私の手を握る。

　繋いだ手からじんわりと伝わる温ぬくもりが心地良くて、私は指を絡めて握り返した。

「このあとさ、うちで飲み直さない？」

　桧山さんからの思いがけないお誘いに、口に含んだワインを吹き出しそうになった。

「へ？　は？」

　私はマヌケな顔で聞き返す。

「やだ？」

　桧山さんはブラウンの瞳で、私をじっと見つめる。正直、この顔には弱い。

「あ、明日は会社だし……」

　私は赤くなって、モゴモゴと口ごもる。

「じゃあ、一旦、泉の家に荷物を取りに行ってから、うちに来ればいいじゃん」

「え……でも、いいの？」

『女性は部屋に連れ込まない主義なんじゃないの？』なんて聞けないけどね。

「だって、泉の汚い部屋じゃ、何かする気も失せるだろ」

　桧山さんはニコニコしながら、失礼なことを言ってのける。

「何もする気はありませんけど！」

　私はすかさず言い返す。案外乗り気だったとしても、一旦は拒んでみせるのがレディの嗜みだ。

「いいじゃん。決まりな」

　桧山さんは花のような笑みを浮かべる。

　この笑顔を向けられたら、これ以上拒むことなんてできない。きっと本人も、それは自覚しているのだろう。

「泉、食べさせて」

　桧山さんは、テーブルに並んだ料理に視線を向ける。

「自分で食べてくださいよ」

「手が塞がってるから、無理」

　桧山さんは右手で、私の左手をギュッと握る。

「もう何それー」

　なんつって、嫌々風な態度を取ってみせる。

「どれがいいですか？」

　しかし、すっかりその気だ。

「じゃあ、サーモンのやつ」

　桧山さんに言われて、サーモントラウトのマリネをフォークですくい、口元まで持っていく。

　ひと口食べると、桧山さんは「美味しい」と言って、満足そうにニッコリ笑顔を浮かべる。

　ああ……もうレセプションとかどうでもいいや。とっとと桧山さんの家に行きたい。

「次は、チキン」

「はいはい」と言って、ローストチキンをフォークに載せて、桧山さんの口へと運ぶ。

　あーん、と桧山さんが口を開けた、その時だった。

「暁」

　キンと冷えた夜や気きに響く鋭い声のほうに、私たちは、あーん、の体勢のまま振り向いた。

　厳格そうな中年男性が、無表情のままこちらを見据えている。

　髪を後ろに流し、ネイビーのペンシルストライプのスーツを、バシッと着こなした素敵なロマンスグレーだが、メタルフレームの眼鏡の奥にある瞳は、冬の冷気にも負けないほど冷ややかだ。

「久しぶりに姿を見たと思えば、この体ていたらくとは相変わらずだな」

　男性は軽蔑したように失笑する。

　なんだ……この無礼千万なおっさんは。

　私は眉をひそめて、じっと様子を窺う。

「これはこれは、お久しぶりです、父さん。こんな場所で会うとは奇遇ですね」

　この人が……桧山さんのお父さん!?

　厳格さが滲み出たその顔は、優男の桧山さんとはあまり似ていない。

　桧山さんはスーツの襟を正し、ニコリと微笑みかけると、桧山父はフンと鼻で笑う。

「どうせお前は、仕事をねだりに来たんだろう？　物もの乞ごいみたいに」

　あまりに辛辣な男性の言葉に、息を呑む。

「お前が我が家の名前を口にして、四方にペコペコ頭を下げて回るたびに、恥をかくのは私だ。お前の兄もな」

「相変わらず、心配性ですね。今回の案件も、父さんの名前を出さなくても受注するから大丈夫ですよ」

　桧山さんは肩をすくめる。

「これ以上、でき損ないの息子に恥をかかされないことを祈ってるよ」

『でき損ない』？　親が子どもに言うセリフですか？

　桧山さんに視線を向けると目が合って、困ったように微笑んだ。あの建設現場で見た、諦めたような表情。

　なんだかその顔を見ていたら、たまらない気持ちになる。

「あああ、あの！」

　気づいたら、考えるよりも先に身体が動いて立ち上がった。

　桧山父は怪訝な表情で、私に視線を向ける。

　怖い……営業企画部の石川さんの百倍くらい。

　私は拳をギュッと握りしめた。

「桧山さんは……暁さんは、でき損ないではありません！」

　言った……言っちゃったよ。

「失礼ですが、あなたは？」

　桧山父は、抑揚のない声で尋ねる。

「……部下です」

　さっきはお見苦しい場面を見せてしまったので、ちょっとだけトーンダウンする。

　桧山父は「ほお」と言って目を細め、訝しげな表情を浮かべる。

「部下の方がこのろくでなしの何を知っているかは存じませんが、私たちは散々ガッカリさせられてきました。その気持ちは、部外者の方にはわかり得ないことだと思います」

「お父さんこそ、今の暁さんの何を知っているんですか？」

　桧山父の冷静な態度とは裏腹に、顔が熱くなる。

「彼は熱意を持って仕事に取り組んでいて、営業成績は常にトップです。口ではいつも適当なことばかり言ってますけど、最後は周囲の期待以上の成果を出す人です」

「仕事をするとは、そういうものだろう？」

　それができない人だってたくさんいる。

　しかし桧山父はそこと比べる気はないらしい。

「暁さんは、人を引きつける魅力があります。彼の明るさで救われた人も、たくさんいるでしょう。上司も同僚も部下も皆、桧山さんを慕って頼りにしています。それに！」

　私は言葉を繋ぐ。

「桧山さんは、物乞いなんかじゃありません！　彼はデッカい物を造るんです！　それこそ、孫の代まで地図に載っかってるような、デッカい物を！」

　あなたにはできない仕事です。

　そう言う代わりに、じっと桧山父を睨みつける。

　桧山父は視線を逸らさず、押し黙った。小学生みたいな私の言い様に、呆れて言葉が出ないのかもしれない。

　その時、テラス席に通じるガラス戸が開いた。

「桧山審議官、大使がご挨拶したいとのことです」

　部下とおぼしきブラックスーツを着た男性が、声をかけてきた。

「今行く」

　桧山父は軽く手を挙げると、男性は一礼し、ガラス戸を締めて下がる。

「今日でさらにひとつ、わかったことがある。部下の躾がなってない、ということだ」

　桧山父は、息子を一瞥する。

　私の顔面に縦筋が入った。

「たまには実家に顔を出しなさい」と言い残し、桧山父は去っていった。

　取り残された私たちの間に、窒ちっ息そくしそうなほど重苦しい空気が流れる。

「あ……あの」

　恐る恐る、桧山さんに視線を向ける。

　彼の表情からは、何も読み取れない。顔立ちが整っている故に、人形みたいだ。

　こんな無表情の彼を見たことはなく、私の中で焦りが募る。

「す、すみませんでした……。出しゃばった真似をして」

　しかし、桧山さんは無表情のまま黙り込む。

「だって、く、悔しいじゃないですか。あんな言い方されて。桧山さんは全然ダメなんかじゃ――」

「知ったような口を利くな！」

　突然大きな声で怒鳴られて、私はビクッと身体を強張らせる。

　桧山さんは口元を押さえて、目を伏せた。

「ごめん……松井さんを探しに行こう」

　私は咄嗟に腕を伸ばし、桧山さんの上着をつかもうとするが、かわすように身を引き離された。そのまま桧山さんは踵きびすを返して、メイン会場へと向かう。

　私はその背中を呆然と見つめる。

　どうしよう……嫌われた。

　自分のしたことを痛切に後悔する。しかし、時すでに遅し……。










気まぐれなトラ




　翌日。

「今日は遅いですねえ、泉さん」

　加奈ちゃんが小首を傾げると、長い髪がサラリと揺れた。

「おはよう……」

　今日も朝から可愛らしい加奈ちゃんとは対照的に、むくみまくった寝不足全開の顔で出社する。

「あら、ひどい顔」

　加奈ちゃんも私の顔をひと目見るなり、眉をひそめる。

「昨日、ちょっと飲みすぎちゃって」

　私はへへっと力なく笑う。

「昨日、遅くまで飲んでいたんですか？」

「いや、レセプションは九時前に切り上げたんだけど、飲み足りなかったから、そのあと近所のバーに飲みに行ったんだ」

「ああ」と言って、加奈ちゃんは意味深な笑みを浮かべる。

「それで、どうだったんですか？　歳下の彼とは？」

　加奈ちゃんは目を輝かせて、ジリジリ間合いを詰めてくる。

「昨日は……別に何もない」

　いつも、別に何もないんだけどね。

　加奈ちゃんは「まったー！」と言って、私の肩をバシバシ叩く。小柄で華奢なわりに、力が強い。

「そんな寝不足な顔して、何もないとは言わせませんよぉ！」

　そして、興奮して声もデカい。

「おい」

　ギクリとして振り返ると、桧山さんがすぐ後ろに立っていた。顔を見る限りでは、機嫌が悪そうだ。しかも相当。

「なんですか？」

　加奈ちゃんは一転し、警戒の眼差しを向ける。

「交通費の精算やっといて」

　桧山さんは、領収書の束を加奈ちゃんのデスクに放り投げる。

　その瞬間、加奈ちゃんの目が吊り上がった。

「現金で支払った分については、自分で精算してもらえませんか？　法人カードの精算以外は、業務範囲外です！」

「俺、忙しいから」

　桧山さんは悪びれずに、ニコリと微笑む。

　……出た。ブラック桧山。

　私の背筋に冷たいものが走る。

「私だって、忙しいです！」

「ああ、おしゃべりで？」

「なんですって…？」

　加奈ちゃんは愛くるしい顔を引きつらせ、牙きばを向く。『シャーッ』という威い嚇かく音が、今にも聞こえてきそうだ。

「私、やっておきますよ」

　これ以上、揉めないよう、私はそそくさと領収書を回収する。

　桧山さんは「じゃ、よろしくー」と言って、席に戻っていった。

「なんなんですか？　桧山さん！　いつにも増して、性格悪くないですか？」

　加奈ちゃんは、プリプリ怒っている。

　私は加奈ちゃんをなんとかなだめすかしながらも、ご機嫌斜めなのは、やはり昨日の出来事が原因なのかと心配になる。

「あの……」

　パソコンに向かう桧山さんに、声をかける。

「支払い依頼書を作成したので、検印ください」

「ありがとう。そこに置いておいて。あとで持ってく」

　そして「そうだ」と言って、こちらに振り向いたので、思わずドキッとする。

「お礼を兼ねて、立岩地所のメンバーと大使館関係者には、俺からメールしとくわ。そのあとでいいからさ、社内ミーティングの日程を調整してもらっていい？　議題とメンツは、あとでメールする」

「わかりました」

「よろしくー」と言って、桧山さんは再びパソコンの画面に向き直った。まるで取りつく島のないビジネスライクな態度。

　昨日はすみませんでしたぁ！　桧山さんのお父さんって、メチャクチャ怖い人ですね！……なんて気楽に声をかけられない。

　失礼な態度を取ったことを、ちゃんと謝りたい。だけど、そのタイミングは今ではないようだ。機を見て、出直そう。

　私は後ろ髪を引かれる思いで、自分の席へと戻る。

　しかし、謝るチャンスはなかなか訪れることはなく、日にちだけが過ぎていった。




　それから一週間後。

　本日は会社近くの居酒屋で、労働組合の飲み会だ。

　課長職以下である二十代、三十代の営業推進グループの社員が中心となり、半期に一度開催される。

　費用は会社持ちなので、今回の飲み会は若手の大半が参加しているようだ。

　残念ながら、わくわく動物園のおじさまたちは年齢制限により、シャットアウトされてしまった。

　私は加奈ちゃんと美樹さんと、三人で固まって飲んでいる。

「最近桧山さん、性格悪くないっすか？」

　加奈ちゃんは、空のグラスを勢いよくテーブルに置いた。

　そういえば、今日も桧山さんと加奈ちゃんは、一触即発の険悪な雰囲気だったことを思い出す――。




『これ、下請けからお菓子もらったから、あとで皆に配っておいて』

　桧山さんは、加奈ちゃんのデスクに紙袋を置く。最近、この手の雑用を、すべて加奈ちゃんに振るようになった。

『ええ？　自分で配ってくださいよ』

　いつも雑用を押しつけられ、加奈ちゃんは嫌そうに眉根を寄せる。

『じゃあ、お前は食うな』

『伊藤！』と大声で呼んで、桧山さんは巨漢の後輩に紙袋を押しつけた。

　隣で加奈ちゃんがイラ立ちのあまり、キーッと発狂している。

　以前なら、いつも私にお願いしていたのにな。どうやらあの晩以来、私は完全に避けられているようだ。

　以前は何かにつけて絡んできたのに、ここ一週間は仕事以外で、ほとんど口を利いていない。

　……別に、全然気にしてないけどね、嫌われたって。面倒なことを押しつけられなくてセイセイするし……加奈ちゃんには申し訳ないけど。

　私は巨漢の伊藤さんからもらった瓦煎せん餅べいを、前歯でバキッと噛み砕いた――。




「イラつきすぎて、ハゲそうです！」

　加奈ちゃんは頭を抱えて、テーブルの上に伏せた。

「どうどう、加奈ちゃん」

　美樹さんは肩をさすりながら、加奈ちゃんをなだめる。

「一時は歳を取って、ちょっと丸くなってきたかなーと思ってたけど、また急にエッジが効きだして、もう本っ当、大迷惑ですよ」

　加奈ちゃんはピッチャーに入ったサワーを、手酌でグラスに注ぎ足す。キラキラ女子らしからぬ、ヤサグレっぷりだった。




　一次会が終わり、一旦お開きとなる。

　しかし、今日は木曜日で週の後半ということもあり、半分以上の参加者は二次会へ行くようだ。ほどよく酔いの回った男女が入り乱れ、キャッキャとはしゃぎながら店をあとにする。

　私たち三人は座敷に座りながら、その楽しそうな光景をぼんやり眺めている。

「私も二次会行こうかな」

　加奈ちゃんがボソリと呟く。

「珍しいね。イケメンの彼は大丈夫なの？」

　加奈ちゃんは同どう棲せい中の彼がいるので、飲み会は大抵、一次会で帰る。

「最近、帰りが遅いんです。仕事が忙しいみたいで」

　そう言う加奈ちゃんは、どことなく浮かない表情だ。もしかしたら彼とうまくいっていないのかもしれない。この間の女子会でも、そんなことを言っていたし。

　今晩、こんなに荒れているのは、桧山さんだけが理由ではないのかもしれない。

「そういえばさ、加奈ちゃんの彼氏ってどんな人なの？　見たことないなぁ」

　美樹さんが言うと、加奈ちゃんは「ええ～」と言って、頬をほのかに染める。

「写メないの？　どんな人か見たい！」

　私が言うと、「ええー、なんか恥ずかしいなぁ」と言いつつも、バッグをゴソゴソと漁る。案外乗り気だ。「内緒ですよ」と言いながら、スマホに保存してあったツーショット写真を見せてくれた。

　スマホを覗き込むと、想定外の絵面に、私と美樹さんは固まる。

　写真の彼は、色白でぽっちゃりしている。穏やかそうな人相が、昔のお公く家げさまを連想させた。

「なんか、お餅っぽい。柔らかそうな人だね」

　私の率直な感想に、美樹さんはギョッとした表情を浮かべる。

「や、優しそう。包容力ありそうだし」

　美樹さんは、卒なく大人の感想を述べる。

「見ての通り、イケメンじゃないですか？　最近帰りが遅いのは、浮気してるからなんじゃないかって不安なんですよね」

「いや、絶対違うでしょ」

　ボケで言っているのかと思って、私はすかさずツッコんだ。

「誠実そうだもんね！　浮気なんてしないでしょ！」

　美樹さんが慌ててフォローする。

「そ、そうですよね。彼のこと信じてあげないと。イケメンだから不安になっちゃうんです」

　加奈ちゃんは思いつめた表情で、小さくため息をつく。どうやらボケではなく、真剣に浮気の心配をしているようだ。

　美樹さんがフォローしてくれなかったら、危ないところだった。

「あの！　皆さんも二次会に行きませんか？」

　不意に声をかけられて振り向くと、若手男性社員、数人が集まってきた。

「いやー、営業本部の綺麗どころと飲みたい、ってこいつらがうるさくて」

　声をかけてきた男性は、短髪で笑顔も爽やかだ。なかなかいい感じ。

　営業推進グループに、こんなフレッシュな若者たちがいたなんて！

　わくわく動物園の濃いキャラに霞んでしまって、今まで気づかなかった。

「おい！　お前が一番飲みたがってたんだろう！」

　爽やか好青年は、後ろの取り巻きたちに冷やかされると、照れ臭そうに頭をかいた。

　加奈ちゃんは「あらぁ」と言って小首を傾げ、ニコリと可憐に微笑む。まんざらでもないようだ。

「おい、楽しそうだな」

　その時、後ろから鋭い声が飛んできた。

　若手社員たちの背後から、ふらりと長身の男性が姿を現す。

「ひ……桧山さん」

　爽やか好青年は、ギクリと固まる。

「俺も一緒に行っていい？」

　桧山さんは爽やか好青年の肩に腕を回すと、ニッコリと笑顔を向ける。なんだか意味深だ。

　さっきまで賑やかにしていた後ろの取り巻きたちも、急にシンと静まり返る。

「あー！　桧山さんいたぁ！」

　気まずい空気を打ち消すように、甲高い声が飛び込んできた。

　目ざとく桧山さんを見つけた、営業企画部の石川さんとその取り巻きたちが、ブリブリしながらこちらへやってくる。

　私を押しのけると、あっという間に桧山さんを取り囲んだ。

　私は貫かん一いちに蹴飛ばされたお宮みやのごとく畳の上に倒れ込むが、桧山さんはどこ吹く風。

「桧山さぁん、二次会行きましょうよー」

　石川さんは、さりげなく腕を絡ませる。

　桧山さんは「いいね」なんて言って、まんざらでもなさそうだ。

　その顔を見ていたら、無性に腹が立った。私はバッグをつかんで、無言のまま立ち上がる。

「田母神さんは行かないんですか？　二次会」

　爽やか好青年が気を遣って誘ってくれたが、「今日は寄るところがあるので」と、やんわりお断りする。

「まさか！　例の彼に会いに行くんですか!?」

「ま、まぁ、そんなとこ」

　加奈ちゃんが興奮してデッカい声で言うもんだから、私は苦笑いを浮かべ、曖昧に答える。

「あれ、田母神、帰るの？」

　女子に囲まれた桧山さんが、呑気に声をかけてきた。

　その無神経さが、さらに私をイラ立たせる。

「帰ります」

　私はブリザードのような冷ややかな視線で、一瞥してやった。

「なに今の目ぇ！　超、怖くないですかぁ！」

　年増のくせにブリブリした石川さんの声が、背後から聞こえてきて神経を逆なでする。「失礼します」と言い残し、今やカオスとなったその場をあとにする。桧山さんが私の名前を呼んだ気がしたけど、聞こえないフリをした。




　店の外に出ると、風の冷たさに身体がブルリと震え上がった。

　何これ。寒い。ものすごく寒い。

　私は足早に駅へと向かう。途中、顔面に突き刺さるような北風が吹きつけるもんだから、私の目にはじんわり涙が浮かんできた。

　そのままひとり家に帰る気にもなれず、途中でサカバルへふらりと立ち寄る。

「おーかーわーりぃ」

　私がグラスを差し出すと、髭面は渋い顔をする。

「タモ、いい加減にしとけよ」

「何よ！　売るほど酒があるくせに、私に出す酒はないっつーの!?」

　軽く一杯飲んでいくつもりだったけど、いつの間にか、おっさん女子全開でクダを巻いていた。

　坂田は大きく息を吐いた。

「おい、祐樹」

　賢明にも、自分では手に負えないと判断したようだ。

　キッチンから仔犬系男子が姿を現す。

「泉さん、大丈夫？　もうやめておいたら？」

　祐樹くんは、私の手からグラスをそっと取り上げようとする。

　……が、私はワイングラスの持ち手をガッチリつかんで離さない。

「いいじゃない。何もかもうまくいかないんだから、お酒くらい好きに飲ませてよ」

「なんだよ、その人生に行きづまった、中年女性みたいなセリフは」

　坂田がすかさずツッコむ。

「それ、うまく例えたつもりかもしれないけど、全然例えてないからね。そのものだから」

　私が恨みがましい視線をじっとりと向けると、坂田はハハッとおかしそうに笑う。

「何言ってるの。泉さんは、女盛りでしょ」

　祐樹くんはニコリと微笑みながら、赤ワインのおかわりをグラスに注いでくれた。

「ありがとう……」

　営業トークが、いつもより胸に染しみ入る。それくらい、今日の私は弱っているってことか。

　この数日間、桧山さんと話したくて謝りたくて、ずっとヤキモキしていた。

　だけど、桧山さんは私を避けているのか、仕事以外でまともに話す隙を与えてくれなかった。さすがデキる男。

　だから今日、お酒の力を借りて、桧山さんと少しでも話がしたかったのに……。

　涙がじんわり滲んできたので、私はワインと一緒に体内に押し込めようとする。

　そもそも、桧山さんは私と話すことなんて何もないからね。

　お堅い私に気まぐれでちょっかいを出して、面白がっていただけなんだ。それなのに、男性に免疫のない私は、ちょっとだけ特別な存在なのかなー……なんて厚かましくも勘違いしてしまった。

　その結果、おっかない父親の前で、あんな出しゃばった態度を取っちゃって。

『知ったような口を利くな！』

　桧山さんに言われたセリフを思い出すと、胸がズキリと痛む。

　桧山さんは私にこれ以上誤解されないように、ほかの女子と同じ扱いをして、キッチリ一線を引いてみせている。〝もう俺にかまうな〟ということなのだろうか。

　……だったら、ハナッから手を出すなって話でしょう！　私が面倒臭い女だってことがわからないほど、鈍臭い男じゃないはずなのに。

　グラスのワインを、一気に飲み干す。

「おかわり！」

　私がグラスを差し出すと、坂田は嫌そうに思いっ切り眉をひそめる。

「ダメだ！　今日はもう帰れ！　もう潰れる寸前だろ？」

　坂田は有無を言わさず、カウンターの上にお冷を置く。

「そんなころ、らいもん」

　私は毅然に言い返したつもりだが、うまく呂律が回らない。

「立ってみろよ」

　言われた通りにスツールから立ち上がるが、足元がふらつく。よろめきながらカウンターに寄りかかった。

「ほら、な？」

　坂田は不機嫌そうに、スッと目を細める。さすが、たんぽぽ組からの付き合いだ。

「じゃ、お会計はこれで」

　カウンターに肘をつきながら、バッグから財布を取り出す。

　そのまま財布を預けると、坂田は必要な金額を抜き取って、おつりを小銭入れに入れておいてくれた。明日、私が騒ぎださないよう、領収書もつけておくという念の入れよう。

「それじゃ、邪魔したね」

　帰ろうとして踵を返した拍子に、バッグを落として中身を床にぶちまけてしまった。

　すかさず祐樹くんがカウンターから出てきて、一緒に拾い集めてくれた。

「店長、俺もう上がっていいすか？　ついでに泉さんを送っていきます」

　坂田は、眉をピクリと痙攣させる。

「ま、もう店も締めるからいいんだけど、さ」

　どうやら私が、この日最後のお客さんだったようだ。

「大丈夫ですよ。俺、泉さんみたいな面倒臭そうな女性、苦手ですから」

　祐樹くんはニコリと微笑む。

　なんか笑顔はすごく可愛いのだけど、すごく失礼なことを言われた気がする。

　だけど酔っ払いの私はそんなことどうでもよくって、いちいち気にとめない。

「祐樹くん、上がりなら一緒に帰ろー。コンビニで肉まん奢ってあげるー」

　一緒に帰れることが嬉しくて、私はニコニコ笑う。

「俺、ピザまんがいいなぁ」

　私たちのやり取りを見て、坂田は呆れたようにため息をついた。




　私と祐樹くんは肉まんとピザまんをかじりながら、夜道を並んで歩く。サカバルから自宅までは、歩いて十分足らずの距離だ。

「寒いねー」

　今日は散々な一日だったけど、こんな可愛い男の子に送ってもらえたことが唯一の救いだ。

　祐樹くんはリュックを背負い、私のバッグを肩にかけて、片手でしっかり身体を支えてくれている。細いと思っていたけど、そこはやっぱり男の子。力は強いようだ。

　そういえば、桧山さんの手も大きかったっけ。繋いだ時も、私の手をすっぽり包んでしまうくらい。

　硬い手の感触を思い出すと、また泣けてきたので、涙を押し込めるように肉まんにかぶりついた。

「じゃ、今日はありがとう。迷惑かけてごめんね」

　マンションの前まで辿り着くと、私は祐樹くんの腕からスルリと逃げるように身体を離す。ここでべったりしたら、祐樹くんに怖がられてしまう。

　でも、祐樹くんは私のバッグを肩にかけたまま、返す素振りを見せない。

「あの、バッグありがとう」

　しかし、祐樹くんはニッコリ微笑んだまま返そうとしない。

「もう大丈夫だから……バッグを」

「もしかして、ヤケ酒の原因は例の上司さん？」

　祐樹くんは小首を傾げて、私の顔を覗き込む。

　一瞬、なんのことを言われたのか意味がわからず、キョトンとする。

「また、何かひどいことを言われたんだ」

　祐樹くんは口の端を上げて挑発するように笑いながら、続けざまに質問してくる。

「別に……関係ないでしょ」

　いつもと違った不躾な態度に違和感を覚えて、素っ気ない口調になる。

「泉さん、肉まんがついてるよ」

　祐樹くんは身を屈めて、私の口元をペロリと舐める。

　一瞬何が起こったのか、酔っ払った頭では理解ができず、私はビシリと固まった。

「取れた」

　そして、至近距離でいつもとちょっと違った、妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

　こ、この色気、仔犬じゃあ、ない。

「忘れさせてあげよっか？　上司さんのこと」

　再び可愛い顔が、さらに迫ってくる。

　ああ……やっぱり若い子って、近くで見てもお肌がツヤツヤ。

　三十過ぎると、桧山さんですら目尻にうっすらちりめん皺が見えるもんね。プレイボーイも寄る年波には勝てないのか。

　なんて思っているうちに、唇に柔らかな感触が重なる。私のやさぐれた心に、人肌のじんわりした温もりが伝わる。

　……なんか心地いいな。ひとりであの汚い部屋でメソメソして過ごすくらいなら、このまま流されちゃってもいいかもしれない。

　そんな私の邪よこしまな思考とは裏腹に、急に温もりが唇から離れていく。

「ひどい。泣くほど嫌？」

　祐樹くんは目を細めて、私に非難の視線を向ける。

「は……？　へ……？」

　私は驚いて手の甲で頬を拭う。いつの間にか、目から涙が溢れていた。

「ごめん、違う。嫌だったわけじゃないの」

　そう言っても、頬を伝ってボタボタと涙が落ちる。

　頭の中では成り行きに身を任せようかな、なんて考えていても、自然と身体が拒否していた。桧山さん以外の人を。

　祐樹くんはそんな私を見て、呆れたように大きく息をつく。

「そんなに好き？　あの人のこと」

「……わからない」

　私は口元を押さえて、首を横に振る。

　……嘘。私は桧山さんが好きだ。

　それも、ちょっと素っ気なくされただけで、こんなにみっともなく取り乱すくらい。

　いつも強引で横暴で人をからかってばかりいるけど、いざという時は誰よりも頼りになる。桧山さんは、私にはない強さを持っている人だ。それでいて、自分の容姿の魅力を熟知しており、甘え上手なところがまた心憎い。

「祐樹くんは、私みたいな面倒そうな女は苦手だって言ってたじゃない」

「あ、ちゃんと聞こえてたんだ」

　祐樹くんはテヘッと笑ってごまかす。

「あの上司みたいな俺様タイプって嫌いなんだ。泉さんを寝取られたら、悔しがるかなぁって」

　祐樹くんは悪びれることなくニコリと笑って、私の髪をサラリと指で梳とく。

　い、意外と邪悪……！

　私は警戒の視線を向ける。

「別に桧山さんは私がどこかの馬の骨と、どうにかなったって、悔しがったりしないと思うけど」

「そーかなぁ」と言って、祐樹くんは口元に手を当てる。

「でもさ、泉さんって意外と可愛いとこあるんだね。一途で身持ちが堅いってとこもなかなかそそられるよ」

「はぁ？」

　私は思いっ切り眉根を寄せて、聞き返す。

「またお店に来てよ」

「何言ってんの？　当分行かないから」

　私は今にも噛みつきそうな顔で言うと、祐樹くんからバッグを引ったくる。

「待ってるよ、泉さん」

　祐樹くんは小首を傾げ、ニッコリ微笑む。仔犬だと思って油断していたけど、可愛い顔してなかなか食えない男だ。

　私は彼を一瞥すると、背を向けてマンションへと入った。

　いろいろなことがありすぎて、きっと今夜も眠れないだろう。










手負いのケモノ




　翌日。

　やっぱり昨日はよく眠れず、いつもより早めに目が覚めてしまった。

　まだお酒が抜け切れていない中、オフィスに到着し、時計を見ると午前七時三十分。

　今朝は私が一番……と思いきや、珍しく桧山さんの姿があった。

　いろいろな事情が絡み合って、なんとなく顔を合わせづらい。

「おはようございます」

　挨拶すると、桧山さんは咳き込みながらこちらへ振り向く。

「ああ……おはよう」

　なんだか関取みたいな声をしている。

「どうしたんですか？　声がかすれてますけど。風邪ですか？」

「ちょっとな」

　昨日は酔ってはしゃいで、またどこぞやの女の家に連れ込まれ、風邪をひいたのかもしれない。

　ひとりで勝手に妄想にふけり、ひとりで勝手に嫉妬する。

　桧山さんは、本当に面倒な女に手を出したものだ。

　私は自分のデスクに荷物を置くと、引き出しを開けて、中からのど飴あめが入った袋を取り出す。

「これ、よかったらどうぞ。食べかけですけど」

「え？　いいの？」

　桧山さんが驚いたように目を丸くしていたので、思わず笑ってしまった。

「大げさですね」

　すると突然後ろから「おやおやおやー！」と、朝から暑っ苦しい声が聞こえてきた。

　振り向くと、オコゼ顔の佐々木さんが出勤してきたところだった。

「今日は一緒に出勤かぁ！」

　私たちの間に流れる微妙な空気を読んでほしい……。

　射るような鋭い視線を向けると、オコゼ顔はビクリと固まった。

「佐々木さん、それはセクハラですよ？」

　桧山さんは笑顔こそ浮かべているものの、毅然とした口調で言う。

「俺も最初は一緒になって面白がっていましたけど、彼女は本当に精神的な苦痛を訴えています。このままでは俺たちはまとめてコンプラ一一〇番に通報されかねません」

『コンプラ一一〇番』とは、人事部が開設したセクハラ・パワハラ・モラハラなどの、あらゆるハラスメントに対応する相談ダイヤルだ。

「そんなつもりじゃないんだ、いずみん。俺たちを……俺たちを……嫌いにならないでくれ」

　佐々木さんは青い顔をして、首をプルプル横に振る。

「そんな、皆さんよくしてくださるのに、嫌いになるわけないじゃないですか。だけど、大きな声で冷やかしたりしないでいただけると助かります」

　また変な噂が広がっちゃうからね。

「わかった！　静かに愛を育みたいんだな！　その気持ちはよぉくわかった！　俺も男だ！」

　……いや、違う。全然わかってない。

　しかし、いちいち否定するのも面倒なので、「ひとつよろしくお願いします」と言ってペコリと頭を下げて、そそくさとその場から立ち去る。

　給湯室へ行くと、戸棚からコーヒーメーカーを取り出した。フィルターをセットして、水を注ぐとスイッチをオンにする。

　おじさまたちにすごく喜ばれるので、時間がある時は出社したらコーヒーの用意をするのが、なんとなく日課になっている。

　コーヒーがフィルターを通してポタポタ落ちてくると、香こうばしい香りが漂ってきた。

　しかし、さっきのは一体何？

　佐々木さんのセクハラを注意していた、桧山さんを思い出す。

　動物たちに冷やかされて精神的に苦痛なのは、自分のほうなんじゃないの？　ずいぶん嫌われたもんだな。

　コーヒーがポットにたまっていくのをぼんやり眺めていると、桧山さんがゴホゴホと咳き込みながら、姿を現した。

「あ、いたいた」

　どうやら私を捜していたようだ。

「あのさ、風邪薬とか持ってない？」

　言っているそばから、桧山さんはゲホゲホと咳き込む。

「熱は？」

「測ってないから、わからない」

　私は手を伸ばして桧山さんの額に触れると、もう一方の手を自分の額に添える。

「熱いです。絶対、熱がありますよ」

「あ、やっぱ？」と言って、桧山さんはへラリと笑う。

　私が手を離そうとすると、桧山さんに手首を押さえられた。

「田母神の手、冷たくて気持ちいい。もうちょっとこのままでいて」

　桧山さんは苦しそうに息をついた。

　こんな時になんだけど、ちょっと萌える。指先から桧山さんの熱が伝わってくるようで、私の顔も熱くなる。

「帰ったほうがいいですね」

「今日は支店長会議があるんだ」

　桧山さんは肩をすくめながら言う。

　支店長会議とは全国にある各支店の支店長が、一堂に集う四半期に一度の結構大きな会議である。

　……そんな時に風邪をひくとは。桧山さんに同情の視線を向ける。

「でも、会議に出席したら皆に、風邪うつしちゃいますよ？」

「そうだな」と言って、桧山さんは力なく笑う。

　いつものような覇気は感じられず、顔色も悪いので、見ているこっちもつらくなってくる。

「あまり無理しないでくださいね」

「田母神……」

　桧山さんはブラウンの瞳で、私をじっと見つめる。

　その時、廊下から女性の話し声が聞こえてきた。

　私はビクリと身体を強張らせ、慌てて桧山さんの額から手を離した。

「マスクがありますから、あとで持っていきますね。それと十時になったら医務室が開くので、産業医の先生に診みてもらってください」

　桧山さんは「わかった」と言って、小さく頷いた。

「はい、どうぞ」

　私は紙コップを戸棚から取り出すと、淹いれ立てのコーヒーを注いで手渡す。

「ありがと」

　その声はやっぱり関取みたいだけど、ホッとしたように笑うその顔は、やっぱり可愛らしくて胸が高鳴る。

　まいった……そんな顔されちゃ、諦め切れなくなる。




　オフィスに戻り、メールチェックをしていると、「田母神ー」と私を呼ぶ関取みたいな声が聞こえてきた。

「なんですか!?」

　私は鋭い目つきで振り返る。

「さっきもらった風邪薬、全然効かないみたいなんだけど」

　知らんがな！　私は医者じゃない！

　今日の桧山さんは執拗に私に絡んでくる。避けられていたのが嘘みたい。

　最初のうちこそ、風邪で苦しんでいる姿を見て優しく接していたものの、十分おきくらいに声をかけられるものだから、全く仕事にならない。いつの間にか、扱いがどんどんおざなりになってきた。

「さっきあげたマスクしてないじゃないですか！」

「だってマスクって、苦しくない？　カッコ悪いし」

　そう言っているそばから、「ふぇっくしょい！」と大きなくしゃみをする。

　隣に座る加奈ちゃんが、嫌そうに思いっ切り眉をひそめた。

「ほら、早くマスクして！」

　私はデスクからもう一枚マスクを取り出すと、桧山さんに無理やり装着する。

「もう十時過ぎたから、医務室行ってください」

「これから会議だから、そのあとに行くわ」

　桧山さんは鼻を啜りながら、ホワイトボードに行き先を記入すると、フラフラしながら会議室へ行ってしまった

「まさに手負いのケモノですね」

　隣の加奈ちゃんが、ボソッと呟く。

　私は意味がわからず眉根を寄せた。

「弱っている時こそ、安全な場所へ行くんですよ」

「それは、森にある洞穴的なもの？」

　加奈ちゃんはコックリ頷いた。

「雑用は私に押しつけてきますけど、弱った時には寄りつきもしない。なんだかんだいって、桧山さんは泉さんのことを一番信頼してるんですよ」

「そうなのかな」

　……そうだったら嬉しいんだけど。私は笑って曖昧にはぐらかした。




　桧山さんが会議に行くと、仕事がはかどるはかどる。イキイキと業務をこなしていると、内線が鳴る。

「はい、営業本部、田母神です」

『あ、いずみん？』

　受話器から、木彫りの小日向さんの声が聞こえてきた。

『桧山の荷物持って、医務室に来てくれる？』

　私の心臓が大きく波打つ。

「どうかしたんですか？」

『桧山が会議中に、高熱でぶっ倒れた』

　頭の中が一瞬、真っ白になった。ああ、私が仕事をするのを止めていたら……と、後悔の念に駆られる。

「すぐ行きます」とだけ言い残して、私は慌てて電話を切った。

　桧山さんのデスクに行って、慌てて荷物をまとめる。

「桧山さん、どうかしたんですか？」

　桧山さんの荷物を両手に抱える私を見て、加奈ちゃんが声をかけてくる。

「熱で倒れたって」

「まったく人騒がせな男ですねぇ」

　なんて気楽にこぼす加奈ちゃんのお小言を「まったくだね」と、適当に受け流し、慌ててエレベーターホールに向かう。

　到着したエレベーターに乗り込むと、医務室のある三階のボタンを押した。

　本当につらかったんだ……桧山さん。あんな冷たくあしらわなきゃよかったな。もっと優しくしてあげればよかった。

　桧山さんの荷物を両腕でギュッと抱きしめると、彼が愛用しているコロンがほのかに香った。

　そして、医務室に駆けつける。

　中にはベッドが二台置かれており、白いカーテンで仕切られている。

　カーテンを開けると、ベッドのそばに座っている木彫りが、こちらに振り向いた。

「いずみん！　待ってたよ！」

　木彫りの小日向さんは、私を見るとホッとしたような笑みを浮かべる。

　桧山さんはベッドの上で、真っ白な顔で眠っていた。

「桧山さんは大丈夫ですか!?」

「大丈夫。熱は高いけど、インフルエンザの検査も陰性だったみたいだよ」

　小日向さんの言葉を聞いて、少しだけ肩の力が抜けた。

「そんなわけでさ、いずみん、あとはお願いしてもいいかな」

　木彫りはいそいそと席を立つ。

「はい？」

「実は支店長会議を抜けてきていて。発表の順番を遅らせてもらっただけで、まだ終わってないんだ」

「わかりました。タクシーを呼んで、帰れるよう手配します」

「ありがとう！　助かった！」

　小日向さんは、手のひらを合わせてペコッとおじきすると、慌てて会議へと戻っていった。

　タクシーを手配して到着するまでの間、桧山さんの寝顔をじっとりと眺める。

　熱は、三十九度過ぎまで上がっているそうだ。

　ふっくらとした形のよい唇からは、時折、苦しそうに息が吐き出され、つらそうだ。

　私がそっと額に手を当ててやると、桧山さんはうっすら目を開けた。

「……泉？」

「大丈夫ですか？　もう少ししたらタクシーが来ますからね」

「ここは……？」

「医務室です。支店長会議の途中で、倒れたみたいです」

「そっか」と呟き、桧山さんはイラ立たしげに髪をクシャリとかき上げる。

「泉、額触ってて。気持ちいい」

「はいはい」と言って、私は額にかかった髪を払うように撫でてやる。

　桧山さんはホッとしたように、再び目を閉じた。

　不謹慎だけど、弱っている時に甘えてくる桧山さんは、また格別に可愛い。私だけに懐く猛獣のような感じ。

　そこで私はハッとする。危うく、また勘違いするところだった。

　別に、私だから甘えてくるわけじゃない。私が女だから、甘えてくる。ただそれだけのこと。

　この男は、女性に甘える性質が、ＤＮＡにしっかりと組み込まれているらしい。

　だとしても、ちょっと役得だな。

　タクシーが来るまで、私は桧山さんの頭を撫でてやった。




　今日のランチは、高級中華料理店の限定メニューである、激辛担たん々たん麺めんを食べに来ている。

「ぶはぁ」

　深いため息をつき、担々麺を啜る。

「なんなの？　そのお通夜みたいな顔は」

　同期の真奈は眉間に皺を寄せ、行儀悪く指し箸で指摘してきた。

「いや……別になんでもない」

「どーせ、桧山さんのこと心配してるんでしょ？」

　真奈にも、桧山さんが倒れて早退したことをさっき話した。

　タクシーに乗り込む時、桧山さんが捨てられた仔犬のような目で、私を見ていたことを思い出す。

「メールした？」

　真奈の問いに、私はコックリ頷く。

「でも返信が来ないの。家で倒れてたらどうしよう」

　玄関に入った瞬間、スーツ姿で生き倒れになっている桧山さんを妄想したら、なんだかいても立ってもいられない気持ちになる。

　しょぼくれながらスープをひと口飲むと、本当に驚くほど激辛だ。

　飲み込んだ瞬間にむせてしまい、慌てて水を口に含む。

「じゃあ、様子を見に行ってくれば？」

　真奈は小首を傾げて、可愛らしく言う。

「無理だよ。家も知らないし」

　私はケホケホしながら、涙目で言う。

「同じ部だったら、調べればすぐにわかるでしょう」

　……まあ、それはそうなんだけどさ。

「でも、いきなり家に来られたら怖くない？」

「大丈夫でしょ。ちょっと引くくらいだって」

　真奈は表情ひとつ変えることなく、ケロリと言ってのける。

　いやいやいや、全然よくない。しかも絶対〝ちょっと〟じゃないし。連日の様子を見ると、通報されかねない

「だって心配なんでしょ？　手土産でも持って、会いに行けばいいじゃない。迷惑がられたら、サクッと帰ってくればいいし」

　真奈は、いとも簡単に言ってのける。

「無理だよ。絶対、無理。無理だもん！」

　必死で拒否する私を見て、真奈はスッと目を細め、ため息をつく。

「泉はさ、いっつも待ってるだけだよね。だから彼氏が八年間もできないんだよ」

　真奈はお上品に担々麺を啜りながら、サラリと失礼なことを言ってくる。

　それはそうかもしれないけど、そんな言い方しなくたっていいじゃない。

「仕事だって、自分から『こういうことがしたい』って希望を出したことある？」

　……正直、ない。

　仕事でも真奈みたいに、人に胸を張って言えるような実績なんて、ない。私はムッツリ黙り込む。

「確かに泉はすごいよ。絶対に失敗しないもん。仕事もプライベートも」

　真奈はふうっと息を吹きかけて、担々麺を冷ます。

「だけどそれって、裏を返せば『自分からは何もしてない』ってことじゃない？　自ら行動を起こさないと、失敗もしないでしょ」

　真奈は大きな瞳で、私の目をまっすぐに見据える。

　まるで、すべてを見透かされているような気分になる。悔しいけど反論できない。だって、その通りだから。

　私は何も言い返せないまま、ズルズルと担々麺を啜る。

　任された仕事は、完璧にこなしてきた。だけど、古巣を追い出された。素敵な男性が現れて、今の場所から連れ出してくれることを待っていた。だけど、誰も私に手を差し伸べてくれなかった。

　そして宙ぶらりんのまま、今に至る。

「今みたいに悶もん々もんと思いあぐねて心配しているくらいなら、いっそ様子を見に行ってキモがられたほうがいいじゃない」

　キモがられるのは、ちょっと嫌かも。

　そこで私はハッとする。

「確かにキモがられたらキモがられたで、桧山さんにキレイさっぱり嫌われて、女子からのいじめに遭わなくて済むかもね！」

　それはそれで、悪くない。

「その考え、ネガティブだかポジティブだかわからないわ」

　真奈は、ギュッと眉間に皺を寄せる。

　こうなったら、正々堂々とキモがられよう！

　決意新たに、激辛担々麺を勢いよく啜ると、再びむせた。

　お昼から戻ると、デスクの引き出しを開けて、総務業務で引き継いだ社員名簿を取り出す。個人情報の不正利用だけど、緊急事態なのだから仕方ない。

『東京都中央区佃つくだ――……ムーンアイランドパークタワー　三七一五号室』

　桧山さんはここにいる。

「今朝から腹痛に襲われて、嘔吐と下痢が止まりません。病院に行くので帰ります」

　松井課長は外出中なので、木彫りの小日向さんに、早退する旨を伝えておく。

「そのわりには滑かつ舌ぜつがいいけど」

　小日向さんにツッコまれる。

「そんなことはありません。朝から仕事が手につきません」

「またまたー、そんなこと言って、桧山の看病にでも行くんじゃないの？」

　木彫りにも、あっさり見破られるとはな。

「一切、関係ありませんが何か」

　動揺をひた隠し、ブリザードのような冷ややかな視線で小日向さんを見据えると、木彫りは凍って氷の彫刻になる。

　小日向さんは「お大事に」と言って、それ以上、何も聞いてこなかった。

「大丈夫ですか？　泉さん」

　デスクに戻ると、加奈ちゃんが尋ねてくる。

「多分、病院に行けば治ると思う」

「でも激辛担々麺、食べに行ったんですよね」

「うん、美味しかったよ」

　加奈ちゃんはイマイチ納得がいかないような顔をして、首をひねる。

　何か言われる前に「お先に失礼します」と言って、そそくさとフロアをあとにする。嘘をついて会社をサボるなんて、入社以来、初めてのことだった。




　会社を出て地下鉄を乗り継ぎ、桧山さんの家の最寄り駅に、三十分ほどで到着する。

　駅前は飲食店や様々な店舗が並んでいて賑やかだが、一本通りに入ると、閑静な住宅街になっていた。

　小学校と隣接した公園を通り抜けると、桧山さんが暮らしているとおぼしきマンションの前に到着した。

　ずいぶん、いいところに住んでんじゃない。

　口をポカンと開けて、ムーンアイランドパークタワーを見上げる。

　名前だけがご立派なアパートにでも住んでいるのかと思ったけど、目の前にあるのは、名前に引けを取らないくらい、ご立派なタワーマンションだった。外から眺めただけでは、それこそ何階建てなのかわからないほど高い。エントランス前の植え込みも、手入れが行き届いており、公園のようだ。

　この物件がうちの給料で住めるものなのか、甚はなはだ疑問に思う。もしかして桧山さんって、いいとこのお坊ちゃんなのだろうか。

　ひとまず、建物内に入ろうとしたが、エントランスでいきなり立ち往生した。

　さすが高級物件……オートロックがついていて、セキュリティもバッチリね……。

　見たところ、鍵は暗証番号を入力して解除するタイプのようだ。

　当たり前だが、私がその番号を知る由もないので、ひとまず外付けのインターフォンで呼び出すことにする。部屋番号を入力し、呼び出しのボタンを押す。

　しばらく待ってみるものの、応答はない。

　何度かそれを繰り返してみたけれど、結果は同じだった。

　どうしたものかと不審者のようにうろついていると、ランドセルを背負った女子小学生が通りかかる。

　しめた！

　女の子がオートロックを解除すると、素知らぬ顔をして後ろからくっついていき、一緒にマンションの中へと入った。

　エントランスホールには、アンティーク調の応接室セットが置かれており、天井からは豪華なシャンデリアがぶら下がっていた。まるで、ヨーロッパのお屋敷にでも来たみたい。

　もの珍しそうに辺りを見回しながら、前を歩く小学生についていき、一緒にエレベーターに乗り込んだ。

　三十七階で降りると、絨じゅう毯たんが敷きつめられた、ふかふかした廊下を早足で歩いていく。目的の三七一五号室を発見し、私はその前で立ち止まった。

　表札も『桧山』になっているので、この部屋で間違いないだろう。

　インターフォンを鳴らしてみたものの、やはり応答がない。

　まさか……！　本当に倒れていたらどうしよう!!

　よからぬ妄想に駆り立てられて、ヤミ金の取り立てのごとく執拗にインターフォンを鳴らす。しばらくすると、部屋から物音が聞こえてきた。

『……はい』

　桧山さんの声だ！

「あの！　田母神です！」

　声を張って言うが、ドアは開くどころか返答すらない。

　え？　嘘……本気で入室拒否？

「ちょっと！　開けなさいよ！」

　午後休を取ってきたのに……しかもサボりで。無視するなんてあんまりだ。

　私はムキになって、インターフォンを連打する。

　鬼畜の桧山三ヶ条もダテじゃないな、と思った。本当に家まで押しかけるアグレッシブな女っているんだ。しかも、自分がそうなるとは、夢にも思わなかった。

　ドアの前で騒いでいると、解錠する音が聞こえてドアがそっと開いた。

　その隙を突いて、私はドアに足を挟み込む。隙間に身体を滑り込ませ、半ば強引に中に入り込んだ。

「お疲れさまです。桧山さん」

　そして追い出される前に、後ろ手でドアを閉める。

「どうして……ここに？」

　桧山さんは唖あ然ぜんとしている。グレーのセットアップのスウェットを着ていて、完全に部屋着姿だ。

　いつも整っている髪はボサボサで、顔はやつれて青白く、生気がない。

「お見舞いに来ました」

　私は気恥ずかしさを押し隠すように、ニッコリ微笑む。

　桧山さんは諦めたように「どうぞ」と言って、中に入るよう促した。

「わぁー！　素敵なお部屋ですね～！　おっしゃれ～！」

　気まずい雰囲気を払ふっ拭しょくするため、ここはひとつおだててみる。

　実際に、驚くほどリッチな物件だ。ざっと見たところ、間取りはひとり暮らしでは持てあましそうな２ＬＤＫ。

　リビングはモノトーンのインテリアで統一されていて、ショールームのように洒落ている。

　間続きになっているダイニングには、赤茶色いウォルナット材のテーブルと、椅子が四脚置かれている。キッチンは対面式になっているが、使っていないのかピカピカで、生活感があまりない。

「何年ローンですか？」

「もらったから、わからない」

　……は？　誰がくれるの？　家なんて。

　心の中で密かにツッコんでみるものの、急に押しかけたうえに踏み込んだ質問なんて、怖くてできない。

「何か飲む？」

　桧山さんはふらつきながらも、キッチンの食器棚に手をかける。

「そんなお気になさらず、寝ていてください」

　お見舞いに来た私がもてなしてもらうわけにもいかないので、ひとまず寝室で休ませることにする。

　桧山さんは寄りかかるフリをして、腰に手を回してきた。

「看病してよ、泉」

「あの、風邪がうつるので、あまり近づかないでもらえますか？」

　私は腕に力を込めて、グイッと身体を押しやる。

　どうやら、リビングの隣が寝室になっているらしい。

　桧山さんに断ってからドアを開けると、広々とした部屋の中央に、ダブルベッドがデーンと陣取っていた。

　その隣に黒の作業用デスクと、赤いひとり掛けソファが配されている。その反対側一面はクローゼットになっているようだ。

　この寝室だけで、私の部屋の二倍はありそう。

　日本の格差社会を体感する。

　桧山さんは、広々としたベッドにゴロリと横たわる。

　私はふわふわした軽やかな羽毛布団を、上からかけてやった。

　グッと手足を伸ばす桧山さんは、なんだかとっても快適そう。

　お坊っちゃまの桧山さんを、私の狭いベッドに寝かせたことを、今さらながら申し訳なく思ってしまった。ベッドサイドに赤いソファを移動させて、私は腰を下ろす。

「それでさ、何しに来たの？」

　桧山さんは子どものような純粋な目で、私をまっすぐ見つめながら尋ねる。

「だから、お見舞いに来たんですってば」

　焦るあまり、着の身着のまま手ぶらで来てしまった。

　私としたことが……痛恨のミス……！

「どうして、うちがわかったんだ？」

「以前、書面を転送した時の伝票がそのまま残っていましたので」

　まさか社員名簿を見た、とは言えない。

「マンション内にまで入ってくるとは思わなかった」

　そして、小学生についていき、不法侵入でここまで来たと言えば完全アウト。警察へ通報されるに違いない。

　私はごまかすように髪をかき上げながら微笑むと、桧山さんは呆れたようにため息をついた。

「会社は？」

「午後休、取りました」

　桧山さんは「ふーん」と言って、探るような視線で私を見つめる。

「そんな心配だったんだ、俺のこと」

「はい」とキッパリ答えると、桧山さんは不意を突かれた様子で、目を大きく見開く。

「玄関で行き倒れになっている姿を妄想したら、いても立ってもいられなくなりました。奥さまのいる小日向さんならともかく、桧山さんはほら！　独りぼっちじゃないですか！」

　キモがられないようにごまかそうとしたら、『独り』をやたらと強調してしまった。

　桧山さんは不満げに目を細める。

「じゃあ、伊藤が倒れてもお見舞いに行くのかよ」

「彼女が看病してくれるから、行きません」

　私の答えに、桧山さんは「ええ!?」と聞き返し、目をむいた。

「痩せてる時は、イケメンだったらしいんで」

　今や、その片鱗すら残っていないけど。

　さすがに巨漢に彼女がいたことには、ショックを隠し切れないようだ。

　私も初めて聞いた時は、正直荒れた。

「しかも来るんだったら、メールくらいしろよ」

「すみません……」

　桧山さんは、やっぱり怒ってらっしゃるようだ。

　そりゃそうだよね。不意打ち同然で、突然押しかけられたんだもん。

「こんな変な格好してるとこ、人に見られたくないだろ。着替えようとしたら、執拗に騒ぎ立てるし」

　あ、だからすぐにドアを開けてくれなかったのか。てっきり入室拒否されたのかと思って、焦ってしまった。

　私はごまかすようにテヘッと笑う。

「でも、私の部屋着に比べたら、すっごくオシャレだと思います」

　桧山さんは、パーカーにスウェットというラフな格好だけど、細身のシルエットでどことなく今風だ。

　私の着古したロングＴシャツとダルダルのスウェットとは、雲泥の差。

「あー……あれは確かにひどかったなぁ」

　桧山さんは遠い目で言うと、苦しそうに息を吐いた。急に押しかけられて機嫌が悪いのかと思っていたけど、なんだか顔色も優れない。

「じゃあ、そろそろお暇しますね」

　私はバッグを持って席を立つ。無事な姿を確認できたので、長居は無用だ。

「え……もう帰るの？　お前、本当に何しに来たんだよ」

　桧山さんはギョッとして、私を見上げる。

「お見舞いは病人の体調を気遣って、早めに切り上げるのがセオリーですので」

「相変わらず空気が読めないな、マニュアル女」

　病気にもかかわらず、憎まれ口を利いてくる。

　そんな彼を横目で一瞥し、「お邪魔しました」と言って立ち上がろうとすると、不意に手をつかまれた。

「もうちょっと……いてよ」

　桧山さんは、ボソッと呟く。驚いて振り向くと、照れているのか風邪のせいか、その頬はほのかに赤く染まっていた。

　弱って甘えてくる桧山さんを置いて帰るなんて、できるはずがない。

「それじゃあ、看病に必要そうな物を買ってきますね。何か欲しい物はありますか？」

「スポーツドリンク」と言って、桧山さんは安心したように口元を微かすかに綻ばせた。




　ひとまずマンションを出て、桧山さんに教えてもらった近所のドラッグストアに行ってみる。

　薬は病院で処方してもらったらしいので、栄養ドリンクやおでこの冷却シート、体温計などの看病グッズを買った。

　帰りがけに、マンションの向かいにあるスーパーの『激安！』という看板に踊らされて立ち寄る。数十分後、両手に大きな買い物袋を提げて、店をあとにした。

　暗唱番号もバッチリ教えてもらったので、今回は不法侵入することなくマンション内に入ることができた。大量の荷物を抱えて、部屋へ戻る。いろいろ見ていたら、小一時間ほどかかってしまった。

　そっと寝室のドアを開けて中に入り、桧山さんの様子を見ると、健やかな寝息をたてて眠っていた。きっと、体力を消耗したのだろう。

　起こさないように、買ってきた冷却シートをそっとおでこに貼った。

　寝室をあとにすると、私はキッチンへと向かう。桧山さんが起きた時に、少しでも食事を口にできればと、夕飯の支度に取りかかる。

　ひとり暮らしをしているので、料理は苦手ではない。しかも、こんな広くて綺麗なシステムキッチンを使えるなんて。

　髪を後ろでひとつに束ね、腕まくりして気合いを入れた。




　食事の支度が整うと、寝室にいる桧山さんを起こしに行く。

「おい、なんだよ、これは」

　キッチンに姿を現した桧山さんは、薬が効いたのか、だいぶ顔色がよくなった。しかしながら、テーブルの上に並んだ料理を見て、大層不満げだ。

「夕飯ですが、何か」

「これは？」

　桧山さんは、高級和牛のステーキを指差す。

「私の分です」

「これは？」

　その向かいに並んだ、塩むすびと味噌汁、ぬか漬けを指差す。

「桧山さんの分です」

「ずいぶん格差があるんじゃないか？　俺と泉の住居くらい」

　……やっぱり、ひと言余計だ。

「桧山さんは病人なんですから、消化にいい物を食べないと。片や、私は健康ですので、好きな物を食べます」

　ステーキ用の和牛が激安スーパーで半額になっていたので、つい買ってしまった。

「本っ当、空気の読めない女だな」

　桧山さんはブツクサ文句を言っていたけど、聞こえないフリをした。

「いただきます」と言って、私は和牛ステーキに箸をつける。

　ひと口食べると、軟らかくてとってもジューシー。いつも食べている固いお肉とはやっぱりひと味違う。

「美味しい！　やっぱり、高級物件で和牛をいただくと、ちょっとリッチな気分になりますね」

　私はご機嫌でステーキを頬張る。

　塩むすびをかじりながら、桧山さんは怨みがましい視線を向けてきたが、見て見ぬフリをする。

「ひと口食べますか？」

　フォークで刺したお肉を口元まで持っていくが、桧山さんは嫌そうに眉をひそめる。

「胃が受けつけない」

「美味しーのにー」

　悔しがる桧山さんを尻目に食べる牛肉の味は、また格別だった。




「じゃあ、そろそろ帰りますね」

　夕飯の後片づけを終えて、リビングにいる桧山さんに声をかける。

　だいぶ体調がよくなったのか、黒い革張りのソファに腰かけて、テレビを見ながらくつろいでいるようだ。桧山さんの向こう側にある窓からは、美しい東京の夜景が一望できる。

「泊まってけば？　もう遅いし」

　あまりに自然に言うもんだから、『うーん、どうしよう。外寒いしね』なんて、つい自然に答えそうになり、途中でハッと我に返る。

「いや、帰りますよ。ふつーに」

「ええー」と言って、桧山さんは不満げだ。

「明日は土曜日なんだから、いいじゃん」

「そういう問題じゃありません」

　会社の上司とはいえ、交際していない独身男性の家に泊まるなんて、あるまじき行為だ。まあ、押しかける時点で、あるまじき行為なのだけど。

「じゃあ、あと少し。眠くなるまで付き合ってよ」

　時計を見ると、八時過ぎ。ここから自宅までは一時間もかからないので、まだしばらくは電車も動いているだろう。

「わかりました」と言って、私は桧山さんの隣に腰を下ろす。

　桧山さんは、そのままソファの上にゴロリと寝転がる。ちっちゃな頭を私の膝に乗っけて。

　こ、これは……世間さまが言うところの、ひ、膝枕というものではないか。萌えるシチュエーションに、私はビシッと石のように固まった。

　膝から伝わってくる桧山さんの体温は、まだ少し熱い。

「あの……スキンシップが過剰ではありませんか？」

　興奮をひた隠し、平静を装って言う。

「最近、控えめにしてたんだから、いいじゃん。誰もいないし」

　桧山さんは私の膝に、顔をすり寄せながら言う。

　私の鼓動が大きく跳ねた。

「やっぱり……私のことを避けていたんですか？」

　ずっと心の奥底にわだかまっていたことを、思い切って聞いてみる。

「だって俺がちょっかい出すせいで、泉が女子たちからいろいろ言われちゃってるみたいだからさ」

　知ってたんだ。石川さんたちに何かと敵対視されているのを。

　羞恥のあまり、顔がカッと熱くなる。

「ごめんね。俺がモテモテなばかりに」

「自分で言いますかね」

　私は呆れた口調で言う。事実なので、否定できないのが悔しい。

「てっきり、嫌われたかと思いました。レセプションの夜、出しゃばった真似をしてしまったので」

『そんなことないぞー』なんて言って、陽気に笑い飛ばしてくれるかと思っていたけど、桧山さんは黙り込む。

　ま、まさか、本当に嫌いになったとか……。

「あのことは、もういいよ……」

　桧山さんはぶっきらぼうに、ボソッと呟く。

　何それ。私がどれだけそのことで、ウジウジ悩んだことか。それを、そんなひと言であっさり片づけようとするなんて。

　私は桧山さんの両頬をぶにっと手で挟み、強制的に上を向かせる。

「全然よくないです！　桧山さん、すっごく怒ってたじゃないですか！　あんな態度取られたら、メチャクチャ気にしますって！」

　桧山さんはせめてもの抵抗のつもりか、横目で視線を逸らす。

「お、怒っているのは、泉のほうじゃないか」

「私が頭にきているのは、そのはぐらかそうとする態度です！」

　私は興奮のあまり、ググッと顔を近づける。今にもキスをしようとする恋人たちのような距離だけど、そこに甘い雰囲気はない。

「だって……恥ずかしいじゃないか」

「は？」

　私は思いっ切り眉根を寄せて、聞き返す。

「この歳になって、親にあんな風に言われるなんて、カッコ悪すぎだろ」

　桧山さんは顔を真っ赤にする。おそらく熱のせいでは、ない。

「くだらないですね」

　桧山さんの頬からスルリと手を離し、私はスッと目を細める。

「桧山さんをポンコツ呼ばわりするなんて、実の父親でも愚かだと思います」

「さすがにポンコツまでは、言ってなかったけどな」

　桧山さんはやんわり否定すると、むっくり起き上がる。

「泉、三匹の子ブタって知ってる？」

　私はコックリ頷いた。

「あるところに、三匹の子ブタの兄弟がいるとしよう」

　妙な語り口で、桧山さんは話し始めた――。




　あるところに、三匹の子ブタの兄弟が住んでいました。

　一番上のお姉さんブタは、真面目で努力家、人から褒められるのが大好きな優等生。

　そして真ん中のお兄さんブタは、とても頭がよく、参考書一冊くらいなら三時間程度読み込めば、ほぼ内容を暗記できるほどの天才ブタでした。

　そして末っ子の子ブタは、いたって普通のブタ。けれども三人の中では、一番優しい心の持ち主でした。




「あの、桧山さんは、決して優しい人ではないと思うんですよ」

　私は話の途中で腰を折る。

「ディティールには、こだわるな。取り柄のないヤツを言い表す形容詞は、『優しい』でお茶を濁にごしとくもんなんだ」

　なるほど。加奈ちゃんのお餅みたいな彼が、ふと脳裏をよぎる。




　ある時、父親ブタが、年頃となった三匹の子ブタたちに言いました。

「お受験しろ」

　三匹はお受験に向けて、それぞれ準備を進めました。

　一番上の姉ブタは、寝る間も惜しんで必死に勉強し、見事、国立大附属中学校に入学しました。

　二番目の兄ブタは天才なので、普通に勉強していたら、日本一の名門中学に入学しました。

　三番目のブタは心が優しいため、友達からの誘いを断れず、毎日遊んでいたので、お受験に失敗してしまいました。

　父親は、まあまあ成長した三匹の兄弟たちに尋ねました。

「将来はどうするつもりだ？」

　一番上の姉さんブタは言いました。

「私は困っている人たちを助けたいので、弁護士になりたいわ」

　二番目の兄さんブタは言いました。

「俺は官僚になって、自分の優秀な頭脳をお国のために役立てる」

　三番目の末っ子ブタは言いました。

「ひとまず、大学を留年しないよう頑張るよ」

　そして父親は、大人になった三匹のブタたちに言いました。

「結婚して所帯を持ち、子孫を残せ」

　一番上の姉さんブタは、お医者さまの誠実な伴侶を見つけ、男の子と女の子の可愛い子ブタを二匹産みました。しかし、嫁に出たため、残念ながら桧山家の跡取りにはなれません。

　そこで、父親ブタは二番目の子ブタに、嫁を見つけるよう言いました。

「結婚？　そんなの負債を抱えるようなもんだろ？　なんのメリットも見出せない。絶対やだ」

　二番目の兄さんブタは天才であるが故に、頑固で偏屈な男でした。

　父親ブタはすがる思いで、桧山家存続を末っ子ブタに託そうとしました。

「俺、ひとりの女性だけを選ぶって無理みたい」

　末っ子ブタはテヘッと笑って言いました――。




「しょーもないですね。末っ子ブタ」

　私はグラスに入ったワインを呷ると、ため息をつく。

　話の途中に、優しい末っ子ブタが気を利かせて差し入れてくれた。

　今日は寝不足のうえに昨日も飲みすぎたので、いつもよりアルコールが早く回る。

「そもそも、末っ子ブタの結婚しない理由が、『ひとりの女性に決められない』ってふざけていませんか？」

「仕方ないだろ。末っ子ブタはモテるんだから」

　私が食ってかかると、末っ子ブタは開き直る。

「なんだか、桧山父に遺い憾かんの意を唱えたことを、少々後悔してしまいました」

「でも、ちょっと嬉しかったぞ？　小心者の泉が、おっかないうちの父親に言い返してくれて」

　桧山さんは真剣な眼差しで私をじっと見つめる。

　可愛かったので、寝癖のついた頭をよしよし、と撫でてやった。

「愛を感じた」

「勝手にそんなもん、感じないでください」

　桧山さんが嬉しそうに言うものだから、顔がカアッと熱くなり、視線を逸らす。

「泉……」

　桧山さんは私の手をキュッと握り、ゆっくり顔を近づけてくる。

「あの」

　私は手で、桧山さんの唇を覆った。

「風邪がうつるようなことは、しないでください」

　キスを拒まれて桧山さんは不満げだ。

「ちょっとくらいなら、大丈夫だろ」

「ダメです。桧山さんはすぐ調子に乗るから、絶対ちょっとじゃなくなるじゃないですか」

　そうなったら私も拒み切れない。だって、桧山さんとのキスは、すごく気持ちがいいから。

　桧山さんは「わかったよ」と渋々承諾すると、再び私の膝に頭を乗っけて寝転がる。

「あと少しだけ、こうしてて」

　答える代わりに髪を撫でると、桧山さんは気持ちよさそうに目をつぶる。弱っている桧山さんは、いつも以上に母性をくすぐってくる。

　ああ、ちょっとだけならよかったかも、なんてキスを拒んだことを後悔する。

　昨日までは嫌われたと思って絶望していたのに、今日は彼に膝枕をしているなんて嘘みたい。桧山さんの安心し切った表情を見ていると、幸せな気分になる。勇気を出して行動した自分を褒めてあげたい。

　膝から伝わる温もりが妙に心地良くて、私は小さく欠伸あくびする。

　そういえば、昨日はよく眠れなかったんだっけ。

　ワインがほどよく身体に回り、徐々に瞼が重くなってくる。

　地方都市再生のドキュメンタリー番組をぼんやり眺めているうちに、意識を手放した。










兄さんブタとの遭遇




　寝返りを打ち、ふと目が覚める。

　もう、朝か。

　窓からは明るい陽射しが降り注いでいた。

　ゴロリと仰あお向むけになると、見慣れない高い天井と、柔らかなオフホワイトの壁紙が視界に映る。

　ふかふかしたダブルベッドの上に、のろのろ上半身を起こす。辺りを見回すと、ここは私の部屋がふたつ分ほどの広い寝室だった。

　どうやら、また一夜をともに過ごしてしまったようだ。

「まいったなぁ」なんて言ってみるものの、今回も間違いを起こした形跡はない。

　着の身着のまま寝てしまったので、お気に入りのフレアスカートも皺くちゃだ。

　しかしながら、家主である桧山さんの姿が見当たらない。

　もう起きているのかな。

　私はベッドからゴソゴソと抜け出して、寝室をあとにする。

　リビングにも、その隣のダイニングにも、桧山さんの姿はない。ソファの上には昨晩着ていたグレーのパーカーが、抜け殻のように丸まった状態で置いてあった。

　買い物にでも行っているのだろうか。

　その時、玄関のインターフォンが鳴る。

　私はギクリと身体を強張らせて、息を潜める。

　しかし、続けざまにインターフォンが鳴らされるので、私は音をたてないようそろりと玄関へ向かった。

　息を殺して、ドアスコープから外の様子を窺う。

　ドアの向こうに立っているのは、桧山さんだった。

　家に鍵を忘れて、買い物に行ったのかな。

「おかえりなさーい」

　私は勢いよくドアを開けると、桧山さんはギョッとした表情を浮かべた。

　今日は珍しく眼鏡なんかかけていて、いつもよりインテリジェンスな雰囲気だ。服装も白のケーブルニットに黒い細身のパンツを合わせて、同じく黒のチェスターコートをサラリと羽織っている。エレガントな着こなしで私服も抜かりなくオシャレだ。

　手には紙袋を持っているので、おそらく買い物に行っていたのだろう。

「朝起きたらベッドにいないから、どこに行ったかと思いましたよー」

「べ、ベッド……？」

　桧山さんは目を見開いて、首を傾げる。

「なにボーッと突っ立ってんですか。早く入ってください」

　桧山さんはハッと我に返り、「お邪魔します」と言って家に上がる。

「昨日は桧山さんが上に乗っかったまま、変な体勢で眠ってしまったせいで、腰を痛めてしまいました」

　私は、腰をトントン叩きながらぼやく。

「それは……一体何をしてたんだ？」

　桧山さんは、再びギョッとした表情を浮かべる。

　またまたーとぼけちゃって。ずっと私の膝の上で気持ちよさそうに眠ってたくせに。

「桧山さんって、結構甘えん坊ですよね」

　私はニヤリと笑みを浮かべる。

「は……？」

　眼鏡の奥の瞳に、動揺の色が浮かぶ。

　照れちゃって可愛い。私はウフフーと気持ち悪い笑みを浮かべる。

　キッチンへ向かおうと踵を返すと、バスルームのドアがガチャリと開く。

　タオルで頭を拭ふきながら、Ｔシャツとスウェット姿の桧山さんが姿を現した。

「泉、起きたんだ」

　Ｔシャツ姿の桧山さんは、呑気に声をかけてくる。

「あれ？　あれ？」

　私は前と後ろを交互に振り返る。

「肇はじめ？　なんでここにいるんだ？」

　桧山さんはタオルを頭に引っかけたまま、怪訝な表情で私の背後に視線を向ける。

「久しぶりだな。暁」

　眼鏡の桧山さんは、無表情のまま言う。

　前門の桧山、後門の桧山。加奈ちゃんがいたら、発狂しそうなシチュエーション。

　まさか……この人って……。

「て……天才ブタ？」

　ブタ呼ばわりされて、桧山さんのそっくりさんは眉間に皺を寄せた。




　リビングのテーブルに私と桧山さんが並んで座り、その向かいに天才ブタが腰を下ろした。

「初めまして、暁の兄で桧山 肇と申します」

　向かいに座る天才ブタ改め、肇さんは折り目正しく一礼する。

「桧山さんの部下で、田母神 泉と申します」

　私も深々と頭を下げる。

「部下？」

　肇さんは、眉をピクリと動かす。

『なんで部下が部屋にいるんだ？』という疑問が、全面的に押し出されている。

「まーあれだ、たまに部下が泊まることもあんだろ」

　桧山さんは適当に流そうとするが、肇さんは「絶対ない」と無表情のまま即座に否定する。

　しかも、さっきの会話も、完全に誤解されているに違いない。肇さんに、ふしだらな女だと思われていることだろう。

　私はバツの悪さに苦笑いを浮かべる。

「しかし、本当にそっくりな兄弟ですね。双子みたい」

　聞くところによると、桧山さんと肇さんは年子らしい。

　私のセリフに、そっくり兄弟は揃って渋い顔をする。

「俺のほうがいい男だろ」

　桧山さんはフンと鼻を鳴らす。

　私はそっくり兄弟の顔を交互に眺める。

　肇さんは桧山さんをキリッとさせて、もの静かにしたような雰囲気だ。

　例えるなら、冬の寒い日でも庭をコロコロ走り回る可愛い柴犬と、暖かな室内の窓辺から、じっとその姿を見つめる綺麗な黒猫、という感じ。もちろん、柴犬が桧山さんね。

　そして、肇さんはどことなく色っぽい。

　なんなんだろう……こんなにきちんとした印象を与えながらも、そこはかとなく漂うこのエロス……。同じ親から生まれて同じ環境で育ったはずなのに、まとう空気がこんなにも違うなんて生命の神秘だ。

「お前のような品のない顔と一緒にするな。どの要素を取っても、俺のほうが優れている」

　……だけど、自信過剰なところはそっくり。むしろ口の悪さは兄だけあって上をいくかも。

「傍から見れば、自分たちが思ってるほどは変わらないですよ」

　私がそう言うと、肇さんの眉がピクリと痙攣する。

「暁、部下の躾がなってないようだな」

　そして、偉そうな物言いはおっかない父親そっくり。

「俺は自主性を重んじる主義なんだ」

　桧山さんはニコリと魅惑的な笑みを浮かべ、私の髪を指先でそっと梳く。

　私もつられてデレッと頬を緩ませた。

　肇さんは鼻白んだ顔で、その様子を眺めている。

「で、何しに来たんだ？　お兄さま」

　桧山さんは一転し、肇さんに警戒の視線を向ける。

「お見舞いに来た。これは父親からだ」

　そう言って、肇さんは無表情のまま、持っていた紙袋をテーブルの上に置く。

　桧山さんは紙袋を受け取り、ゴソゴソと中身を取り出す。包装紙を破り、箱の蓋を開けた。

「こ、これは……」

　中に入っていたのは、ピッチピチでツヤッツヤの真っ赤なイチゴだった。粒は大きく形も揃っていて、ひと目で高級な物だとわかる。包装紙も、某老し舗にせフルーツショップの物だ。

「暁は、昔からイチゴが好きだろう」

　肇さんは、表情を変えることなく言う。

「好き……だけどさ」

　三十を過ぎて父親にお見舞いで好きなフルーツを差し入れられて、桧山さんは複雑な表情を浮かべている。

「昨日、父親が暁に電話をした時、お前が風邪をひいていて、じいさんみたいなしゃがれた声だったから、大層心配していた。そのせいで近所に住む俺に、お見舞いに行くよう指示があったんだ」

　肇さんは微塵も心配している様子を見せずに、桧山さんが出したグレープフルーツジュースをお上品にひと口飲む。

　実際、桧山さんの体調は、シャワーを浴びれるほどひと晩で回復しているのだけど。

　しかし、あの父親があれほど〝ろくでなし〟呼ばわりしていた次男を心配するとは。

「おっかない人だと思ってたけど、優しいところもあるんですね」

　ついしみじみした口調になってしまった。桧山父も人間だもの。

　私のひと言に、肇さんの眉がピクリと上がる。

「田母神さんが、レセプションに一緒に出席していたという女子なのか？」

「はい、その時、お父さまに偶然お会いしました」

「ほお」と言って、肇さんは私を値踏みするようにジロジロ眺める。

　鳶とび色いろの綺麗な瞳に囚とらわれたようで、妙に居心地が悪い。

「肇」

　桧山さんは咎めるように、鋭い視線を兄へと向ける。

　肇さんは「失礼」と言って、眼鏡を人差し指で押し上げる。

「田母神さん、何か誤解があるようだから言っておくが、父親は昔っから暁ラブだ」

　肇さんは無表情のまま言い放つ。

　一瞬、凍りつきそうな冷たい風が吹いた気がした。

「え……と、でも、この間レセプションで会った時に、クソミソに言ってましたけど」

　私は気を取り直し、遠慮がちに言う。

　桧山さんは「ひどいなー、泉」と言って、ヘラリと笑う。

「それが、うちの父親の愛情表現だからな」

「なんだそれ！　わかりづらっ！」

　心の声が、思わず口をついて出る。

「そもそも、うちの父親クラスが直々にレセプションに出席するなんて、滅多にないことだ。どこからか暁が来ると聞きつけて、会いに行ったんだ」

「え……そうなんですか？」

　そんな感じには、全然見えなかったけど。

「父親がわざわざ出向いてゴリ押ししたのだから、オランダ大使館の案件は美嶋建設で決まりだな」

　肇さんは、眼鏡を人差し指でクイッと上げた。

「余計なことしなくたって、落とせたっつーの」

　桧山さんは不本意そうだ。

「まあ、そう言うな。親心だろう」

　肇さんは口の片端を上げて、ニヤリと笑う。

「そもそも、それを会社から期待されて、営業に配属されたんだろうから」

「肇っ！」

　桧山さんは、兄をジロリと睨みつける。

「どういうこと……ですか？」

　肇さんの話に、私は思いっ切り眉根を寄せて聞き返す。

「父親のコネクションで、暁に公共事業の仕事を取ってこさせようって腹づもりなんだろ、会社は」

　肇さんは涼しい顔で、グレープフルーツジュースをゴクリと飲む。

「だから……機械部から営業本部に異動になったんですか？」

　技術職から営業職への転属は、滅多にないことだ。何かやらかしたのかと思ったら、そんな事情があったなんて。

　桧山さんは不機嫌そうな顔でムッツリ黙り込み、何も答えない。

「意地を張らずに、もっと父親のコネを使って自分の価値を高めたらいいのに、暁はそれを頑なに拒む。理解不能だ」

　そう言って、肇さんは首を小さく横に振る。

「コネなんて使わなくたって、桧山さんはいつも営業成績はトップですから」

　なぜか私がドヤ顔で言い返す。

「俺の弟なら、当然だな」

　やっぱり、兄さんブタは人格にちょっと問題がありそうだ。

「肇、余計なことしゃべりすぎ。もう帰れば？」

　桧山さんは鼻の頭に皺を寄せる。

「どうやら、俺が看病しなくても大丈夫そうだしな」

　肇さんはクスリと微笑み、色っぽい流し目で、私にチラッと視線を向ける。

　思わずドキッとしてしまった。

「肇がいたら、イチャイチャできないだろ」

　桧山さんは、私のウエストにスルリと手をかけてきた。

「いなくてもしません」

　私は即座に否定し、腰に回された手を払う。

「田母神さん、元気な子を産んでください。できれば男子」

　天才ブタは、一体なんの話をしているんだ。

「産みませんから」

　こちらも間かん髪はついれずにお断りする。

　肇さんは席を立ち、コートを羽織った。

「来月、父親のバースデーに食事会があるから、出席しろよ。お前がいないと、機嫌が悪くなる」

「はいはい」と言って、桧山さんはぐるりと目を回し、ため息をつく。

「では田母神さん、またお会いできるのを楽しみにしています」

　肇さんは涼しげな目元を和らげる。笑った顔もやっぱり桧山さんにそっくり。

　こうして、天才ブタはディープインパクトを残して帰っていった。




「はあ……」

　肇さんを見送ったあと、桧山さんは気が抜けたのかドサリとソファに腰を下ろした。

「私、何も知りませんでした」

　立ったまま唐突に切り出した私を、桧山さんはキョトンとして見上げる。

「営業本部で営業するのは、桧山さんの本意ではないんですか？　本当は、機械部に戻りたいんですか？」

「泉、肇の言ったことなんか気にすんなよー。それよか、こっち来てイチャイチャしよう――」

「真面目に答えてください」

　いつものように茶化そうとする桧山さんに、腹が立った。

　私の緊迫した空気が伝わったのか、桧山さんはしばしの間黙り込む。そして、ボソリと呟いた。

「うん、営業なんてやりたくない。現場に戻りたい」

「……そうですか」

　正直ショックだ。

　営業本部にいる私のことまで否定された気がして、少し寂しくなる。

「泉は、営業本部に配属になった時、どう思った？」

　桧山さんは穏やかな表情で、私の目をまっすぐに見据える。

　わくわく動物園に着任になった日のことが、脳裏に蘇る。

「なんの冗談かと思いました……夢だったらいいのに、と」

　やかましくて慌ただしいあの雰囲気に、絶望していた。

「直属の上司は凶暴だし」

　チラリと恨みがましい視線を向けると、桧山さんはニッコリ笑ってごまかした。

「だけど」と言って言葉を繋ぐ。

「加奈ちゃんと美樹さんは、楽しくて親切だし」

　定例になりつつある女子会は、いつも盛り上がって飲みすぎてしまうくらい。

「おじさまたちは、最初のうちは怖いと思ってたけど、面白いし」

　セクハラまがいの発言は多々あるものの、どこか憎めない。それに、仕事に対してストイックに取り組む姿勢は、尊敬している。

「変な上司にはいつも振り回されてばかりだけど、最近、それも悪くないかなと思っています」

　桧山さんと目が合い、強張った目元を綻ばせた。

「俺も同じ」

　桧山さんは私の手を取って、ギュッと握る。

「営業本部の人たちは好きだ」

　そのまま手を引いて、私を隣に座らせる。

「泉が営業本部に来てからは、もっと好きになった」

　何それ……このシチュエーションでそんな紛らわしいこと言われたら、また誤解しちゃうじゃない。私が桧山さんにとって、特別な存在なのかもって。

　桧山さんは手の甲で、私の頬をスルリと撫でる。

　私を見つめる瞳が真摯なので、いつもみたいに『セクハラです』なんて言って、かわせない。

　そのままちっちゃな顔がゆっくりと近づいてきたので、私はそっと目をつぶった。

　ふんわりと柔らかな感触が唇に触れる。

　ああ……やっぱり祐樹くんとは、全然違う。ドキドキしてゾクゾクして、身体に電流が走るようなこの感じ。

　触れるだけのキスをして、桧山さんは名残惜しそうにゆっくり唇を離す。

「今日は、お許しが出たってこと？」

「熱が下がったようなので、軽いやつなら」

「それで泉は満足できるの？」

　桧山さんは口端を上げて、ニヤリと意地悪な笑みを浮かべる。

「ちょ、調子乗らないでく――」

　最後まで言い終わらないうちに、再び唇が塞がれた。

　ああ……これは完全に、風邪がうつるパターンだ。

　だけど、待ちわびていたこの感触に、私が抗うことなんてできない。シャンプーの香りと、とろけるような甘いキスに、脳がクラクラしてくる。

　スルリと首の後ろに手を回し、いつもより少し熱い桧山さんの身体に、ギュッとしがみつく。ここ最近、素っ気なくされていたせいか、愛おしさもひとしおだ。

「今日の泉は従順だな」

　キスの合間に、桧山さんが囁く。

「嬉しかったです。少しでも桧山さんの本音が聞けて」

　桧山さんは長い睫毛を伏せて、微かに口角を上げる。なんだかその表情はひどく寂しそうに見えた。

　私は右手を桧山さんの頬に添える。

「私では、桧山さんの支えにはなれませんか？」

　しまった……。勢いで、また出しゃばったことを口走ってしまった。

　しかし後悔しても、もう遅い。私は腹をくくってブラウンの瞳をまっすぐ見据える。

「もう充分なってる。これ以上支えてもらったら、ひとりじゃ立てなくなる」

　桧山さんは苦しそうに眉をひそめると、再び私に口づける。

　だったら、ひとりで立てなくなっちゃえばいいのに。

　――結局、その願いが叶えられることは、ない。

　私は桧山さんの背中に再び手を回して、引き寄せる。

　こんなに近くにいても、彼の胸の内を知ることはできなかった。










巣立ちの時




　そして月曜日。

「あらぁ！　風邪ですか？　泉さぁん」

　マスクをしてゲホゲホと咳き込む私に、出社してきた加奈ちゃんが心配して声をかけてきた。

「うん……ちょっとね」

「おばあちゃんみたいな声になってますね。大丈夫ですか？」

「一応、熱は下がったんだけどね」

　私はマスクを外し、ぺットボトルの水をひと口飲む。

「あれ、泉さん、香水替えました？」

　キラキラ女子に不意打ちで鋭くツッコまれ、私の鼓動が大きく跳ねる。

「え……今日は何もつけてないけど」

　加奈ちゃんは「ふぅん」と、イマイチ納得していないような生返事をする。

「おはよう！」

　背後から、はつらつとした声が聞こえてきた。

　振り返ると、顔色もよく、バシッとブラックスーツを着こなした桧山さん。今日は髪型もキマッている。

「なんだー田母神、風邪かあ？」

　桧山さんがニヤニヤしながら言う。

　その顔が腹立たしい。

「週末に、体調を崩してしまいまして」

　私は非難の視線をジロリと向ける。

　それなのに、桧山さんはしたり顔で「体調管理も仕事のうちだからな」なんてもっともらしいことを言ってきた。

　うつしたのはどう考えても自分のくせに。

「それ、風邪でぶっ倒れた桧山さんが言います？」

　加奈ちゃんにすかさずツッコまれ、桧山さんはあははーと笑ってごまかした。




　土曜日――。

　体調がみるみる回復していく桧山さんと反比例して、私の体調はどんどん悪化していった。寒気がしたので、自ら買ってきた体温計で測ってみると三十八度八分……。

　その数値を見た瞬間に、倒れそうになった。

『帰ります……』

　自宅で眠りたいと思って、そそくさと帰ろうとしたが、桧山さんに止められた。

『あんな汚い部屋で寝ていたら治るどころか、さらに悪化する！』

　心配してくれているのだけど、なぜだろう。微妙にイラッとした。




　結局、週末は桧山さん宅に入り浸りだった。昨日の夕方、車を出してもらって一旦、自宅に着替えを取りに帰り、今朝もムーンアイランドパークタワーから出勤してきた。

「おい！　桧山っ！」

　突然の怒号に、私たちは身体をビクリと強張らせた。

「第一会議室に来い。今すぐ」

　大隈園長に呼び出され、桧山さんの顔からヘラヘラした笑顔が消える。

　一瞬、私のほうにチラッと不安げな視線を向けてきた。

『大丈夫、あなたなら』と言う代わりに、コックリ頷く。

　桧山さんは、口元を微かに綻ばせ、会議室へと向かう。

「何かやらかしたんですかね、桧山さん」

「さぁ？」

　あんな自信満々に頷いていたわりには、なんのことやらさっぱり検討がつかない。ただ、大隈園長の表情からすると、いい話でないことは明白だ。

　大丈夫かな……桧山さん……。

　ふたりが入っていった会議室のドアを、ジトッと見つめる。

　結局、大隈部長と桧山さんは、長い間会議室から出てくることはなかった。




「桧山さん、打ち合わせに行きましょう」

　オランダ大使館の案件で、打ち合わせが入っていたので、園長のお呼び出しからようやく解放されたばかりの桧山さんに、声をかける。

「おっと、忘れてた」

　桧山さんは、慌ててデスクから黒いレザーの手帳を取り出す。

「悪いけどさ、五十嵐にも声かけてもらっていい？」

　なんで五十嵐さんも来るのだろう。

　疑問が残りつつも、五十嵐さんを呼びに行く。

　結局、会議は三人で出席することになった。

　なぜ園長に呼び出されたのか、さりげなく聞き出そうと思っていたけど、桧山さんは五十嵐さんと仕事の話をしていたので、結局、聞きそびれてしまった。




　そして三日後。

　本日は、会社近くの高級寿ず司し店のランチ限定メニューである、チラシ寿司を食べに来ている。

「ぶはぁ」

　真奈が深いため息をつく。

「どうしたの？　お疲れじゃない」

　できる女が珍しい。ブランドコスメでスキンケアが行き届いたツルツルのお肌も、珍しくカサついている。目の下には、うっすらクマまでできていた。

「連日の激務でハゲそうでーす……」

　真奈はうつろな目で、厚焼き卵をモソモソと頬張る。

「何か大きな海外案件が動くんだっけ？」

「シャンバラリゾーツ社がインドネシアのバリ島に、ハイソなリゾート施設を建設する予定なんだけどさ、その施工を我が社が受注したのよ。海外進出をかけた、一大プロジェクトになりそう」

　シャンバラリゾーツ社といえば香ほん港こんに拠点を置き、ヨーロッパ、アジア各国、中東など、幅広く展開する世界有数のホテルチェーンだ。

「プロジェクトメンバー公募の通達を出したんだけど、見なかったの？」

『転勤なしの一般職なのでスルーした』とは言えず、私はウフフと笑ってごまかす。

「そういえば、泉のとこの王子さまも、メンバーに手を挙げたみたいよ」

　箸でつまんだ中トロが、机の上にべたりと落ちる。

「う、嘘……桧山さんが？」

「ほんとほんとー」と、真奈はお気楽に言ってのける。

「うちの部長が『営業本部から引き抜く』って息巻いてたもん」

　桧山さんが……海外事業推進部に取られる……？

「ダメ！　絶対ダメ！　うちのエースなんだから！」

　私は勢いあまって席を立つ。

　真奈はチッチと舌を鳴らし、箸を横に振る。

「桧山さんは今回、メカニカルエンジニアで志望してきたの。機械部での実績は十二分にあるし、そのうえ営業本部のエースなら、スケジュール管理や調整もお手のもの。そして驚くなかれ、ＴＯＥＩＣトイックスコアは社内ナンバーワン」

　話しているうちに興奮してきたのか、うつろだった真奈の目に、生気がみるみるみなぎってきた。

「絶対、よそにはやらないわ！」

　私は、テーブルの上に勢いよく手をつく。

「彼はまさに、今回の案件に打ってつけの人材。絶対うちがもらう！」

　ムキになって言い返してくる真奈が、本気で憎らしくなってくる。

「それに、お父さまは外務省の幹部ですから。海外に進出を検討している我が社にとって、またとないコネクションになる」

「なんで……真奈が知ってるのよ……」

　しかも、私よりも詳細情報だし。

「本人は隠してるみたいだけど、上の人たちの間では結構有名らしいよ。まさか泉、知らなかったとか？」

　得意げに言う真奈に、イラッとする。

「そんなこと、とっくに知ってたし」

　真奈は「ふーん」と言って、鼻白んだ顔をした。

　私と真奈の間に、桧山さんを取り合う恋敵同士のような、険悪ムードが漂う。

「うちの園長が桧山さんを溺愛してるもの。海外事業推進部なんかに、行かせるわけないじゃない」

　我が営業本部は、社内人事において絶対的権力を誇っている。大隈部長がいる限り、よそにはいかない、はず。

「今回は、桧山さんが自分で異動を希望したの。そして、うちの部も間違いなく、その意向を受け入れる。公募となれば、さすがの大隈部長も引き止めようがない」

　桧山さんが……自分の意思で？　営業本部が好きだって、言ってたじゃない。

「このことは、泉だから教えたんだよ。だから、自分から本人に聞いてみな」

　黙ったままの私を見て、真奈は小さくため息をつく。

「多分、このままだと、本当にインドネシア行っちゃうよ。桧山さん」

「……別に関係ないし」

　私はものすごい勢いで、チラシ寿司にがっついた。そうしないと、高級寿司店で突然泣きだす、おかしな女になってしまいそうだったから。




　真奈と、どことなくギスギスした空気で別れると、私は放心状態のまま営業本部へと戻る。

　桧山さんのデスクに置かれたパソコンは、閉じられていた。

　ホワイトボードを見ると、『名古屋出張　直帰』と汚い赤字で書かれている。小日向さんも一緒のようだ。

　こんな時に出張とは、タイミングが悪い。

　気を取り直し、パソコンへ向かおうとすると、「泉ちゃん」と声をかけられる。

　振り向くと、桧山さんの同期の五十嵐さんだった。

「オランダ大使館の案件だけど、これから打ち合わせの議事録は、俺にも送ってもらっていい？」

「なぜですか？」

　思いもよらない切り返しに、五十嵐さんは若干面食らったようだ。

「俺も、この案件を担当するから」

「でも、これは桧山さんの案件です」

　こんな風に、五十嵐さんを困らせるつもりはないのに。真奈の話を聞いたあとだと、桧山さんの仕事を五十嵐さんに割り振っているように思えてしまう。まるで、この部から出ていく準備をしているかのように。

「泉ちゃん、ちょっと時間もらっていい？」




　五十嵐さんについていった先は、本社ビル一階にあるコーヒーショップだった。

「どうぞ」

　五十嵐さんは向かいに座ると、カフェラテを私の前に差し出す。

「いただきます」

　温かいカフェラテをひと口飲むと、気分が落ち着いた。

「泉ちゃん、暁から聞いたの？　社内公募の件」

　五十嵐さんは単刀直入に切り出してきた。

　私は首を横に振る。

「海外事業推進部にいる同期から聞きました」

　五十嵐さんは「そっか……」と言って、ブラックコーヒーをひと口飲む。

「来月いっぱいで今の業務を引き継ぎして、三月から海外事業推進部に異動したうえで、四月からインドネシアに行くってさ」

　頭が一瞬、真っ白になった。

「四月って……ずいぶん急な話ですね。もっと先だと思っていました」

　一月もあと数日で終わりなので、四月までは実質二ヵ月しかない。

　声が震えないよう、コーヒーのカップを両手でギュッと握る。

「向こうで交渉事がいろいろあるから、語学もできて即戦力になる暁の現地入りが、早まったらしい。そのうち発表になると思うけど、まだオフレコだから内緒ね」

　唇に人差し指を当てて、五十嵐さんは微笑む。そんな仕草も様になっている。

「そんな社内秘を、私に言っても大丈夫なんですか？」

「桧山班で知らないのは、泉ちゃんだけみたいだったから」

　ゴン、と頭にタライが落ちてきたようなショックだった。

「伊藤と小日向さんは、すでに暁が抱えている業務の一部を引き継いでいるんだ。ちなみに班長の後任は俺」

「はあ……」と気が抜けた返事をする。

　カッコよくて紳士的で、仕事もデキる五十嵐さんが班長になるっていうのに、全然嬉しくない。

「やっぱりショック？」

　五十嵐さんは、さりげない口調で尋ねる。

　紳士だから、冷やかしたり、面白おかしく噂話なんかにはしないけど、私が桧山さんにちょっかいを出されていたことを、この人は知っている。

　以前、会議室でイチャついていた時に、決定的な証拠を見られてしまったからね。

「正直ショックです。桧山さんがいなくなってしまうのはもちろんですけど、ほかの班員は知っていたのに、私だけが教えてもらってなかったこともショックです」

　親しく感じていたのは、どうやら私だけだったみたい。

「私に引き継ぐ業務が、そんなにないからかもしれないですけどね」

　明るい口調で言おうと思っても、顔が引きつってうまく笑えない。

「と、いうよりも……」

　五十嵐さんは言葉を探すように、視線を宙に泳がせる。

「暁は、泉ちゃんには言えなかったんだと思う」

「どうしてですか？」

　私は眉根を寄せて、尋ねる。

「それは、本人に聞いてごらん」

　五十嵐さんは、ニコリと微笑んだ。自分の口から言う気はないらしい。

「とりあえず、オランダ大使館の案件については引き続き、田母神さんにも入ってもらうから、よろしくね」

「はい」と返して、カップのカフェラテをため息と一緒に飲み干した。




　――それからすぐに、桧山さんは激務に突入する。

　取引先の引き継ぎをするために、出張や外出で終日不在にすることが多くなった。

　当然ながら、『飲みに行きましょう』なんて誘える隙もない。

　時間だけが、刻一刻と過ぎていく。

　朝一番に出社すると、会議室から明かりが漏もれていた。

　誰かが電気を消し忘れたのかな。

　コートを羽織ったまま会議室を覗き込むと、パソコンの前に突っ伏している人の姿があった。

　顔を見なくたって、後ろ姿だけで誰だかすぐにわかる。

　私は足音をたてないよう、近づいていく。

　桧山さんが資料とマニュアルに埋うもれて、死んだように眠っていた。昨日は会社に泊まり込んだようだ。

　可愛い寝顔も、もう見納めか。

　そう思うと、胸がギュッと締めつけられたように苦しくなった。

「遠くなんかに、行かないでよ」

　未練がましいセリフが、口をついて出た。

　熟睡している桧山さんの耳に、届くはずなんてないけど。

　私は首に巻いていたスモーキーブルーのストールを外し、ふんわりと桧山さんにかけてやる。

　起こさないよう静かにドアを閉めて、私は会議室をあとにした。




「これ、ありがとう」

　仕事をしていると、ストールがにゅっと目の前に差し出された。

「よく眠れました？」

「あんまり」と言って、桧山さんは欠伸を噛み殺す。

「頑張ってくださいね」

　笑顔を取り繕い、桧山さんからストールを受け取る。

「あの、泉」

　不意に名前を呼ばれ、ハッとして振り向くと、桧山さんは数秒遅れて「ん」をつけた。隣に座る加奈ちゃんの視線を感じて、ヒヤリとする。

「あの……あとでちょっと時間ある？　話したいことが――」

「臨時で全体朝礼を始めます！」

　桧山さんが何か言いかけたが、松井課長の声によって打ち消される。

「桧山！」

　松井課長が手招きして、桧山さんを前のほうに呼びつける。

　ついに……来たか。

　私はギュッと目をつぶり、息を吐くと席を立った。

　営業本部一同が、部長席の周りにゾロゾロと集まっていく。

　窓から見える高層ビル群の景色を背にして、桧山さんが前に立った。

　ああ……なんて凛々しいの。目に涙が滲む。

「一部の方にはお伝えしていたのですが、桧山くんが三月一日付けで、海外事業推進部へ異動となります」

　松井課長の発表に、部内はざわめく。

　隣に並んだ加奈ちゃんも口元を両手で覆い、大きな目を見開いている。

「シャンバラリゾーツとの合同プロジェクトに抜ばっ擢てきされて、四月にはインドネシアへ赴任する予定です。急な話ではありますが、『営業本部で何をやってきたんだ！』と言われぬよう、海外でのご活躍を祈っています」

　松井課長の激励に、桧山さんはペコリと頭を下げる。

「では、桧山さんからひと言」

　松井さんに促され、桧山さんは襟を正して一歩前に出る。

「松井課長よりご説明いただいた通り、今回、自ら志願してプロジェクトへ参さん画かくすることになりました。営業本部で培つちかってきた経験を活かしながら、新たな知識を積極的に吸収し、美嶋建設のさらなる発展に貢献できるよう、インドネシアで頑張ります」

　普段、ふざけてばかりの桧山さんが、真面目に挨拶する姿を見ていると、本当に遠くへ行ってしまうのだという実感がジワジワ湧いてきて、鼻の奥がツンとする。

　きっと……もうどうしようも、ない。私は無力だ。

　自分のやりたいことに向かって歩きだそうとしている桧山さんを、抜け殻同然の私は遠くからぼんやり眺めていた。




「桧山ぁ～、俺たちを……俺たちを置いて、天上界へと行ってしまう気かぁ!?」

　オコゼ顔の佐々木さんが、桧山さんに詰め寄る。暑苦しいことこの上ない。

　ちなみに天上界とは、２フロア上にある海外事業推進部を指す。我が社でも、生え抜きのエリートのみが属する部署だ。

「皆さんのご活躍を、天上界から見守ってますよ」

　すでに天てん上じょう人びと目線の発言に、ちょっとだけイラッとする。

「嫌だぁ！　桧山、行かないでくれぇ！」

　いいな、佐々木さん……私もあんな風に、思いっ切りすがれたらいいのに。

「お前が抜けたら、その分の売上を誰が補うっていうんだ!?」

　……動機は不純だけどね。

「佐々木さん」

　桧山さんの後任である五十嵐さんがなだめるように、佐々木さんの肩にそっと手を置いた。

「キャバクラに行っていた時間を仕事に当てれば、桧山の穴なんてすぐに埋められますって」

　五十嵐さんも、優しそうな顔をして結構言う。

　そんなやり取りを見て失笑していると、桧山さんと視線がぶつかる。私は慌てて目を逸らした。

　その後、席に戻って仕事をしようとパソコンを起動していると、桧山さんが「あの、田母神」と遠慮がちに声をかけてくる。

「なんですか」

　パソコンから目を離さずに答える。

「今ちょっと時間ある？」

「ありません。忙しいので」

　桧山さんの口から、インドネシアについて、改めて話をされるのが怖くて、咄嗟に断ってしまった。

　桧山さんは「そっか」と言って、しょんぼり肩を落としながら、自分の席へと戻っていった。

　それを見計らい、加奈ちゃんが椅子のキャスターを転がして近づいてくる。

「びっくりですよね、桧山さん」

　耳元でコソリと囁くと、ふんわりローズの香りがする。

「もしかして、泉さん知ってました？」

　私はコクリと頷く。

「海外事業推進部に同期がいるから」

　加奈ちゃんは「なるほどー」と相槌を打つと、「伊藤くんは桧山さんが異動するって知ってたのー？」と、私の向かいに座る巨漢に声をかける。

「自分と小日向さんは引き継ぎがあったんで、決定の段階で桧山さんからお話がありました」

「じゃあ、桧山班で泉さんだけ、直接話をされてなかったってことですか？」

　人の口から改めて事実を突きつけられると、やっぱりちょっと傷つく。

「そういうことになるのかな」

「ええー!?」と言って、加奈ちゃんは目を見開く。

「あんなに世話になっておいて、薄情者ですね。泉さんが怒って当然です！」

　加奈ちゃんは、眉間にギュッと縦皺を寄せた。

「別にいいよ。後任には五十嵐さんが就つくみたいだから、業務に支障はないし。むしろ、今よりやりやすくなるかもしれないね」

「泉さん……」

　加奈ちゃんは、どこか腑ふに落ちない様子。大きな瞳で、何か言いたげに私をじっと見つめる。

　私はそれに気づかないフリをして、再びパソコンに向かった。

　それから桧山さんとはちゃんと話せないまま、一週間が過ぎたある日の午後九時。

　残業を終わらせてエレベーターホールに向かう途中で、これから帰宅する様子の桧山さんとバッタリ鉢合わせる。

「あれ？　今帰り？」

「今日は早いじゃないですか」

「うん……ちょっと」

　桧山さんは曖昧に濁す。

　到着したエレベーターに、ふたりで乗り込んだ。

「奇遇だなぁ！　途中まで一緒に帰るか！」

　なんだか、ものすっごくわざとらしい。

「……今日は寄るところがあるので」

「どこ？　デパート？　カルチャースクール？　もう九時過ぎてるけど」

　私はウッと黙り込み、しばし沈黙する。

　コンビニじゃ、用事とも言えないしな。どうしたものか。

「その……友達と会うんです」

　エレベーターが一階に到着してドアが開くと、私は桧山さんから逃げるように早足で降りる。

「こんな時間から？」

　しかし、桧山さんはあとからピッタリついてくる。

「いいじゃないですか、高校生でもあるまいし」

「もしかして男か!?」

　桧山さんのデッカい声がエントランスに響き渡り、周囲にいた人たちの好奇の視線が一斉に集まった。

　ああ……もう最悪。

　私が鼻の頭に皺を寄せて振り返ると、桧山さんはしてやったり、と言わんばかりにニヤッと笑う。

「ちょっと黙ってよ！」

　私は小声で詰め寄る。

「本当に男と会うの？」

　桧山さんはしつこく食い下がる。

「関係ないでしょ」

　私は一瞥すると、再び出口に向かってツカツカ歩きだす。外に出ると、風が吹きつけてきて、髪がバサバサに乱れる。私は唇をグッと結んで、駅へと向かう。

　桧山さんは「待てよ」と言って、私の腕をつかんで引き止める。

「家に乗り込んできたと思ったら、とっととほかの男に会いに行くとは、ずいぶん薄情な女だな」

　桧山さんの辛辣な言葉に、顔がカッと熱くなる。

「桧山さんには言われたくありません！」

　思わず声を張ると、桧山さんは驚いたように目を見開く。

「気まぐれでからかうのは、もうやめてください。お堅い私が桧山さんに振り回されて迷走しているのを見て、楽しいですか？　愉快ですか？」

「お前さ、それ本気で言ってる？」

　微かに眉をひそめて、傷ついたような顔をする。

　いつもみたいにヘラヘラ笑って、「ひどいなー」なんて軽く流すかと思ったのに。

「もう、かまわないでください。誰と何をしようが、桧山さんにとやかく言われる筋合いなんてないと思います」

　どうせ自分はインドネシアへ行ってしまうくせに。

　桧山さんが腕を握る力を緩めたのを見計らって、振り払う。

「お疲れさまです」

　私は急いで駅へと向かう。後ろを振り返る勇気なんて、ない。

　桧山さんがそれ以上、ついて来ることはなかった。

　なんで……なんで、あんな言い方しかできなかったのかな。

　歩いていると、ジワジワと後悔の念が湧き上がってくる。

　佐々木さんみたいに『行かないで』って、すがればよかったかな。いや、あれを私がやったら、ファニーな感じに仕上がらない。きっと、重い感じになっちゃって、桧山さんも本気で怯えるだろう。

『頑張ってください』

　そのひと言を、笑顔で言えたらよかったのに。動揺していたとはいえ、あんな卑屈な言い方をしちゃって、私はどれだけ心が狭いんだ。

　最寄り駅に到着し、ＩＣカードをかざして改札を抜ける。

　ものすごく憂鬱で、一杯飲んで帰りたい気分。本当はサカバルに寄っていきたいけど、祐樹くんとあんなことがあったあとだと行きづらい。重い足取りで、私は駅前商店街を歩いていく。

　後ろ髪を引かれる思いで、サカバルの前を通りかかると、「泉さん」と声をかけられた。

　振り向くと、仔犬系腹黒男子が、裏路地からひょっこり姿を現した。

　手に煙草たばこを持っているので、外に出て一服していたようだ。

「久しぶり。全然店に顔出してくれないから、寂しかったよ」

　祐樹くんはゴミ箱の上に置いてある灰皿に、煙草の火を押しつけて揉み消すと、私のそばまでやってきた。

「吸うんだ、煙草」

　爽やか好青年だと思っていたので、少し意外。腹黒いのは、それ以上に意外だったけど。

「うん、もう二十歳超えてるから」

　祐樹くんは、ニコリと人懐っこい笑みを浮かべる。

「ここで会ったのも、何かの縁。寄ってってよ」

　私は警戒の視線を向ける。

「浮かない顔して歩いてたってことは、またなんかあったんでしょー。あの俺様男と」

　図星を突かれて、私はグッと黙り込む。

「よかったら、話聞くよ。男目線でのアドバイス、してほしくない？」

　……男目線。それは確かに惹ひかれるものがある。

「じゃ、決まりー」

　祐樹くんはご機嫌に言うと、私の腕を引っ張ってサカバルへ強制連行した。




「へえ、置いていかれちゃうんだ、泉さん。かわいそー」

　祐樹くんは気安く言って、タパスを三種盛り合わせたプレートをカウンターの上に置く。

　その中から、トルティージャをナイフで切り分けて、ひと口いただく。

　祐樹くんは腹黒いけど、作る料理はやっぱり美味しい。

「かわいそうも何もない。だって、私と桧山さんは交際してないもん」

「『交際』って昭和な響きだねー！　レトロで新鮮！」

　平成生まれの祐樹くんは、おかしそうにケラケラ笑う。

「祐樹、ぶりっこキャラやめたんだな」

　私たちの会話をそばで聞いていた坂田が、遠慮がちにツッコんでくる。

「うん。泉さんはＳだと思ってたから、可愛い感じが受けると踏んでたけど、実はドＭだったからさ。素で行ったほうが効果的かと思って」

　祐樹くんは悪びれることなく鬼畜発言をする。

　坂田は「あっそ」と言って、呆れ顔だ。

「泉さん、桧山さんがインドネシアに行っちゃったら、俺と遊ぼうよ。美味しい朝食も作ってあげるよ」

　祐樹くんは、魅惑的な笑顔で誘惑してくる。美味しい朝食ってところにも、心がぐらりと傾きそうになる。

「今の私にうっかり手を出したら、翌日に区役所へ婚姻届を取りに行きかねないわよ」

「うわ！　何それ！　重い！　重すぎる！」

　私の女心は男性からすると、かなりの重荷らしい。

　へへっと自嘲ぎみに笑い、タパスの中からキャロットラぺをフォークですくって、ひと口食べる。

「でも、なんで桧山さんは私に話してくれなかったのかな。インドネシアに行くこと」

　ここでひとつ、男目線のアドバイスを祐樹くんに求めてみる。

「泣かれたら面倒臭い、って思ったんじゃない？」

　そして、即座に後悔する。

「きっと、桧山さんは切り出しづらかったんじゃないか。タモを悲しませたくないと思って」

　同情したのか、坂田がフォローしてくれた。

　確かに、私は桧山さんとインドネシア行きの話をすることを避けている。この期ごに及んで、本人の口から別れの言葉を聞くことを、まだためらっている。

　八年前、当時付き合っていた彼から別れ話を切り出された時は、案外あっさりしたもんだった。『あ、やっぱり？』と思っただけだったのにな。

　完全受け身の私は、告白されて『悪くないなー』と思ったからなんとなく付き合って、彼も温厚な人だったからケンカすることもなく、なんとなく続いて、そしてなんとなく別れた。

　本気の恋愛経験が全くないまま、三十過ぎた今になって、焦こがれるほど好きになる人と出会うことになるとはな……。

　あの大きな瞳に見つめられて決定打を食らったら、私は正気でいられるかどうか甚だ疑問だ。

　私はグラスに残ったシャンパンを、グイッと一気に飲み干した。

　結局、今日もサカバルがクローズするまでクダを巻き、例のごとく祐樹くんに送ってもらうハメになる。

　店からの帰り道、コンビニに寄ってピザまんも買ってあげた。

「今日はイヤらしいことしないでよね」

「そんなこと言って、泉さん隙だらけじゃん」

　祐樹くんはスルリと腰に手を回して、頬にキスをする。

「それ以上のことをしたら、そのまま足の踏み場もないほど汚い部屋に連れ込んで、翌朝結婚を迫ってやる」

　すると祐樹くんは怯えた表情で、無言のまま手を腰から離した。脅しの効果はてきめんだ。

　マンションの前に到着すると、見覚えのある白い車が停まっている。

　まさか……私はギクリと固まった。

　運転席からスラリと背の高いスーツ姿の男性が降りてきた瞬間、手に持っていた肉まんがぼたりと地面に落ちた。

「泉」

「桧山さん……どうしてここにいるんですか？」

「話があって来た」

　桧山さんは、祐樹くんにチラリと訝しげな視線を向ける。

「泉、この人誰？」

　腹黒男子が無邪気に聞いてくる。

　いつもは呼び捨てで呼ばないくせに、桧山さんを煽って面白がっているに違いない。

　ジロリと睨みつけると、祐樹くんはニヤリと愉快そうに、口の端を上げて笑う。

「まさかインドネシアに行っちゃう、噂の上司？」

「お前には関係ないだろ」

　桧山さんは無表情のまま言う。

　ああ……きっと、ものすっごく怒っている。どうしよう。

「関係ないのは、あなたのほうですよね」

「は？」

　桧山さんは思いっ切り眉間に皺を寄せて、聞き返す。

「話はすべて聞きました。泉は、ショックを受けて泣いてましたよ。自分には何も話してくれなかったって」

　腹黒男子は、さらに挑発する。

「泣いてないから！」

　一度たりともな！

　思わずムキになって否定する。

「だから今から話をする。悪いけど、関係ないヤツは帰ってくれる？」

「嫌です」

　祐樹くんは無邪気な笑みを浮かべたまま、キッパリ拒絶する。

「今さら何を話すんですか？　『好きだった』とか言うつもりですか？　連れていく覚悟もないくせに」

　祐樹くんは口の端を上げて失笑する。

　ブチ……と、血管の切れる音が聞こえた気がした。

　桧山さんはついに、祐樹くんの襟首をつかむ。

「あなたは、自分のやりたいことをやればいいじゃないですか。何かを得るために何かを犠牲するのは、仕方のないことだ」

「やめてください！」

　慌てて、ふたりの間に割って入る。

「祐樹くん！　ふざけるのもいい加減にしなさい！」

　私は目を吊り上げて、祐樹くんを怒鳴りつける。

「真面目だよ。泉がかわいそうだと思って、言ってあげてるんじゃないか。口下手だから、自分じゃ何も言えないんでしょ？」

「泉はどうなんだよ」

　桧山さんは突然、私に矛先を向けてきた。

　その茶色い瞳にじっと見つめられると、泣きたくなってくる。佐々木さんみたいに泣いてすがったら、桧山さんは行かないでくれるのだろうか。

　……そんなことあるわけないって、わかってるじゃない。

「私には……関係ありませんから」

　桧山さんは大きく息をついて、私から視線を逸らした。

「……俺、バカみたいだな。こんなとこまで来て」

　桧山さんは投げやりに言うと、大きく息を吐いた。

「まぁ、泉には俺がいるから、罪悪感や未練に駆られることもなく、インドネシアでもどこへでも行っちゃってくださいよ」

　祐樹くんはへラリと笑って、桧山さんの肩に手を置く。

「もう関係ありませんから」

　桧山さんはその手を払いのけると、私を一瞥する。そして、そのまま何も言わずに車に乗り込んだ。

　どうしよう……桧山さんが行っちゃう。だけど、私の足は地面に根を張ったように動かない。

　エンジンのかかる音がして、車はあっという間に走り去っていった。

「あの、泉さん……ごめんね」

　祐樹くんは呆然と立ちすくむ私の顔を、恐る恐る覗き込む。

「大丈夫だよ、ありがと」

　私はボソリと呟く。

　祐樹くんは私の中にあった、卑屈で醜いネガティブな気持ちを代弁してくれた。

　私の口から聞いていたら、桧山さんはドン引きしていただろう。

「またお店に行くね」

「あの、泉さん……」

「おやすみ」

　祐樹くんが何か言おうとしたけど、私は気づかないフリをして、足早にエントランスへ続く階段を上がっていく。早くひとりになりたかった。

　マンションの鍵を開けて、中に入る。いつもと変わらぬ汚い部屋を見ていると、なんだか虚しくなって、私はその場に座り込んだ。

　だって……どうしようもないじゃない。

　堰せきを切ったように、両目から涙がブワッと溢れた。

　私の部屋に泊まった時の、無防備な桧山さんの姿をふと思い出す。

　この半年間、ほとんど毎日、桧山さんに振り回された。たくさん怒って、たくさん笑って、たくさんキスをした。

　好き、大好き、そばにいたい。

　だけど、彼には選んだ道があるから、私はそっと涙を呑むしかない。




　翌日。

「まぁ、いつにも増してひどい顔」

　出社してきた加奈ちゃんが、私を見てギョッとした表情を浮かべる。

「昨日も深酒してしまいまして……」

　そのうえ、号泣したもんだから顔がむくみまくっている。私はバツが悪くなり、ニヤリと自嘲ぎみに笑う。

「目がパンパンに腫はれてるじゃないですかー！　せっかくの綺麗な顔が台無しですよ」

　……やめてくれ。皆に聞こえるじゃないか。

　出社すると、桧山さんのきったないデスクが、キレイさっぱり片づけられていた。聞くところによると、すでに天上界へとお引越ししたらしい。

　そういえば、今日から三月だっけ。こうやって、桧山さんのいない生活に少しずつ慣れていくんだ。

「いずみーん！」

　朝からテンション高めの木彫りが、陽気に声をかけてきた。

「なんですか？」

　私は冷ややかな視線を向ける。

　今日は目が腫れて、凶悪犯罪者のような鋭い目つきのため、木彫りはビクリと身体を痙攣させた。

「来週の金曜日は桧山の送別を兼ねた激励会だからさ、予定空けておいてよ」

　それは……本当に出たくない。絶対泣く。

　しかし、お断りするわけにもいかず、「わかりました」と浮かない気分で了承する。私は小さくため息をつくと、しょぼくれながらパソコンを開いた。




　そして一週間後。

　本日は、本社地下にある社員食堂でランチを食べる。

「もう本当、最高だわ……桧山さん」

　真奈は十六穀米を口に入れる……が、だらしなく緩んだ口元から、ポロリとこぼれ落ちる。

「仕事は速いし、指示は適切だし、語学はできるし、紳士だし、なんてったってイケメンだし」

「あっそ……」

　私は怒り任せに、ミックスフライに箸を突き立てる。

「独身だったら、ぜぇーったいに落としにかかってた」

　真奈は「不倫妻もありかなぁ」なんてふざけたことを抜かして、デへッと締まりなく笑う。

　いつも毅然としている真奈を、これほどまでに骨抜きにするとはな。きっと海外事業推進部では、猫を被っているに違いない。

　苦々しい気持ちで、湯飲みに両手を添えて、日本茶を冷まそうと息を吹きかける。

「柳井」

　不意に名前を呼ばれた真奈はマヌケ面から一転し、キリッとした表情に切り替わる。

　振り向くと、そこに立っていたのは、トレイを片手に持った桧山さん。

　最悪……。

　私は目を合わせないよう、うつむきながら緑茶を啜る。

「あれ？　なんで田母神と一緒にランチ食べてるの？」

　しかし、しっかり私だとバレているようだ。

「私たち同期なんですよー。だから毎日、一緒にランチ食べてるんだよねぇ？」

　そこで私に振らないでほしい。

「ええ……まぁ」

　私は目を伏せたまま、曖昧に答える。

　あの夜の一件以来、桧山さんとまともに口を利くのを避けている。何か用件があっても、極力メールか電話で確認するようにしている。

「へぇ、なんか意外だな」

　桧山さんが、こちらにチラリと視線を向けるが、私は慌てて目を逸らす。

　それを拒絶と受け取ったのか、桧山さんはそれ以上、私に話しかけてこなかった。

「シャンバラリゾーツ社に提案するデザインの修正案だけど、午後イチのミーティングで使うから、戻ったらすぐにメールしておいて」

　そして、仕事の用件を手短かに真奈に伝えると、出口のほうへと去っていった。

　久しぶりに桧山さんと遭遇し、私の動悸はなかなか収まらない。

　あんな風にお願いされるのは、私の役目だったんだけどな。

　ご機嫌そうに焼き鯖さば定食を食べる真奈に、じっとりと恨みがましい視線を向ける。

「何よ、そのもの欲しそうな顔は」

「別に……」

　私はごまかすように、硬い衣に覆われた白身魚のフライにかじりついた。




　そうして迎えた桧山さんの激励会当日――。

　会社の近くにあるいつもの居酒屋に、営業本部一同が集まった。

　お座敷の宴会場には、『頑張れ！　桧山！　日本一』と書かれた不可思議な横断幕がかけられている。

　久しぶりに、営業本部の人たちの輪の中で笑っている桧山さん。

　ああ……記念に写メ撮りたい。

　その光景をぼんやり眺めながら、芋焼酎ロックを飲む。

「相変わらず強いね」

　新しい班長、五十嵐さんが隣に座る。

「最初は可憐な外見にすっかり騙されたけど、その後の一気飲み対決で表情ひとつ変えず、桧山を打ち負かしちゃってね」

　五十嵐さんは、おかしそうにクスクス笑う。

　私は無言のまま立ち上がる。

「すみません！　ぬる燗ください！　二合！」

　そして店員さんに向かって、大声で叫んでいた。

　すぐに運ばれてきたぬる燗を受け取ると、わくわく動物園一同をかき分けて、輪の中心にいる桧山さんの前で立ち止まった。

　突然割って入ってきた私に、何事かとおじさまたちの視線が集まる。

　キョトンとした顔で私を見上げている桧山さんの顔の前に、徳利を突き出した。

「最後に私と勝負しましょう、桧山さん」

　私の申し出を受け、桧山さんは口の端を上げて、挑発的にニヤリと笑う。

「望むところだ。返り討ちにしてやるよ」

「おお！　やんのか！　ミスパーフェクト！」

　佐々木さんが嬉しそうに目を輝かせて、デッカい声で言う。

　思わぬ余興に、会場は一気に盛り上がる。

　私と桧山さんは謎の横断幕の前に、ふたりで並んで立った。

「女に負けてみっともない最後を、さらさないといいですね」

「相変わらず、口だけは達者のようだね。田母神くんは」

　こうして憎まれ口を叩いていると、桧山さんが営業本部にいた頃に戻ったみたいだ。

　睨み合う私たちに、会場のボルテージが一気に上がる。

「ふたりとも、用意はいいわね？」

　松井課長は、私たちに交互に視線を向ける。

　私はコックリ頷いた。

「スタート！」

　合図とともに、私は日本酒の徳利を逆さにして、クイッと飲み干した。

　うーん……やっぱり味はイマイチ。相変わらず普通酒だな。

　空の徳利を逆さにして頭に載っけた瞬間、会場から歓声があがる。

　隣を向くと、桧山さんがひと足遅れて、ようやく飲み終わったあとだった。

「相変わらず口ほどにもない」

　私はフンと鼻で笑ってやる。

　桧山さんは「クッソ」と言って、手の甲で口元を拭う。

「やっぱり、気合いが足りてないんじゃないですか？　そんなんでインドネシア行っちゃって、大丈夫なんですか？」

　大隈園長のお得意のセリフを、真似て言ってみる。

　真似されたご本人は、ガッハッハッと豪快に笑い、ご満悦だ。

「言うようになったねぇ」

　桧山さんはニヤッと笑う。

「修行しましたから」

　私が髪をかき上げてニッコリ微笑むと、会場から松井コールならぬ、田母神コールが湧き起こった。

　想定外の展開に私がオタオタしていると、松井課長と目が合い、バチッとウィンクされる。

　五十嵐さんがニヤニヤしながら前に出てくると、「泉ちゃん、どうぞ」と言って、桧山さんを後ろから羽は交がい絞めにする。

「一発殴なぐってやったほうがいいですよー、この薄情者を」

　すぐ目の前の席に座る加奈ちゃんが、鼻の頭に皺を寄せて言う。

「いずみん！　思いっ切りいけー！」

　木彫りの小日向さんも、外野からデッカい声でガヤッてきた。

　もしかして……皆気づいてたのかな……私の気持ち。

　私はキョロキョロと周囲を見回す。

「いつもみたいに優しくしてね、泉」

　桧山さんが私の名を呼び、へラリと笑うと、わくわく動物園のおじさまたちはギャハギャハはしゃぎだす。

　もう引くに引けない。

「インドネシアに行っても、頑張ってくださぁい！　気合いだぁ！　桧山！」

　手を振り上げ、そのちっちゃな顔を思いっ切りひっぱたいた。

　そのまま桧山さんは、畳の上にゴロンと横たわる。

　周囲から歓声があがり、異様な熱気に包まれた。

「すっげー気合い入ったわぁ……」

　桧山さんは左頬を両手で押さえながら、嬉しそうにニヤニヤ笑っている。

　やっぱり変態なんだなぁと思った。人を殴ったのなんて、生まれて初めてだ。手が痛くてジンジンする。だけど、なんだかすごくスッキリした。

　送別会から一週間が経つ頃には、桧山さんの姿を見かけることはなくなった。

　あのあとも桧山さんは、大隈部長とその取り巻きたちに連れられて、夜の街に繰り出していった。

　桧山さんが座っていた席には、すでに新班長の五十嵐さんが座っている。

　最初は違和感を覚えたものの、それが最近では当たり前のようになってきた。こうやって徐々に桧山さんのことを思い出すこともなくなって、私はもとの平穏な生活に戻っていくのだろう。

　本当に、それでいいの？

　時折、そんな思いが頭をよぎるが、私は見て見ぬフリをするように、自分の気持ちに蓋をする。そうやって心を乱すものを排除しながら、三十年間生きてきたんだから。

　小さくため息をつくと、デスクの上に置かれた卓上カレンダーへ視線を向ける。

　四月三日。

　今日は桧山さんがインドネシアへ出発する日だ。風の噂で誰かに聞いた。

　結局、最後までお別れは言えないまま。

　仕事に意識を切り替えようとパソコンに向かうと、メールを一件受信した。

　送り主は五十嵐さんだ。

　クリックして中を開いてみる。

【暁の出発、今日だってさ】

　そしてその先には、航空会社の名前と、便名が書かれていた。

　その瞬間、胸の鼓動が大きく跳ねた。

　別に関係ないし……。そう思いつつも、即行でパソコンの検索サイトを立ち上げる。

　桧山さんが搭乗する便を検索すると、成なり田た発デンパサール行きで、午後三時のフライトだった。

　慌てて時計を見ると、十一時二十五分。

　今から行けば、チェックイン前に間に合うかもしれない。

【朝からお腹が痛いので、早退するかもしれません】

　五十嵐さんに返信する。

　別に、空港に見送りに行くって決めたわけじゃないんだけど、一応、気が変わる可能性もあるしね。あと三十五分のうちに……。

　五十嵐さんから、すぐにレスポンスが返ってくる。

【だったら、さっさと帰りなさい】

　新班長の様子を窺うと、バチッと視線が合う。

　五十嵐さんはニッコリ微笑み、ゆっくりと頷いた。

「加奈ちゃん、朝からずっとお腹が痛くて、もう限界だから帰るね」

　加奈ちゃんは突然デスクを片づけ始めた私を、キョトンとした顔で見ている。

「あれ泉さん、さっきまでランチにジャンボチキンカツカレー食べに行く、って張り切ってませんでしたっけ」

「うん、明石あかし亭ていのジャンボチキンカツカレーは、絶品だよね」

　加奈ちゃんは「はあ」と言って、腑に落ちない顔をしている。

「お先に失礼します」と言って、何かツッコまれないうちに、そそくさと立ち去ろうとすると――。

「泉さん」

　加奈ちゃんに呼び止められる。

　私はギクシャクとカラクリ人形のように振り返った。

「桧山さんに『頑張ってください』って伝えてください」

　加奈ちゃんは微笑みながら言う。

「いや……私は別に」

　私がモゴモゴ口ごもると、「今日ですよね、出発」とツッコまれてしまった。

「バ、バレてました？」

　なぜか敬語で聞き返す。

「バレバレですよ。泉さん、嘘がヘッタクソなんですもん」

　加奈ちゃんはニカッと笑った。

　どうやら私の片想いは、その大きな瞳にしっかりと見抜かれていたらしい。

　慌てて社屋を飛び出し、ダッシュで駅まで向かう。

　タクシーで行こうか一瞬迷ったが、渋滞に巻き込まれる可能性があるため、電車で向かうことにした。

　よりによって、なんで羽はね田だではなく、成なり田た出発なのだろう。

　電車の中でイラ立ちながら、バッグから一枚の名刺を取り出す。

　営業本部に着任した日に桧山さんからもらった物で、裏にはプライベートの電話番号が書かれていた。今までは、会社用のスマートフォンでしかやり取りしていない。

『今から行くので、待っていてください』なんて突然連絡したら、引くかな。むしろ慌ててチェックインされたらどうしよう。

　妄想にふけり迷っているうちに、特急は駅へと到着する。降り立ったのは、成田空港、第一ターミナルの地下一階だった。

　最寄りのフロアマップを見ると、出国ロビーは四階にあるようだ。

　スーツケースを引きずる人たちに紛れ、エスカレーターを駆け上がっていく。

　すれ違う人たちに怪訝な表情で振り返られるが、気にしている場合じゃない。四階に着く頃には、すっかり息があがっていた。名刺に書かれたスマートフォンの番号に電話をかける。

『お客さまのおかけになった電話番号は、現在使われておりません……』

　しかし、無機質な音声が繰り返し流れるばかり。

　嘘でしょ……解約されてるし……。

　会社用のスマートフォンに電話をすると、知らないおじさんが出た。

　どうやらすでに違う人に貸与されたらしい。

　連絡を取る手立てを失った私は、だだっ広い空港をぐるりと見回す。

　どうしたものか……。

　ひとまず桧山さんが乗るであろう便の、チェックインカウンターへと向かう。

「あの！　桧山 暁という人は、すでにチェックインされていますか!?」

　前のめりになり、受付のグランドホステスに詰め寄った。

「お連れさまでしょうか」

「はい！」

　私は自信満々に嘘をつく。

「では、航空券を拝見してよろしいでしょうか」

「それは……持っていないんです」

　私はテヘッと笑ってごまかそうとする。

　しかし、グランドホステスは「ああ……」と呟き、苦笑いを浮かべた。

　きっとストーカーの類いに思われているに違いない。あながち間違ってはいないんだけど。

「申し訳ございません。個人情報に当たりますので、お答えすることができません」

「わかってます！　わかってますがね！　これしか彼を追う手立てがないんですよ！」

「申し訳ございません。規定ですので」

「そこをなんとか……！　なんとかなりませんかねぇ！」

　涙目で必死に食い下がる私に、グランドホステスは顔を引きつらせ、困惑している。

「泉……？」

　声をかけられて振り向くと、大きなトランクを引きずった桧山さんが佇んでいた。

「お前……何してんだ？」

　桧山さんは眉間に皺を寄せて、訝しげな表情を浮かべる。

「桧山さん……」

　よりによって、ストーキング真っ最中のところを見られてしまった……。

　空港で感動の再会……とはほど遠い、微妙な空気がふたりの間に流れた。




　チェックインして荷物を預けた桧山さんと、空港内のコーヒーショップでひとまずお茶をすることになった。

　ジャンボ機が並ぶ飛行場を見渡せる、窓際のカウンター席に並んで座る。

「突然現れたから、びっくりしたよ」

　桧山さんはクスリと笑う。今日はノータイにジャケットを羽織ったオフィスカジュアルな装いで、久しぶりに見ると、また格別に素敵。

　もう、このお姿が見られなくなると思うと、胸がギュッと締めつけられるように苦しくなる。

「お、お見送りに来ました」

「会社は？」

「……仮病を使って、午後休を取りました」

　ま、バレバレだったけどね。

「そこまでして俺に会いたかったのか？」

　桧山さんは冗談めかして言う。

「はい、そこまでしても会いたかったです」

　私の真剣な回答に、桧山さんは驚いたように目を見開いた。

「桧山さんに、きちんとさよならを言いたくて」

「わざわざここまで来て、言うのはさよならなのか？」

　桧山さんは、首を傾げて聞き返す。

「インドネシアに行っても、頑張ってください。遠く離れた日本でお、応援……しま、しますけど」

　涙で桧山さんの顔がぼやける。

「……桧山さんがいなくなったら寂しいです。ものすごく」

　そこまで言うと、堰を切ったように目から涙が溢れた。

　せっかく今まで我慢していたのに、最後の最後で台無しだ。きっと『面倒臭い』って思われているに違いない。

「あの……ごめんなさい。泣くつもりはなく――」

　言葉を遮るようにして、桧山さんは私を抱き寄せる。

　ふんわりと愛用しているコロンの香りに包まれた。

「俺も寂しい。会いたくなったら、電話していい？」

　私は桧山さんの胸に顔をうずめたまま、首を何度も縦に振る。

「今生の別れのように言ってるけど、年に何回かは日本に帰ってくるし」

　私の頭を大きな手で撫でながら、耳元で小さく笑う。

「そしたら、真っ先に会いに行く」

　桧山さんは「泉」と私の名を呼んで、顔の見える位置まで身体を引き離す。涙で私の頬に張りついた髪を指先で梳くと、ゆっくりと顔を近づけてくる。

「ああ！」

　互いの唇まであと数センチのところで、私はデッカい声を張り上げる。

　桧山さんはビクッと身体を震わせた。

「……なんだよ」

　キスをお預けされて、不服そうだ。

「そういえば桧山さん、スマホ解約しちゃったじゃないですか！　私はどうやって連絡すればいいんですか!?」

　桧山さんは「ああ」と言って、ジャケットの胸ポケットから真新しいスマホを取り出す。

「ひ、ひどい。スマホ変えたことを、私には教えてくれなかったんですね」

「泉が俺のことを避けてたからだろ」

　桧山さんは目を細めて、非難がましい視線を向けてくる。

「だって、それは私にインドネシア行きのことを隠していたから……」

　私はモゴモゴと口ごもる。

「泉だから言えなかった。本当のことを話して、泉が俺から離れていったらどうしようって思ってた」

「え……？」

　桧山さんの意外な回答に驚いて顔を上げると、その大きな瞳に私が映る。

「泉、好きだ。多分、始めて会った時から」

　そのまま、短いキスをする。

「だから、よそ見しないで待っててよ」

　鼻先で見つめ合いながら、桧山さんはメチャクチャ小さい声で呟いた。

　私は頷く代わりに桧山さんの頬に手を当てて、自ら唇を塞ぐ。

　ふっくらとした唇の感触を味わうように、何度も何度もキスをした。離れていても忘れないように――。




　人目をはばからずイチャついていたため、桧山さんはファイナルコールで呼び出されることとなる。

「じゃあ、泉！　達者でな！　連絡する！」

　そう言って、桧山さんは出国ゲートへと走り去っていった。なんだかムードに欠ける慌ただしい出発だった。

　桧山さんの乗る飛行機が飛び立つのを出発ロビーから見送って、私は空港をあとにした。

　……あ、スマホの番号、聞くの忘れた。

　それに気づいたのは帰りの電車。時すでに遅し。

　でも大丈夫。きっと桧山さんは電話をしてくれるだろう……多分。

　いささかの不安を残し、私は家路についた。










考えるトラ［暁ＳＩＤＥ］




　ピンと背筋を伸ばし、まっすぐ前を向いている彼女に、思わず視線を奪われた。

「緊張してないの？　余裕だね」

　俺が声をかけると、彼女はゆっくりこちらに振り向く。

「そう見えますか？」

　シャープな顎のラインに、意志の強そうな大きな瞳が印象的だった。

「うん。皆ガッチガチに緊張しているのに、婆ばあさんみたいに落ち着き払ってるじゃん」

　形の整った赤い唇が微かに動き、「婆さん……」と小声で呟く。眉根を寄せて、ちょっと不服そうだ。

　今日は新卒採用の二次面接があり、久しぶりに本社を訪れた。

　とはいっても、入社二年目の俺が面接官に大抜擢されるはずもなく、リクルーター、いわゆるお世話係としてここにいる。

　面接官には聞けないことも気軽に質問してもらえるよう、歳の近い若手社員が持ち回りで配置され、面接の順番待ちをしている学生たちに話しかけて、緊張を和らげたりしている。

　面接室の前に置かれたパイプ椅子に座り、緊張した面持ちの学生たちに、適当に声をかける。そんな中、この女子学生だけは凉しい顔をしていたので、興味を持った。

　……しかも顔がタイプだし。

「緊張してますよ」

　彼女は抑揚のない口調で言う。

「そんな風に見えないけどなあ」

　事前に配布されていた、履歴書のコピーを見る。

「ごめん、君の名前なんて読むの？」

　ちなみに、俺は漢字が苦手だ。

「たもがみ、と読みます」

「珍しい苗みょう字じだね。田母神さん」

　女学生、改め田母神さんは、何かを聞こうとして、「あの……」と口ごもる。

「ああ、俺は桧山と言います」

　俺は首から下げた社員証を見せ、ニコリと微笑みかける。

　こうすれば、大抵の女子は頬を赤く染めるものだ。

　……しかし、田母神さんには全く効果なし。一切表情を変えることはない。

「英文科なんだ。それでうちの会社を受けるなんて、珍しいね」

「そうでしょうか」

　田母神さんは黙り込む。

「どうして弊社を志望したのか、教えてもらっていい？」

　田母神さんは、ハッとしたように目を見開いた。

「私が御社を希望した理由として……」

　そして、突然スイッチが入ったように、志望動機を語り始める。

「ストップ」と言って、俺は途中で遮った。

「あのさ、俺は面接官じゃないから、もっと軽い感じで教えてくれればいいからさ」

　田母神さんは「はあ」と言って、眉間に皺を寄せて困惑している。

　その時、俺は悟った。

　ああ、そうか……この女学生は、メチャクチャ緊張しているんだ。落ち着き払って見えていたのは、緊張でガチガチに固まっていたからなのだろう。それこそ、周りの様子を気にする余裕もないくらい。

「あの……では桧山さんは、なぜこの会社に入社されたんですか？」

　おっと、そう来たか。まさかの質問返し。

　改めてそんなことを聞かれて、真面目に答えるのは少し恥ずかしい。

　しかし、田母神さんは真剣そのもの。澄んだ瞳でじっと俺を見据えている。

「しいて言えば、デッカい物を造ってみたいと思ったからかな」

　田母神さんは、「デッカい物？」と聞き返し、首を傾げる。

「例えば俺に子どもができて、『お父さんってどんな仕事をしてるの？』って聞かれた時に、パソコンで自分の造った橋とかビルとか空港とかを見せて『これは俺が造ったんだ』とか偉そうに言ってみたい」

　自分で言っていて稚ち拙せつだな、と思いつつも、本当にそう思っているのだから仕方ない。さすがの女子大生にも呆れられるだろう。

「確かに、素敵かも」

　そう言って、田母神さんは目元を柔らかく綻ばせた。

　意外なリアクションに、鼓動が大きく跳ねる。ツンとすました横顔もなかなかよかったけど、ぱあっと花が咲いたような笑顔は、もっと魅力的だ。

「一四〇番の方、お入りください」

　面接官に番号を呼ばれ、田母神さんは慌てて立ち上がる。

「あの……」

　俺は田母神さんを、咄嗟に呼び止めていた。

「いつか、君と一緒に仕事がしてみたい。だから頑張れ」

　田母神さんは一瞬、呆気に取られた顔をしたが、ニコリと笑い、大きく頷いた。

「ありがとうございました。桧山さん」

　折り目正しく一礼し、田母神さんは面接会場へ入っていく。

　また、会えたらいいな。ほのかな期待を抱きながら、俺はその後ろ姿を見送った。




　そして八年後――。

「桧山さん、何度言ったらわかるんですか？」

　一瞬にして凍りつきそうなほど、冷たい視線で見下ろされる。

「出張の経費精算は、三営業日以内って言ったじゃないですか」

　そう言って、伝票の束をデスクに放られた。

「だってさー、ここんとこ外出が続いてたんだから、仕方ないだろ？」

「だってもクソもありません！　経理に文句言われるのは、こっちなんですからね！」

　目を三角に吊り上げて、俺に食ってかかる。

「わ、悪かったよ。いずみん」

　紆う余よ曲きょく折せつがあり、配属された営業本部で、俺は田母神さんと運命の再会を果たす。

「今度からは、期日が過ぎたら自分で処理してくださいね」

　しかし、八年の月日は人を変えてしまうようだ。

　あんなに初々しく可愛かった田母神さんは、今やすっかり俺の苦手な、気の強い生意気な女に成長していた。

「昔は可愛かったのにな」

　つい本音が口をついて出る。

「なんですか？」

　田母神さんに聞き返されて、「いや……なんでもない……」と、モゴモゴ言ってごまかす。

　しかも、田母神さんは全く俺のことを覚えていなかった。

　女子の顔はしょっちゅう忘れるけど、忘れられたことはほとんどないので、正直ショックだった。

　自席に戻ろうとする田母神さんに、小日向さんが「いずみーん」と声をかける。

「これから河か合わい建けん設せつに挨拶行くんだけど、手土産は何がいいかな」

『知らんがな。そんなもん自分で決めろよ』と、言ってやりたいところだろうけど、田母神さんは立ち止まって、数秒間、視線を宙に泳がせる。

「多た根ね屋やのキューブカステラはどうでしょうか。皆さん、頭を使う仕事をされているので、甘い物がいいんじゃないですか。河合建設さんは、女性スタッフも多いですし」

「そうする！　ありがとう！　いずみん」

　小日向さんは、母親に言って聞かされた小学生のように、素直に助言に従う。

　田母神さんは「どういたしまして」と言って、ふわりと微笑んだ。

　彼女が仕事中に笑うことは滅多にないので、レアだ。キツい表情が一気に和らぐ。

　その笑顔はやっぱり八年前と変わらない。……いや、それ以上にいいかもしれない。




　定時後。

　給湯室に飲みかけた缶コーヒーを捨てに行く。

　やっぱりいた。田母神さんがマグカップに入ったお茶を飲みながら、小さな窓からぼんやり外を眺めている。

「行儀が悪いな」

　俺が声をかけると、彼女はビクッと身体を強張らせてこちらを振り向いた。

「なんだ、脅かさないでくださいよ」

　口調は刺とげ々とげしいものの、その目元は綻んでいる。

「何飲んでるの？」

「ローズヒップティーです。桧山さんも飲みませんか？」

　シンクに置かれた、耐熱ガラスのポットに入った赤い液体に、視線を向ける。

　ちょっと怯んだものの、好奇心旺盛な俺は、一杯いただくことにする。

「どうですか？」

　色水はほのかに渋みがあって、酸すっぱかった。しかも変な臭いがする。

「なんだこれ。激マズだな」

　紙コップを片手に、思いっ切り顔をしかめる。

　そんな俺を見て、田母神さんは怒るわけでもなくおかしそうにクスクス笑っている。

「このハーブティーはビタミンＣが豊富で、お肌にいいんですよ」

　そして、マグカップに入ったお茶に、ふうと息を吹きかけ、ひと口飲む。

「泉」

　その名前を会社で呼ぶと、瞳にハッキリと動揺の色が浮かぶ。

「臭いお茶を飲むくらいなら、もっと芳ほう醇じゅんな香りのする深紅の液体がいい」

「それは……血ですか？」

　彼女は真剣な表情で、トンチンカンなことを口走る。こういうところは天然だ。

「神楽かぐら坂ざかにいいワインバーを見つけたから、今度行こうよ、ふたりで」

　俺は身を屈め、耳元で思いっ切り甘く囁くと、田母神さんはローズヒップティーとやらに負けないくらい、顔を真っ赤にする。

　仕事中の、ツンとすました態度とのギャップがたまらない。

「ふ、ふたりで？」

「うん、そう」と言って、田母神さんの顔を覗き込み、微笑みかける。

　こうすれば、大抵の女性はついてくると実証済みだ。彼女だって例外ではないはず。

「あー、桧山さん！　探しましたよー！　またこんなところで油売って」

　同じ部の後輩、西浦加奈が声をかけてきた。

「なんだよ」

　いいところで邪魔されて、思わず口調がぶっきらぼうになる。

「六時から第三会議室でミーティングしてるから、桧山さんを捜して呼んでくるよう松井さんから内線がありました。大層ご立腹です」

　……しまった、すっかり忘れていた。俺としたことが。

「さっきの話の続きは、またあとでな」

　田母神さんは窮地から解放されて、ホッと安あん堵どの笑みを浮かべている。

　クソ……あともう少しだったのに。

　俺は慌てて、給湯室をあとにした。このあと、ミーティングに遅れてこっぴどく怒られたのは、言うまでもない。




　今日は金曜日。

　俺の異動が発表になったので送別会と称し、五十嵐と残業帰りに会社近くの居酒屋で飲むことになった。

「暁、シャンバラリゾーツの合同プロジェクトに配属されたこと、朝礼で発表される前に泉ちゃんに伝えてたのか？」

「……いや。それどころか、いまだに何も話せていない」

　俺はごまかすように、ホッピーをグルグルとかき混ぜる。

　五十嵐は呆れたように、目をスッと細める。

「平気で女を口説けても、肝心な話はできないなんて、ヘタレだよなぁ」

　仕方ないじゃないか。今まできちんとした付き合いなんて、ほとんどしたことがなかったんだから。女なんて、誰と付き合ったって同じ……そう思っていた。彼女に会うまでは。

「この間、家まで押しかけて話そうとしたんだけど……彼女、なんか若い男と帰ってきたから」

　五十嵐は同情の笑みを浮かべて、慰なぐさめるように俺の肩にポンと手を乗っける。

　あれはさすがにショックだった。あのあと、どうやって家まで帰ったのか、正直覚えていない。

「だからもっと早い段階で、泉ちゃんに話しておけばよかったんだよ。他人の口から聞いて、泉ちゃんはショック受けてたぞ。かわいそうに」

　そう言って、五十嵐は首を横に振る。

　その小言は、耳に痛い。最近では俺の姿を見かけると、泉は鼻の頭に皺を寄せたアライグマフェイスになり、コソコソと逃げだす始末。

　インドネシアに行くことを泉に話して、『桧山さん、お元気で。さようなら！』なんて別れの言葉で、あっさり切り捨てられたらどうしよう。

　そう思うと、チキンな俺はなかなか言いだせなかった。しかし、今やそんな言い訳すらも聞いてもらえない。

「でも、まさかお前が本気でプロジェクトに立候補するとは、思わなかったなあ」

「そっか？」と言って、俺はだし巻き玉子を頬張る。

「営業本部に着任してから、すっかり染まってたからね。また技術屋に戻るとは」

　自分でもそう思っていた。

　しかし、そんな俺を変えたのは、ほかの誰でもない、泉だった――。
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　思い出されるのは、営業本部に配属された四年前のこと。

　今まで技術畑でキャリアを積んできたので、相当戸惑ったもんだ。

「桧山、お前が持ってるポテンシャルを最大限に活かせ。どんな手段を使っても、だ」

　着任早々、大隈部長に言われて、配属された理由を悟った。

　俺に求められていたのは、官庁勤めをしている父親のコネクションだった。能力なんてものは、全く関係なしに。

　やっぱりな。納得しつつも、無性に腹が立った。

　会社がそういうつもりなら、意地でもコネクションは使うまいと、夢中になって仕事をした。まあ、どこにいても、仕事というのはそういうものだ。

　幸い、現場での経験が営業をやっていくうえでかなり役立ったし、人をたらし込む術は身に染みついている。

　努力を重ねた結果、着任二年目にして、営業成績はみるみる上がっていった。

　最初はコネクションを執拗に押しつけてきた大隈部長も、その頃にはもう何も言わなくなった。今では、俺のことが大好きだしね。

　信じられない金額を受注するゼネコンの営業は、それなりの充実感があるのは確かだ。営業本部の人たちも個性豊かで、一緒に仕事をしていると楽しい。

　だけど、俺が本当にやりたいことってなんだったっけ？




　そんな思いを抱えながら仕事をしていた俺だったが、この間のレセプションの夜、小心者の泉が、おっかないうちの親父に啖たん呵かを切った。

『桧山さんは……暁さんは、でき損ないではありません！』

　いつまでもふわふわ浮き足立っている俺を、歯がゆく思う親心からくる、いつもの小言だったが、親父に免疫のない泉は、顔を真っ赤にして怒っている。

　俺のために、こんなに怒ってくれるなんて、ジンとしてしまった。

『それに桧山さんは、物乞いなんかじゃありません！　彼はデッカい物を造るんです！』

　その瞬間、俺は石のように固まった。

　いつか、俺が泉に言ったセリフ。彼女はそれを覚えていたのだろうか。

　会社の方針に従って、営業を頑張るしかない……そんな風に諦めて、今の状況に甘んじている自分が、急に恥ずかしくなった。

　しかも、自分は何をやってもできる……なんてうぬぼれてすらいた。

　あの時、必死な顔で謝ってきた彼女に、心ない態度を取ってしまった。彼女の傷ついた顔が今でも忘れられない。ああ、いくつになっても俺はガキだ。

　自己嫌悪で窒息しそうな夜だった。

　そしてその翌週、俺は合同プロジェクトの公募に、志望シートを提出した――。




　＊　＊　＊




「泉ちゃんはどうするんだよ。諦めるのか？」

　五十嵐がビールを飲みながら尋ねる。

　俺がいなくなれば、男ばかりの営業推進グループで、可憐な泉は引く手数あま多ただろう。

　白いウエディングドレスを着た泉がほかの男に手を引かれ、幸せそうに微笑みながらバージンロードを歩く姿を想像する。

「うーん……やだな。悪夢だ」

　それだけで一気に気が滅入った。俺は眉間に皺を寄せて、ホッピーをグイッと呷る。

「じゃあ、連れていく？」

「それも現実的ではない気がする」

　泉にとって、インドネシアには仕事もないし、友人もいない。

　そんな場所に連れていったところで、俺も仕事が忙しくかまってやれないだろうし、不ふ憫びんな思いをさせるのは明白だ。

「じゃあ、『待ってて』って言う？」

「そんなこと言う資格が俺にあんのか？　付き合ってもいないのに」

　五十嵐は顎に手を当てて、「うーん」と考え込む。

「いっそのこと、プロポーズでもすればどうだ？」

「いきなりすぎるだろ」

　心優しい泉も、さすがに引くかもしれない。

「それに、身体の相性もわからないうちから、迂闊に結婚なんて申し込めるかよ。『プロポーズするか迷っているので、一回お手合わせ願います』なんて言ったら、完全にアウトだろ」

「まあ確かに」と言って、五十嵐は黙り込む。

　本当に、どうしたものか……。

　ため息をつきながら、グラスのホッピーを飲み干した。




　ついに迎えた出発日当日――。

　成田空港に到着し、タクシーのトランクから重いスーツケースを引っ張り出す。

　久しぶりの海外生活に期待が高まるが、心残りなことがあるので、少し胸が痛む。

　結局、泉ときちんと話をすることはできなかった。今さら何を言えばいいんだ。

　きっと、自分勝手で意気地のない俺に、優しい泉も愛想をつかしただろう。今頃、あの小僧と仲良くやっているに違いない。そう考えると、デッカいため息が出た。

　……そうだ、俺には仕事がある。新天地で仕事に生きるんだ。

　いざ第一ターミナルのチェックインカウンターへ向かうと、受付で騒いでいる妙な女が目についた。

「あの！　桧山 暁って人は、すでにチェックインされていますか!?」

　しかも俺の名前を叫んでいるし。

　まさか……と思って近づいてみると、泉が鬼気迫る顔でグランドホステスに詰め寄っている。

　その瞬間、ひと筋の光が俺を照らし、天使が飛んでいるシーンが脳裏に浮かぶ。




『俺のこと、覚えてた？』

　死がふたりを分かつまで、愛し慈しみ貞節を守ることを、いつか泉に誓う日が来たら、そう聞いてみよう。




　それから四ヵ月後の八月――。

「アッツ！　おはよう」

　現場の簡易オフィスで仕事をしていると、恰幅のいい中年の女性が英語で挨拶しながら、ニコニコ笑顔で出勤してくる。

「おはよう、ニーさん」

　彼女はシャンバラ・バリの建設現場で、事務や作業員の身の回りの世話をしてくれている。〝アツキ〟という名前は発音しづらいので、俺を〝アッツ〟と呼ぶ。日本語を話せるスタッフはほとんどいないため、コミュニケーション手段はほぼ英語だ。

「これ、プレゼントよ」

　ニーさんは手のひらサイズの、アライグマのぬいぐるみを差し出した。

　三十路過ぎの男へのプレゼントにしては、可愛いすぎる代物だ。

「娘が友達からもらったらしいんだけど、いらないっていうから、アッツにあげようかと思って。好きでしょ？　アライグマ」

　ニーさんは白い歯を見せて、ニッコリ笑う。

「はい、大好きですね」

　パソコンの壁紙は、牙をむいて威嚇しているアライグマの画像だ。

『なんでこんな画面なんだ？』とよく聞かれるけど、これが一番、俺の中でキュンとする画像なのだから仕方ない。

　そのほかにも、デスクマットにはアライグマポストカードを、何枚も挟み込んでいる。おかげさまで、ここでは変わり者扱いされている。

　デスクに、ニーさんからもらったアライグマのぬいぐるみを飾る。改めて見ると、縫ほう製せいが荒く、ちょっとブサイクな感じがなかなかいい。

　メールをチェックしたあとに、日本の美嶋建設本社へ電話をかける。相手は部下の女性社員、柳井真奈だ。

『なんですか？　桧山さん』

　柳井は低血圧なのか、すこぶる機嫌が悪そうだ。

「おい柳井、昨日はなんでメールを送ってこなかったんだよ」

　柳井は受話器の向こうで、しばし押し黙る。

『あの桧山さん、今私、ものすごく忙しいんですけど』

　声のトーンはメチャクチャ低いうえに、生意気にも口答えしてきた。

「忙しいのは自分だけだと思うなよ。俺だって超、多忙だ。それでも、お前からのメールを心待ちにしてたんだぞ？　そんな一途な気持ちをむげにするとは冷たい女だな」

　受話器の向こう側から、大きなため息が聞こえてくる。

『昨日は、泉と一緒にランチしてないんですよ』

「どういうことだ!?」

『泉はお休みだったので』

「風邪でもひいたのか!?」

　真っ赤な顔で苦しそうに息を吐きながら、あの汚い部屋で床に伏せる泉を想像したら、いても立ってもいられなくなる。

『違います。泉はバケーションを取ってます』

「なんだそれ！　聞いてないぞ!?　どこに行ってるんだよ！」

『さあ、知りません。自分で聞けばいいじゃないですか』

　柳井は冷たく言い放つ。

「お前にはガッカリだ、柳井。できるヤツだと思っていた俺が間違ってい――」

『じゃあ、忙しいんで切りまーす。お疲れーす』

　そう言って、柳井は一方的に電話を切った。

　クソ……柳井め……。

　部下の柳井は、泉の同期でいつも一緒にお昼を食べるくらい仲良しらしい。

　毎日、ランチを一緒に食べる時に、泉の写メを撮らせて俺に画像を送らせている。

　柳井はなかなかいいセンスをしており、おかげさまで毎日イキイキとした泉を堪能することができる。上司の圧力で柳井に口止めしているため、もちろん泉はこのことを知らない。知ったら気持ち悪がって、柳井に写メなんて撮らせないだろう。

　この間、泉と電話で話したが、休暇のことなんてひと言も言っていなかった。

　まさか……俺には内緒でほかの男と!?

　あのクソ生意気な小僧の顔が、頭をよぎる。よからぬ妄想に駆り立てられて、泉のスマートフォンに連絡してみたが、電波が悪いのか、電源が入っていないという理由で繋がらなかった。

「オハヨー！　ヒヤマー！」

　隣のデスクに座る同僚のリックが、下手くそな日本語で挨拶してくる。

　リックはシャンバラリゾーツから出向してきている、赤せき褐かっ色しょくの髪にブラウンの瞳をしたアメリカ人だ。歳は俺と同じく、今年三十三になる。

「おはよう、リック」

　俺は死んだ魚のような目で、挨拶を返す。

　シャンバラ・バリは数社合同のプロジェクトなので、一緒に働く人々も国際色に富んでいる。会議や配布される資料、日常のコミュニケーションもすべて英話だったので、最初は多少戸惑ったものだ。

　リックとは歳も同じで、お互い独身のため意気投合し、プライベートでも飲みに行ったり、休日にはゴルフや釣りなどを一緒に楽しんでいる。

「元気がないじゃないか！　女にでもフラれたか!?　まぁ、ここじゃフラれる女もいないけどなぁ！」

　リックは陽気にハハハッと笑う。朝からテンションが高い。

「今日は日本から視察が来るみたいだから、あんまりダラダラしてんなよ」

　リックの小言を聞き流して、パソコンを立ち上げた。

　メカニカルエンジニアとして赴任してきたが、機械チェックのほかに、建物の製図や下請け企業との契約、工程管理など、業務は多た岐きに渡る。まあ、優秀な俺は、すべてを卒なくこなしているけどね。

　昼食に、ニーさんが作ってくれたナシチャンプルという、白いご飯の上にいろいろなおかずが載っかった料理を頬張りながら、本社へ提出する経過報告書を作成する。

　ふと、デスクに置かれた、ブサイクなアライグマの人形と目が合う。

　こんな時になんだけど、無性に泉に会いたくなった。

　あの細い身体をギュッと抱きしめて、いい匂いのするサラサラの髪に触れたい。しかし、彼女は俺に内緒でバケーション……。

　生意気な小僧に肩を抱かれながら微笑む泉の姿を、思わず想像してしまう。

「クッソ……」

　今すぐ日本に帰りたい……が、ここはインドネシア。こんな時、超遠距離恋愛はたまらなくもどかしい。










捕獲せよ




「あっつい」

　重いトランクを引っ張り、私が空港から一歩外に出ると、南国特有の湿気を含んだ空気がまとわりついてきた。そして、果物がすえたような独特の香りが鼻につく。

　私はサングラス越しに空を見上げる。背の高い椰や子しの木に、容赦なく降り注ぐ美容の大敵、紫外線。

　来てしまった。インドネシア、バリ島。

　なぜここに私が来たのかというと、事態は一ヵ月前に遡さかのぼる――。
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「最近、桧山さんとうまくいってるの？」

　真奈に聞かれて、私はデレッと頬を緩める。

「うん！　昨日もスカイプでテレビ電話した」

　今日のランチは、真奈と夏バテ防止のために奮発して、うなぎを食べに来ている。

「お待たせしました」

　店員さんが、うな重と肝吸いをテーブルの上に並べる。

　蓋を開けると、ふんわり芳かんばしい香りが漂った。

「いただきまーす！」

　早速がっつこうとすると、「待って！」と真奈に止められた。

「また写真？」

『据え膳ぜん食わぬ』状態で、私は思いっ切り眉間に皺を寄せる。

「お重の中身をこっちに見えるように傾けて、ニッコリ笑って！」

　私は渋々、指示に従う。

　真奈は最近、インスタグラムにハマッているらしく、毎日ランチの料理を写真に収める。

『自分で写りなよ』と意義を申し立てたけど、どうしたわけか自分が写真を撮らないとダメらしい。正直、面倒臭くてうんざりしている。

「よし！　いただき！」

　いい写真が撮れたようで、ようやくうなぎを食べる許可が下りた。

「泉、夏休みの予定は決まってる？」

　真奈はニヤッと口の端を上げて、不敵な笑みを浮かべる。

　私は無言のまま、首を横に振った。我が社は七月から九月の間で、好きな時に最大五連休の夏季休暇を取得することができる。

「じゃあ、八月に行ってきたら？　バリ」

「は？」

　私は首を傾げて、聞き返す。

「会いたくない？　最愛の彼氏に」

「会いたい……そりゃ会いたいよ」

　テレビ電話に映る桧山さんは、日焼けして髪も耳にかかるくらいに伸びて、日本にいる時よりもワイルドな雰囲気になった。優男な感じも好きだったけど、男の魅力満載の今も悪くない。いや、むしろ前よりもそそられるものがある。

「もし、泉がバリ島に行くっていうのなら、桧山さんに会える手立てを整えてあげられないことも、ないんだけどなー」

「どういう意味？」

　私は訝しげな視線を向ける。

「海外視察として、シャンバラ・バリの現場へ見学に行けるよう、手配してあげる、って意味」

「嘘！」と言って、私はテーブルに身を乗り出す。

「もちろん交通費と宿泊費は自費だよ」

　それは……いいんだけどさ。

「でも迷惑じゃない？　向こうは仕事があるし」

「まさかー！」

　真奈は手をブンブンと横に振る。

「泉が会いに行ったら、泣いて喜ぶよ、桧山さん！　絶対！」

「そ……そうかなあ」

　真奈の熱い口調に乗せられて、まんざらじゃない気がしてきた。

「南国の青い空の下、ふたりでしっぽり過ごしてきなさいよ」

〝しっぽり〟の意味を妄想し、一瞬で耳までカアッと熱くなる。

「やだー！　もー！　真奈ったらぁ」

　それは悪くない……。悪くないどころか、最高じゃないか。

「サプライズで行ったら、きっと燃えるね。間違いない」

　さらに真奈は、悪魔のように甘い誘惑を囁き、私をたぶらかす。

「うん、そうする」

　こうなったらバリに行こう。

　私はまんまと乗せられて、すっかりその気になった。

「うなぎでも食べて、しっかり精をつけときなさい」

「ちょっと、もう！　何言ってんのよ」

　怒ったように、わざとらしく頬を膨らませる。そして米粒ひとつ残さずに、私はうな重を完食した。




　今日はいいことがあったので、会社帰りにふらりとサカバルに立ち寄った。

「へえ、バリ島行くんだ。泉さん」

　祐樹くんがカウンターに、お通しのアンチョビポテトサラダを置く。

「うん、来月に。お土産買ってくるね」

　私はヘラリと笑う。

「えー、いらない」

　憎らしいことを言って、祐樹くんはふらりとキッチンへ戻ってしまった。

「何、今の！　感じ悪くない？」

　私がプリプリ怒っていると、坂田は苦笑いを浮かべて肩をすくめた。

「許してやってよ。祐樹も複雑な心境なんだよ」

「そんな繊細な心を持ち合わせているとは、思えないけどね」

　怒り任せに、アンチョビポテトサラダを口に入れる。

　マヨネーズとアンチョビがよく合っていて、やっぱり美味しい。

「祐樹は繊細だよ。あいつが作ったもん、食べたらわかると思うけど」

　確かに彼の作る料理は、どれもハズレなく美味しい。

「口ではあんな風に言ってるけど、タモが一時期店に顔出さなかった時も、祐樹はいつも通りを眺めながら、タモの帰りを待ってたんだぞ」

「そうなんだ……」

　何も考えてないと思ってたけど、実は結構気にしてたのかな。それなのに腹黒扱いして、ちょっと悪かったかもしれない。

「はい、これ」

　祐樹くんが再び姿を現し、カウンターの上にサングリアの入ったグラスを置く。

「あれ？　注文してないけど」

　驚いて見上げる。

「俺の奢り。よかったね、上司さんとうまくいって」

　思わぬお祝いの言葉に、胸がジンとする。

「ありがとう」

　ひと口飲むと、ふわりとワインの芳醇な香りが鼻び腔こうをくすぐる。甘酸っぱくて、とても美味しい。

「でも俺、諦めたわけじゃないから」

　祐樹くんはカウンターに肘をついて、キュートな笑みをニコリと浮かべる。

「ど、どういうこと？」

　祐樹くんのストレートなセリフに、胸がドキッとしてしまった。

　もしかして仔犬系男子は、私のことを本気で……？　どうしよう。私には桧山さんという、心に決めた人が……！

「いつもすましてる泉さんがベッドで乱れる姿を、一回は見てみたいんだよねー」

　どストレートなセリフに、今度はズッコケそうになる。

　迂闊にも感動してしまった私がバカだった。やっぱりこの男は、仔犬系腹黒男子だ。

　だけど、ニコニコ笑うその顔を見ていると、どことなく憎めない……なんて思ってしまうのだから、私はやはり甘っちょろい女なのかもしれない。
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　――そして、私は今バリにいる。

　おじさまたちから、代わる代わる桧山さんへのお土産を渡されて、私のスーツケースの半分以上を占めている。

　なんだかんだ言って、彼は愛されているようだ。

　愛情の詰まったお土産が入った、もんのすごく重たいスーツケースをガラゴロ引きずって、待ち合わせ場所である自家用車専用の車寄せレーンへと向かう。

　小柄でぽっちゃりした五十歳前後のバリ人のおじさんが、『Welcome to BALI! TANOKAMESAN』と書かれた紙を持っていた。

　これって、やっぱり私のことだよね。ちょっと……いや、結構違うけど。

「あの……ベベックさんでしょうか？」

　事前に知らされていた、現地コーディネーターの名前を恐る恐る呼んでみる。

　おじさんは人懐っこい笑みを浮かべる。

「ミシマケンセツのタノカミさんですか!?　私、ガイドのベベック！　ヨロシクね！」

　私の手を握って、上下にブンブン揺らす。胸に一いち抹まつの不安がよぎるが、そんな私の気持ちを知ってか知らずか、ベベックはスーツケースを車まで運んでくれた。




　シャンバラ・バリが建設されている海沿いの地区は、空港からおよそ十キロほどの距離にある。

「タノカミさん！　着きましたよー！」

　車で数十分の距離にも関わらず、ベベックのメチャクチャ荒い運転にすっかり酔ってしまった私は、ゲッソリした面持ちでヨタヨタと車から降りる。

　帰りはタクシーを呼んでもらおうと、胸に固く決意する。

　外は日本の夏に負けないくらいの、うだるような暑さだ。

　容赦なく太陽が照りつける中、Ｔシャツの上にジャケットを羽織る。一応、海外視察という名目で来ているため、スーツにヒールという装いだ。

「あつそーだね！　タノカミさん。フラフラだけど、ダイジョーブ？」

　まあ、ほとんどお前の運転のせいだけどな。

　鼻の頭に皺を寄せ、ギロリと睨みつけてやる。

　しかし、ベベックは気にとめる様子を見せず、仮設のオフィスへと案内してくれた。

　仮設、とはいっても、プレハブハウスは三階まであり、室外機が設置されているので、クーラーも備えつけてあるようだ。

　階段を上がり、二階のドアを開けて中に入っていく。

　仕切りのない、だだっ広い空間に、長机とパイプ椅子が並べられていた。前にはホワイトボードが置いてあって、大きな設計図が貼り出された隣に、英字が羅列されていた。

　ここで桧山さんは、毎日仕事をしているんだ。そう思っただけで、なんだか胸が熱くなる。

「オハヨーゴザイマス」

　不意に、ひょろりと背の高い外国人が入ってきた。

「美嶋建設の社員の方ですか？」

　いきなりの英会話に、少々面食らう。

「はい、そうです」

「私はシャンバラリゾーツ社のリック・ブラウンです」

　リックと名乗る男性は、右手を差し出す。

「美嶋建設の田母神です」

　私は、その大きな手をそっと握り返す。

　ブラウンの髪に人懐っこい笑顔は、なかなかキュートだ。

「では、あとはリックにお任せねー。タノカミサーン、あとでまたお迎えきますねー」

　ベベックは手を振りながら、簡易オフィスから出ていった。

「では、私が建設現場をひと通り案内させていただきますね」

　え……ちょっと待って……。

「我が社の社員は？」

「美嶋建設の社員は、下請け会社との間にトラブルがあったようで、出払っています」

　嘘でしょ。想定外の出来事に、私はビシリと固まった。

　どうしよう。ここまで来て、桧山さんに会えなかったら。説明してもらったところで、現場のことなんて全然わかんないし。

　男に会うため、という不純な動機で、うっかり見学に来てしまったことを痛切に後悔する。そのうえ、サプライズで訪ねたことも誤算だった。

「では行きましょう！　タノカメさん！」

　しかも、また名前間違えられてるし。一難去って、また一難。

　陽気なリックにぐいぐい腕をつかまれて、とてつもない不安に駆られながら、私は簡易オフィスをあとにした。

　建設現場に行くということで、きったないスニーカーを無理やり履かされ、渡された白いヘルメットを被って、いざ向かう。

「シャンバラ・バリは、九十ヘクタールもの広大な敷地に建設されているんだ」

　リックの説明を聞きながら、更さら地ちを歩いていくと、生おい茂った木々の間から青い海が見えた。

「わぁ！」

　思わず歓声をあげると、リックは口端を上げて笑う。

「宿泊施設とスパ、十五のレストランとバーにゴルフ場、フィットネスジムにプールなど、あらゆる施設を兼ね備えた、統合リゾート施設になる予定だ」

　桧山さんはインドネシアで、本当にデッカい物を造っているらしい。

　さらに奥へと進んでいくと、そこにはまだ何も建てられておらず、ショベルカー二台が整地をしていた。

「ここには大小様々なミーティングルームや、宴会場が作られる予定なんだ」

　こんな遠く離れた土地で、我が社の建設技術が活かされているなんて、思わずジンとしてしまう。

「おいっ！　何やってんだよ!?」

　聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　私は思わず立ち止まって、振り向く。

「これでならしたつもりかよ!?　ボッコボコだろ！　どこに目ぇつけてんだ！」

　男性が、ショベルカーの運転手を怒鳴りつけている。

「そっちの指示が悪い!!　私は言われた通りにやっている！」

　何かよくわからないが、ケンカしているみたいだ。

　私がびっくりして目を見張っていると、「いつものことだよ」と言って、リックは肩をすくめる。

「ヒヤマは日本人のくせに、ラフで困っちゃうよ。彼もミシマの社員なんだけど、タノカメさん知ってる？」

「……知ってます」

　充分すぎるほど。

　私は愛おしい後ろ姿を目指して、駆けだした。

「桧山さん！」

　その名前を呼ぶと、ケンカをしていたラフな男は、こちらを振り向く。

　そして、何事もなかったかのように前へ向き直ると、「そもそもヘルメット被れよ！　何度も言ってんだろ！」と、再び運転手とケンカを始める。

　……あれ？　感動の再会になる予定だったんだけど。無視されてるのかな。

　不安になって、ちょっとだけ駆け寄る足の速度が遅くなる。

「あの！　桧山さん！」

　すぐそばまで行って、桧山さんの肩を手でつかむ。

　桧山さんは再びこちらを振り向くと、無表情のまま固まる。

　もしかしてヘルメットを被ってるから、私が誰かわからないのかもしれない！

「あの！　田母神です！」

　私は、慌ててヘルメットを脱いだ。

　桧山さんは幽霊でも見たような、ギョッとした表情を浮かべた。

「これは……白昼夢か？」

「本物です！」

　桧山さんは、Ｔシャツに作業着のズボンをはいている。ヘルメットから覗く髪は伸びていて、無精髭まで生えている。真っ黒に日焼けして、日本にいた頃の小綺麗な姿とは大違い。だけど、その時の何倍も魅力的に見えるのはなぜだろう。

「泉……？　どうして、ここに？」

「会いに来ました！　桧山さんに！」

　桧山さんは腕を伸ばして、無言のまま私を抱き寄せた。

　私もギュッと腰にしがみつく。

「会いたくて、幻覚を見たかと思った」

　桧山さんは、私の髪を大きな手で撫でる。

「本物です」

　私はその逞たくましい胸に、顔をうずめる。

　さっきまで怒鳴り散らしていたと思ったら、突然現れた女と抱ほう擁ようを交わす桧山さんを見て、運転手は呆気に取られている。

「ええー!?　ちょっとー！　どういうことー!?　ヒヤマー！」

　後ろから、リックの声が聞こえてきた。




　太陽が照りつける建設現場から、簡易オフィスに一旦、三人で戻ってきた。

　クーラーの効いた部屋でミネラルウォーターを飲むと、生き返った心地がする。

　桧山さんは戻るや否や、一心不乱にパソコンで作業を始めた。

　その傍かたわらにはちょっぴりブサイクなアライグマのぬいぐるみが置いてあるのが、なんだか微笑ましい。

「タモカメさんのこと、いいなと思ったのに、ヒヤマの彼女だったのかよー」

　リックが英語でぼやく。

「残念だな、リック」

　桧山さんはニヤリと不敵な笑みを浮かべると、私に日本語で話しかける。

「泉、俺はこれから仕事に戻るから、ベベックに案内してもらって観光でもしてくるといい。旅の疲れを癒やすなら、スパがおすすめだ。早めに上がるようにするから、待ち合わせて一緒にディナーに行こう」

「それはいいですね！」

　バリは『癒しの島』と呼ばれるほどスパが充実していると、ガイドブックにも書いてあった。

　桧山さんの気の利いた提案に、目を輝かせて食いつく。

　私の反応に、桧山さんは気をよくしたようで、ニッコリ微笑んだ。




　桧山さんとリックに見送られて、私はベベックのポンコツ車に渋々乗り込む。

　バリエステに行きたいとベベックに伝えると、彼の友達の店に連れていってくれることになった。

　途中で寄ったお土産屋さんで、裾に刺し繍しゅうの入ったホルターネックのマキシ丈ワンピースと、サンダルを購入する。胸元が開いているのが気になるところだけど、色もシックなネイビーなので、アラサーの私でもそんなに抵抗なく着られそう。

「ビューティホーね！　タノカメさぁん！　すっごく素敵よぉ！」

　ベベックにベタ褒めされて、すっかり気をよくした私は、ブレスレットとピアスまで購入し、早速買ったワンピースとサンダルに着替えて、エステへと向かった。




　三時間後。

　スペシャルコースを堪能してツルスベになった私は、大満足でスパをあとにした。

「どうだったー、スパは？」

「おかげさまで、スベスベになったよ。五歳くらい若返ったかも」

　車の中でベベックに尋ねられて、私はフフッとご機嫌な笑みを浮かべる。

「それはヒヤマも喜ぶねー！」

　ベベックに冷やかされて、私はハッとする。もはや視察のことなどすっかり忘れている私は、今回の旅の超重要ミッションを思い出した。

　そうだ……。今晩、私は桧山さんと一夜をともに過ごすのだ……。

　午後八時にホテルで落ち合って、ディナーを一緒に食べることになっている。

　そのあとはどうなるのかな……。

　私が予約した部屋は、安宿のシングルルームだ。ふたりのアニバーサリーを飾るべき記念の日に、またキツキツのベッドで眠ることになるのだろうか。

　せめてツイン、もしくはダブルを取るべきだった！　これは……痛恨のミス！

　桧山さんの部屋に泊まるという選択肢も考えてみたが、聞くところによると、建設現場近くのホテルに滞在しているらしい。どのみちシングルルームに違いない。

　私は頭を抱えつつも、ふと車の外に目を向ける。

　確か私が宿泊するゲストハウスは、賑やかな繁華街のど真ん中にあるはず。

　しかし、車の外は手入れの行き届いた芝しば生ふの庭が広がり、高級リゾート施設が点在している。落ち着いていて、ハイソな雰囲気だ。

　ここは……どこだ？

　私が戸惑っていると、ベベックはポンコツ車にはおよそ似つかわしくない、真っ白な外観のデラックスなホテルのゲートに入っていく。

「こんなとこ、入っていっちゃって大丈夫なの？」

「何言ってるの―。ヒヤマとホテルで待ち合わせしてるでしょー」

　桧山さんがディナーを予約してくれているホテルは、こんな素敵なところのようだ。なかなか心憎いことをしてくれる。

　ベベックは恐れ多くも、デラックスホテルの車寄せにポンコツ車を停車する。

　車から降りると、Ｓ字を描くように少し湾曲したアプローチを通り、エントランスへ向かう。

　ホテルのロビーも、外観と同様に白を基調としていて、壁も床も真っ白だ。所々にダークウッドの素材が、アクセントとして使われている。

　今バリで話題のデザイナーズホテルだと、ベベックが説明してくれた。

　ソファに腰かけていた桧山さんが私たちに気がつき、立ち上がって手を振る。

「桧山さーん！」

　私はパタパタと駆け寄っていく。

「着替えたの？　泉」

「早速、南の国に染まってみました」

　ドレスの裾をつまんで広げて見せると、桧山さんは目元を綻ばせる。

「よく似合ってる」

　桧山さんも、一旦家に戻って着替えたようだ。白のコットンシャツに黒い細身のパンツを合わせて、素足にネイビーのデッキシューズをサラリと履いている。

　無精髭もきちんと剃そっていて、伸びた長めの髪を後ろに流し、形のよい額を出している。

　きちんとして清潔感のある格好だけど、日焼けした肌は男っぽさを醸かもしていて、営業本部時代よりも魅力が倍増している。

　なんかディナーとか、どうでもよくなってきた。シングルルームでもなんでもいいから、早くふたりで部屋に行きたい。

　しかし悲しいかな、生理現象というものは、時として思っていることと裏腹な反応を見せることがある。

　私の腹の虫が、盛大に鳴った。

「待たせてごめんね。食事に行こう」

　桧山さんはクスクス笑いながら、私の手を取る。

「ベベック、ありがとう。あとはよろしく頼んだ」

　ここでガイドのベベックとは、一旦お別れだ。

「今日は一日、ありがとうね」

　私も桧山さんに続き、お礼を言う。

「また明日ねー！」と陽気に言って、ベベックは手を振りながらポンコツ車へと戻っていった。

　桧山さんに手を引かれ、水路に囲まれた真っ白な通路を通り、階段を上っていく。

　着いた先はレストランではなく、一棟のコテージのようだった。

「ここは？」

　私の問いに、桧山さんはニコリと笑って答える。

「俺たちが泊まる部屋だよ」

「はい？」

　私が聞き返すと、桧山さんは木戸を開けて私をコテージの敷地内に招き入れる。

　白い敷石がエントランスからコテージまで延びており、敷地内は青々とした芝生が敷きつめられている。テラスにはプライベートプールや、〝バレ〟という、柱と屋根だけの休憩用の建物なんかもある。

　バレの中には、ソファ感覚でくつろぐタイプのベッド、いわゆる〝デイベッド〟が置かれていた。

「部屋はこっち」

　ガラスの扉を開けて、コテージの中に足を踏み入れる。

　ホテルのテーマカラーである白を基調とした部屋は、天井が高く開放感がある。キングサイズのベッドと、窓辺には長椅子が置かれ、シンプルだけどモダンなインテリアだ。

「あの……ここは？」

　状況がよく呑み込めず、眉根を寄せて尋ねる。

「前から泊まってみたかったんだ。なかなかいいだろ？」

　桧山さんはドサリとベッドに腰を下ろし、満足げな表情で辺りを見回す。

「あの……だけど、私もホテルを予約していてですね」

「それはベベックがキャンセルしてくれたから、大丈夫だよ」

「いつの間に!?」

　部屋の隅には、見覚えのあるライトブルーのスーツケースが、いつの間にか運ばれていた。

　さすがデキる男。仕事が速い。

「でもここ、もんのすごく高いんじゃないですか!?　払えるかな……」

「泉はそんなこと、気にしなくたっていいよ。俺が勝手に予約したんだから」

　桧山さんは呆れたように、スッと目を細める。

「いや……でもそんなこと言ったって」

　モジモジしていると、身体を引き寄せられて、横向きの体勢で強制的に彼の膝の上に座らされた。

　私が落ちないように桧山さんの肩に手をかけると、必然的に目の高さが同じになる。

「気に入った？　泉」

「はい、とっても素敵です」

「だろ？」と得意げに言って、桧山さんは目元を綻ばせる。そしてちっちゃな顔を傾け、ゆっくり近づけてきた。

　唇が触れるまで、あと数センチのところで、私のお腹が盛大に鳴った。

「なんか……すみません」

　バツの悪さにお腹を押さえ、真っ赤になって顔を背ける。

「ひとまず、夕飯食べるか」

　桧山さんは、おかしそうにクスクス笑う。

　コテージの中庭に、真っ白なクロスがかかったテーブルと椅子がセットされている。

　そこでのディナーでは、ひとりのレストランスタッフが専属でサーブしてくれた。

　潮風に吹かれ、波の音を遠くに聞きながら、シャンパンで乾杯する。

「日本はどうだ？」

　プリップリのロブスターを頬張る私に、桧山さんが尋ねる。

「桧山さんの置き土産となったオランダ大使館の案件ですが、お父さまの計らいもあってか、無事に受注が決まりました」

　私はドヤ顔で言う。

「何言ってんだ。俺の実力だろ」

　外見は素敵になったけど、中身は相変わらずのようだ。

「五十嵐とは、うまくやってんのか？」

「そりゃあ、もう！」

　私は満面の笑みを浮かべる。

「口頭で仕事を押しつけてこないし、デスクも蹴らないし、無茶ぶりもしないし、セクハラしないし、本当にいい上司に恵まれたと思ってます！」

「なんだそれ……」と言って、桧山さんは不満げに目を細める。

「よかったな。おかしな上司がいなくなって」

　嫌味で言われたセリフに『まったくです！』と、思わず答えそうになるが、私は無言のまま笑顔でかわす。

　桧山さんはナイフとフォークでグリルしたビーフを切り分けて、上品に食べる。

　建設現場でケンカしていたラフな男と、同一人物とは思えない。

「桧山さんはどうですか？　久しぶりに現場に戻って」

「おかげさまで、刺激的な毎日を送っている」

　桧山さんは小学生のように白い歯を見せて、ニッと笑う。日中の様子から、確かにエキサイティングな日々をお過ごしのようだ。

「これも泉のおかげだよ。ありがとう」

　なぜ私に感謝しているのかよくわからず、「はぁ」と曖昧に返事をする。

「……早くご飯食べちゃおうか」

「そうですね。せっかくのお料理が冷めちゃいますもんね」

　私は気を取り直して、ロブスターにナイフを入れる。

「そういう意味じゃないんだけどな」

　桧山さんは独りごちて首をひねりながら、赤ワインをひと口飲んだ。

　食後のデザートまで堪能し、私たちはボトルに残ったシャンパンを飲みながら、バレのデイベッドに寝そべって食休みする。

　夜空にはぽっかりと丸い月が浮かび、とってもいい雰囲気。

「泉……」

　桧山さんは私の肩を抱き、顔を近づけてきた。食欲を満たした今、次なる欲求を満たそうとしているようだ。

「ウェイト！」

　私は桧山さんのおでこを、手で押さえる。

「俺は犬か」

　不満げにぼやきながら、私の腰に手を回して抱き寄せる。

「ここは屋外ですよ。蚊かに刺されたら、怖いじゃないですか！　マラリヤとかデングね――」

　異議申し立ては、呆気なく中断された。桧山さんのキスによって。

　ああ……久しぶりだ。この柔らかな唇の感触に、うっとりしてしまう。こうなると、マラリヤもデング熱もどうでもよくなってくる。桧山さんの腰に手を回し、夢中になって情熱的なキスに応える。

「今日は、俺のためにこんなにオシャレしてきてくれたの？」

　そして、私の髪の毛を指先で梳きながら、耳元であまーく囁く。

　私は顔を赤くしたまま、小さく頷いた。本当は暑くて着替えたのだけど、それは言わぬが花。

「嬉しい。すごくよく似合ってる」

　桧山さんは嬉しそうに、ニッコリと無邪気な笑みを浮かべる。

「それに脱がせやすい」

　肩の後ろで結ばれたドレスの紐ひもに、桧山さんが手を伸ばす。

「あの……それは向こうのほうで」

　私は真っ赤になりながら、ベッドルームを指差した。

　桧山さんに手を引かれ、テラスから部屋の中へと移動する。

　ベッドの前で向き合うと、大きな窓から差し込む青白い月光が、ふたりを照らす。

　桧山さんは、私の首の後ろで結ばれたワンピースの紐に、再び手をかけた。

　ああ……ぬ、脱がされる。どうしよう……。

　勝負下着はバッチリなんだけど、なんせ桧山さんはぽっちゃりした巨乳が好きだって言っていた。

　桧山さんが引っ張って紐を解くと、そのままハラリとワンピースが床に落ちそうになる。

　……が、しかし、私は咄嗟に両手で服を押さえてしゃがみ込んだ。

「ええ？」

　まさかの出し惜しみに、桧山さんはびっくりしている。

「だって……変なので」

　私は恥ずかしさのあまり、目に涙を浮かべる。

　処女の小娘ならまだしも、私が恥ずかしがったところで興ざめだろう。

「変じゃないよ。見せて」

　桧山さんはしゃがみ込んで、私の顔を覗き込む。

「変です！　胸がなくて貧弱だし……。桧山さんはぽっちゃりした巨乳が好きだ、って言ってたじゃないですか」

「ああ」と言って、桧山さんは視線を宙に泳がせる。

「遊ぶだけならね」

「まだ遊んでるんですか？」

　私はギロリと睨みつける。

「ううん、遊びはやめた。好きな人ができたから」

　桧山さんは私の頬を両手で挟み、茶色い瞳でじっと見つめる。

「大好き、泉」

　私の目に、涙がみるみるうちに浮かんでいく。

「私も好きです。五千キロを超えるほど」

「そんなに遠いんだ」と呟いて、桧山さんは目元を綻ばせる。

　そして、柔らかな唇をそっと重ねた。それから何度も何度も唇の感触を味わうようにキスをする。

　そのたびに身体から力が抜けて、桧山さんとのキスに夢中になっていく。

　桧山さんはその隙を見計らい、私のドレスに手をかけて脱がせると、ふんわりと床に放った。そして私の身体を抱き上げて、ベッドに押し倒した。なんて鮮やかなお手並み。

「もしかして……」

　キスの合間に桧山さんが呟く。

「泉って処女？」

「そんなわけないじゃないですか」

　即座に否定すると、桧山さんはちょっとガッカリしたように眉を下げる。

「まあ、いっか。じゃ、遠慮しなくても大丈夫そうだな」

　桧山さんは上から見下ろし、妖艶な笑みを浮かべる。

「でも、久しぶりなので手加減してください」

「ずっと我慢してたから、無理」

　そう言って私を組み敷くと、無遠慮に唇を塞ぐ。

　ふと、ライオンに食べられるシマウマの映像が頭をよぎる。

　この夜、桧山さんは心ゆくまで私を捕食した。




　翌朝。

　窓からたっぷりと差し込む陽射しに照らされて、目が覚める。

　見慣れない高い天井に、広々とした部屋。そこは、いつもの散らかった自宅マンションではなかった。

　ああ……そうか。バリに来ているんだっけ。そして昨晩は……。

　隣を見ると、そこにいるはずの愛しい人の姿が見当たらなかった。

　私は慌てて上半身を起こす。服を着るのも面倒だったので、白いシーツを身体に巻きつけて桧山さんを捜す。

　しかし、バスルームにもトイレにも、その姿は見当たらない。裸足のまま中庭に出て辺りを見回すが、やはりどこにもいない。

　まさか……逃げた!?

　私の脳裏に不吉な考えがよぎる。

　自由人の桧山さん。昨日は再会ムードで盛り上がっちゃったけど、ひと晩経って冷静になったら、バリ島まで会いに来る超本気モードの私に腰が引けて、姿をくらましたとか。

　落ち着かずに、部屋の中を右往左往していると、ガラリとガラス戸が開いて、ひょっこり桧山さんが姿を現した。ハーフパンツにＴシャツという軽装だ。

「ど、どこに行ってたんですか！　桧山さん！」

　私は必死になって、桧山さんの腰にかじりつく。

「ごめんごめん、早めに目が覚めたから、用事を済ませに行ってたんだよ」

　桧山さんの腰にしがみつくと、彼は大きな手で、私の頭をグリグリ撫でる。

「逃げたのかと思いました」

「ずいぶん信用ないんだな」

　桧山さんはクスリと笑い、私の肩に手を置いて、顔が見える位置まで私を引き離す。それからおもむろにポケットを探り始めた。

　まさか、手切れ金を渡されたらどうしよう。

　ここまで来ると、ネガティブな展開しか思いつかない。

「あげる」と言って、桧山さんが白い小さな箱を私に差し出す。

　反射的に受け取ってしまった。

「開けてみて、泉」

　言われるがまま、箱の蓋を開ける。

　次の瞬間、想定外の展開に、私は目を真ん丸くし、ビシリと固まった。

　中に入っていたのは、キラリと光り輝く石が載っかったプラチナリング。

「よかったら、フィアンセにならない？」

　そう言って、桧山さんは無邪気に笑った。

「い……いつの間に指輪なんて……」

「本当はディナーの時に渡したかったんだけど、間に合わなかったから、ベベックが今朝ホテルに届けてくれたんだ」

　桧山さんは箱からリングを取り出して、私の左手を取ると、スルリと薬指にはめる。

「ピ……ピッタリ」

　どうして、サイズを知っていたのだろう。

　目を丸くして驚いている私を見て、桧山さんはおかしそうに笑う。

「この状況じゃ、すぐに結婚、ってわけにはいかないけど、もう少し待ってて」

　まさかのフィアンセとはな……。

　私は左手薬指に輝く石をマジマジと見つめる。

　プロポーズを受けるなんて夢にも思わなかった。左の頬をつねってみると、やっぱり痛い。

「これは現実ですか？」

　私が尋ねると、桧山さんは「紛れもない現実だ」と言って、目元を綻ばせる。

「なんだか、仮のウエディングみたいだな」

　確かに、私の身体には真っ白なシーツが巻きついていて、ドレスに見えないこともない。髪はボサボサで、起き抜けの顔だけど。

「それで、返事は？　泉」

　私はぴょんと桧山さんに抱きついた。

「もう、逃がしません！　桧山さん」

　そのままもつれ合いながら、私たちはベッドの上に倒れ込む。

「でもさ、俺と泉の距離って、ちょっと遠くない？」

「五千キロ離れてはいますが、また会いに来ます！」

　私は上から覆い被さるようにして、桧山さんの首根っこにしがみつく。

「いや……そうじゃなくてな」

　桧山さんは苦笑いを浮かべ、私の頭をクシャリと撫でた。

「もう俺は、泉の直属の上司でもないし、ここは会社でもない」

「はあ……」

　言わんとすることがわからずに、私は首を傾げる。

「俺は泉のなんなんだっけ？」

「フィアンセです！」

　私は紛れもない真実を力強く言う。

「だったらさ、敬語やめない？　〝桧山さん〟も他人行儀だ」

　じゃあ、なんて呼べばいいのかな。

　眉間に皺を寄せて考え込む。

「わかったよ。あっくん」

　思考錯誤の結果、そう呼ぶことにした。

　しかし、桧山さんはものすごく嫌そうな顔をしている。

「それはやめろー。三十過ぎてあっくんは痛いだろ。痛すぎだろ」

「いいと思ったんですけどね。お母さんにそう呼ばれてませんでした？」

「ほら敬語」と言って、桧山さんは私の唇に人差し指を当てる。

「じゃあ、暁さん」

　桧山さん、改め暁さんは満足そうにニッコリ笑って頷いた。

「ふたりの距離がまた一歩近づいたところで、さらに愛を深めよう」

　そして私を組み敷き、唇を塞ぐ。

　白いシーツが、ひらりと床に舞い落ちた。

　この日、暁さんの出勤が遅れたことは言うまでもない。




　そして八日後。

　重い足を引きずりながら、出社する。騒がしいわくわく動物園に戻ると、バリでのひと時は夢だったんじゃないかと思う。

　本当に最高のバケーションだった。

　突然の訪問にもかかわらず、暁さんはなんとか予定を調整して、一緒に過ごす時間を作ってくれた。インドネシアに赴任してから、休暇はほとんど取っていなかったというのだから、当然の権利と言えよう。

　乗り込んだ側としての、勝手な見解ではあるのだけど……。

　薬指にキラリと光るリングを眺めては、暁さんと過ごした甘美な時を思い出し、グヘ……と気持ち悪い笑みがこぼれる。

　本当はもったいないうえに恥ずかしいから嫌だったのだけど、うまくいったというご報告を、さりげなくおじさまたちに伝えるために、今日は特別にはめてきた。

「どうだった？」

　出社してきた五十嵐さんに、早速声をかけられる。

「まあ、顔を見れば大体わかるけど」

　五十嵐さんは、口の端を上げて笑う。

　私は左手の甲を上げて、ブリリアンカットのダイヤモンドリングを見せる。

「うっそ！」

　五十嵐さんが、思わず声をあげた。

「五千キロ追いかけて捕獲してきました」

　私はシレッと言ってのける。

「あのプレイボーイを捕まえるとは……さすがミスパーフェクト……」

　五十嵐さんは、信じられないと言わんばかりに目を大きく見開き、首をゆっくりと横に振る。

　このあと、おじさまたちにバンザイ三唱されそうになって、必死に止めたのはまた別の話。

　ちなみにバリ滞在中に、互いの両親にもテレビ電話で、婚約を報告済である。目的を達成するには、まず外堀から埋めていくのが定石だ。

　茨城にいる年老いた両親は、イケメンの暁さんに大喜び。

　帰国した際には、ぜひ挨拶に来てほしいと熱烈大歓迎だ。こうして一家総出で、暁さんの捕獲包囲網を張り巡らせていく。

　問題は……あのおっかない桧山父だ。

『俺、多分結婚するわ』

　ふわふわ次男の電撃婚約発表に、桧山父と色白で可憐な桧山母は、しばし絶句する。

『こちら田母神 泉さんです。美嶋建設の後輩なんだ』

『初めまして』

　暁さんに紹介され、私はお仕事スマイルをニッコリと浮かべる。

『あの時の……！』

　私を見た瞬間、桧山父は大きく目をむいた。レセプションの夜に噛みついてきた、躾のなっていない部下だと、すぐに気づいたらしい。

『あ、あなた……まさか田母神さんが、あっくんに〝あーん〟をしていたという、噂の女子でしょうか？』

　桧山母も口元に手を当てて、目を見開いたまま言う。

　やっぱりお母さんには『あっくん』と呼ばれているようだ。

『間違いない。暁に〝あーん〟をしていた女子だ』

　桧山父は確信めいた口調で言う。

　一体、どんな伝え方をしていたのだろうか。

『ま、そんなわけだからさ、帰国したら挨拶に行くってことで』

　暁さんはあっさり会話を終了させて、電話を切ろうとする。

『待て！』

　鋭い声で呼び止められる。

　桧山父はそうは問屋が卸さないようだ。

　私は生唾をゴクリと飲み込み、反対される覚悟を決める。

『それで、結ゆい納のうはいつにする？』

　予想に反し、結婚にかなり前向きだ。しかも気が早い。

『まだ決まってない。また帰ったら話すから』

『おい、暁！　田母神さんの連絡先をひとまず教えなさい！　日本に帰ってゆっくり接待……いや！　話がしたいっ！』

　面倒臭そうにいなす暁さんに、父は必至に食い下がる。

　どうやら、ふわふわ次男が結婚する気になってくれれば、それでもういいらしい。

　こうして第一関門と思われた両親への報告は、思いのほかあっさりと終了の運びとなる。










そして一歩を踏み出す




　そして、二年後――。

　青い海を背にして、純白のウエディングドレスを着た私は、暁さんの前に立つ。

　うちの両親は、行き遅れのひとり娘がようやく嫁に行き、最大の悩みが解消されて、天気に負けないくらい晴れ晴れとした表情をしている。

　おっかない桧山父とその隣に可憐な桧山母、兄さんブタと姉さんブタファミリーが並び、桧山家揃い踏みだ。

「泉さぁん！　おめでとうございます!!」

　加奈ちゃんは号泣し、マスカラが溶け落ち、黒い涙を流している。

　隣の真奈が、呆れ顔でハンカチを差し出した。

　二年間の超遠距離恋愛の末、桧山さんは半年前に日本へ帰国した。

　それを機に、私たちはムーンアイランドパークタワーで生活をともにしている。

　海外事業推進部に戻った桧山さんは、聞くところによると、メキメキと頭角を現しているそうだ。……仕事以外でも。

　桧山さんの部下にあたる同期の真奈から、よく愚痴を聞かされている。

　そして私はというと、営業本部のおじさまたちと、相変わらず賑やかな毎日を過ごしている。

　そんな私たちは紆余曲折を経て、今日新たな門出を迎える。

　できたてホヤホヤのシャンバラ・バリリゾートで、第一号のウエディングだ。

　その分サンプル的要素を含むため、費用もちょっぴり融通していただいた。

「オメデトー、ヒヤマー」

　暁さんの元仕事仲間であるシャンバラリゾーツ社のリックが、一眼レフでバシャリと写真を撮る。

　きっと説明資料に使用するのだろう。関係者も数人引き連れてきており、なんだかモルモット感が半端ない。

　しかし、暁さんが建設に携わったこのホテルで結婚式を挙げるのは、私の憧れでもあったのだから仕方がない。




「あなたは健やかな時も病める時も、この人を愛し、この人を敬い、この人を慰め、この人を助け、命の限り、固く節操を守り、愛することを誓いますか？」

　柔和な笑顔を浮かべ、神父さんが尋ねる。

　桧山さんは返事をせずに、黙り込んだ。

　あれ……？　どうしたのかな。まさかこの期に及んで、迷いが生じたわけじゃないでしょうね。

　私は焦じれて、彼に視線を向ける。

「泉、俺のこと覚えてた？」

　桧山さんは小声で、コソッと尋ねてきた。

「はい？」

　なんのことかさっぱりわからず、私は眉根を寄せる。

「十年前。泉の入社試験の二次面接。実は面接前に、俺たち会ってるんだけど」

　そう言われて、私の脳裏にぼんやりと、ある記憶が蘇ってくる。

『婆さんみたいに、落ち着き払ってるじゃん』

　吐き気がするくらい緊張している私に、デリカシーのない言葉をかけてきた男性社員。その笑顔が目の前の人物と重なる。

「あの時のチャラ男……」

　私が大きく目を見開くと、「誓います」と暁さんはニッコリ笑って愛を誓う。

「誓いますか？」

　神父さんは、私に問う。

　なんてこった。あの日が今日に続いていたとは。

　面接の日、チャラ男に話しかけられて、『この人が入社できるなら、私でも大丈夫そうだな』と思ったら、みるみるうちに緊張が解けていった。

　その結果、二次面接は合格。その後も順調に駒こまを進め、業界最大手の美嶋建設から内定をいただいた。

　幾年もの時が過ぎ、あの時のチャラ男が白いタキシードに身を包み、今、目の前に立っている。

　最愛の人として。

　モタモタしていてなかなか返事をしない私を、両親は固かた唾ずを呑んで見守っているだろう。

「……誓います」

　希望に満ち溢れた若かりし頃の私は、気安く声をかけてきたチャラ男と結婚することになるとは、夢にも思わなかっただろう。

　それに暁さんは、なぜ今この状況で打ち明けたのかしら。

　イマイチ納得のいかぬまま、ハッピーウエディングにはふさわしくない、渋い表情で永遠の愛を誓う。

　指輪の交換をして、暁さんにプラチナの鎖をしっかりつけた。

　これで、プレイボーイも年貢の納め時だ。

「これで、もう逃がしませんよ」

　私はニッコリ笑って脅す。

「これからも優しくしてね、泉」

　暁さんは愛嬌たっぷりに微笑みながら、私にプラチナリングをはめた。

「それでは、誓いのキスを」

　神父さんに促され、暁さんはベールをそっと上げる。

　私は背伸びをして、ブーケを持つ反対側の手を暁さんの首に回すと、自らそのふっくらとした唇にキスをする。

「覚悟してください」

「まいった」

　暁さんはニヤッと口の端を上げて笑いながら、降参の言葉を口にする。

　それから、どちらからともなく再び唇を重ねた。

　会場から、拍手と歓声があがる。




　きっと、これはゴールではなくスタートだ。彼に振り回されるであろう日々の……。

　しかし、神から与えられし、この受難を受け入れよう。

　私の辞書に〝失敗〟という文字はない。




　抜けるように晴れ渡った空の下、愛する人たちが見守る中、私たちは手を取り合い、その一歩を踏み出した。





ＥＮＤ












あとがき




　このたび、『強引上司と過保護な社内恋愛!?』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　ベリーズ文庫で、こんなにおじさんが登場する話はなかなかないとは思いますが、お楽しみいただけたら幸いです。

　個性豊かな脇役が揃っていて、時折コメディ路線へ暴走しかける自分をいさめながらも、楽しく執筆させていただきました。




　本作のモデルとなったのは、実は若かりし頃の私の両親でした。

　当時、海外で仕事をしていた父に、英語を全く話せない母が、高い旅費を貯めて会いに行った話を聞いて設定を思いつきました。

　しかしながら、ヒロインとヒーローのキャラクターは完全なオリジナルです。父は桧山さんのような女子にモテモテのプレイボーイとはかけ離れた、〝超〟がつくほど真面目な性格です（笑）。そして母もミスパーフェクトとは、ほど遠い性格です。




　そんな思い入れのある作品を書籍化していただき、大変嬉しく感じております。

　超受け身気質の泉が、勇気を出して一歩を踏み出し、プレイボーイの桧山さんを射止めた姿に、少しでも共感していただければ……と思います。




　最後になりましたが、今作の書籍化にあたりご尽力いただいた説話社の額田さま、三好さまをはじめとする編集に携わっていただいた皆さま、大変お世話になりました。

　また、素敵なカバーイラストを描いていただいた萩原 凛さま、ありがとうございました。そして、日頃より作品をお読みいただいている読者の皆さまに、心よりお礼申し上げます。

　また皆さまにお会いできることを祈りつつ、楽しんでいただけるような作品を書いていきたいと思います。ありがとうございました。





悠ゆう木きにこら
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